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１  計 画 の 位 置 づ け  

 

 こ の 基 本 計 画 は 、 平 成 ３ ２ 年 度 を 目 標 年 度 と し て 、 第 ４ 次

瑞 穂 町 長 期 総 合 計 画 基 本 構 想 に 示 し た 将 来 都 市 像 「 み ら い に  

ず っ と  ほ こ れ る ま ち  潤 い あ ふ れ 、 活 力 み な ぎ る 地 域 社 会

を め ざ し て 」 の 実 現 に 向 け た 各 種 施 策 を 体 系 化 し 、 前 期 ５ 年

間 終 了 時 に 長 期 総 合 計 画 後 期 基 本 計 画 と し て 改 訂 し た も の で

す 。  

 

２  計 画 期 間 と 構 成  

 

 後 期 基 本 計 画 の 計 画 期 間 は 、 平 成 ２ ８ 年 度 か ら ３ ２ 年 度 ま

で の ５ 年 間 で す 。 平 成 ２ ３ 年 に 策 定 し た 基 本 構 想 に 示 さ れ て

い る 将 来 都 市 像 の 実 現 に 向 け 、 こ の ５ 年 間 で 各 分 野 に お い て

実 施 す る 施 策 を 示 し た も の で す 。  

 ま た 、 計 画 の 構 成 は 次 の と お り で す 。  

 

 

● 現 況 と 課 題  

 各 施 策 分 野 に お け る 瑞 穂 町 の 現 状 を 整 理 す る と と も に 、 今

後 の 施 策 展 開 に 向 け た 課 題 を 示 し た も の で す 。  

 

● 数 値 目 標  

 各 施 策 分 野 に お い て 実 施 す る 施 策 お よ び 個 別 施 策 の 実 行 性

を 確 保 す る た め 、 主 な 取 組 に お け る 目 標 と す る 数 値 を 可 能 な

限 り 設 定 し た も の で す 。 現 状 値 の 数 値 に つ い て は 、 平 成 ２ ７

年 ３ 月 末 現 在 の も の で す 。  

 

● 施 策  

 各 施 策 分 野 に お い て 実 施 す る 施 策 を 示 し た も の で す 。  

 

● 個 別 施 策  

 各 施 策 の 具 体 的 取 組 と そ の 内 容 を 示 し た も の で す 。  
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３  基 本 計 画 の 体 系 図  

 

 こ の 基 本 計 画 の 全 体 的 な 体 系 は 次 の と お り で す 。  
 

将来都市像 基本目標 まちづくりの方針 施策分野

保健・医療

社会保険制度

み
ら
い
に
　

ず
っ
と
　

ほ
こ
れ
る
ま
ち

地域・生活福祉

児童福祉

青少年健全育成

生涯学習

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

障がい者福祉

高齢者福祉

学校教育

観光・イベント

コミュニティ

平和・人権

文化・芸術

農業

商工業

消費生活

循環型社会

ごみ・し尿

都市交流・国際化

安全・安心

基地対策

土地区画整理

景観

公共交通

環境保全

環境美化

土地利用

地域協働

広報・広聴

行財政運営

住宅・公園

道路

上下水道・河川

広域行政

総合計画を推進するために

便利で快適に暮らせるまち

連携と協働がささえるまち

健全な行財政運営の自立したまち

皆でささえ健やかに暮らせるまち

生きがいとふれあいのあるまち

豊かなこころを育むまち

一人ひとりが生涯輝けるまち

活力とにぎわいのあるまち

人がつながる温かいまち

健康で
元気なみずほ

一人ひとりが
輝くみずほ

魅力ある
温かいみずほ

安全安心
やさしいみずほ

快適で
美しいみずほ

安全に安心して暮らせるまち

地球を守る環境にやさしいまち

美しい街並みの住みよいまち
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第１章 健康で元気なみずほ  

 

第１節 皆でささえ健やかに暮らせるまち  

 

１ 保健・医療  

 

【現況と課題】 

 我が国の平均寿命は、生活環境の改善や医学の進歩などによって世界でも

高い水準を示しています。しかしその一方で、他国でも例を見ない急激な高

齢化に伴い、認知症や寝たきりといった介護を必要とする人や、栄養バラン

スの悪い食生活や運動不足などにより生活習慣病を発症する人が増えていま

す。このような社会状況の中、国は２１世紀における国民健康づくり運動と

して「健康日本２１（第２次）」を推進しています。瑞穂町でも、この「健康

日本２１（第２次）」の理念にもとづき、町民の健康寿命の延伸の実現をめざ

していくことが必要です。 

 母子保健事業では、国民運動計画である「健やか親子２１（第２次）」にも

とづき、子どもが健やかに育つ環境づくりをめざし、妊産婦・乳幼児に関す

る切れ目のない保健施策の充実に取り組んでいく必要があります。 

 第２期特定健康診査実施計画に定められた目標値の達成に向けて、特定健

康診査未受診者への継続した受診勧奨や、がん検診との同時受診など、さら

なる受診環境の整備が必要です。 

 高齢期になっても自立した日常生活を営むことをめざし、心身の機能の維

持・増進に若いうちから取り組めるように、生活習慣病やロコモティブシン

ドローム（運動器症候群）予防などについて啓発する事業を充実させていく

必要があります。 

 安心して暮らせるために医療の充実がもとめられています。町内には一般

診療所７、病院１、眼科１、歯科診療所１２の医療機関があり、地域医療の

中核を担っています。公立福生病院については、救急医療など質の高い医療

サービスを提供しています。福生市、羽村市とともに、各地区医師会の協力

のもと、一次医療機関と公立福生病院を拠点とした二次医療機関との病診連

携をさらに強化していくことが重要です。 
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【数値目標】 

項目 現状値 平成 32 年度 

予防接種率 (麻しん･風しん１期 ) 97.5％ 99.5％ 

予防接種率 (麻しん･風しん２期 ) 89.7％ 95.0％ 

乳幼児健康診査受診率  96.1％ 96.7％ 

特定健康診査受診率  46.2％ 60.0％ 

特定保健指導実施率  17.9％ 60.0％ 

内臓脂肪症候群の該当者・予備群率  28.8％ 20.5％ 

健康増進事業の実施回数  3 回 6 回 

胃がん検診受診率  4.9％ 7.0％ 

肺がん検診受診率  4.1％ 7.0％ 

大腸がん検診受診率  32.2％ 40.0％ 

乳がん検診受診率  13.8％ 28.0％ 

子宮頸がん検診受診率  11.0％ 18.0％ 

 

【施策】 

（１）地域保健福祉計画の推進 

①第３次地域保健福祉計画の推進 

 これまでの２次にわたり推進してきた地域保健福祉計画の評価を

ふまえ、第３次地域保健福祉計画の健康づくり推進施策を着実に実

施するとともに、その進ちょく状況の適切な管理と町民への周知お

よび啓発をはかり、全ての町民の健康の増進と疾病の予防をはかり

ます。 
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（２）健康づくりの推進 

①主体的な健康づくりへの支援 

 自立した日常生活を営むために、健康の維持・増進につながる生

活習慣の改善を町民が主体的に実施できるように生活習慣病予防事

業を推進していきます。また、健康づくり推進委員との連携により

地域に密着した健康づくりを推進します。 

 

②相談事業の充実 

 町民の心身の健康に関して相談事業を実施し、専門職が助言、指

導を行うことで、健康への不安の軽減や疾病の予防をはかります。

また、相談内容により福祉分野などの関係機関と連携して支援する

ことで、町民の健康をささえ、増進をはかります。 

 

③介護予防の推進 

 介護とならないよう介護予防の啓発と健康づくり事業を推進する

とともに、地域でのサロン活動の活用などを通じ、地域との連携を

推進します。また、今後は地域のリーダーを養成し介護予防の推進

をはかります。 

 

④スポーツ・レクリエーション事業との連携 

 スポーツ・レクリエーション事業と連携し、年齢、体力、目的に

あっただれもが気軽に楽しめる運動メニューを提供し、健康の増進

をはかります。 

 

（３）疾病の予防 

①健康診査等の充実 

 乳幼児から成人まで、各年代の健康診査の受診機会を拡大すると

ともに、受診率の向上をはかり、疾病の予防および早期発見につと

めます。また、健診後の保健事業への参加や精密検査の受診を促進

し、フォローアップの充実につとめます。 

 

②がん検診の充実 

 がんの早期発見の重要性から、国のがん検診の指針にもとづいた

検診を実施するとともに、定期的な受診勧奨とほかの検診との同時

実施など受診しやすい環境整備につとめ、受診率の向上をはかりま

す。また、検査の精度を適切に管理するとともに、精密検査の受診

勧奨につとめます。 
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③感染症予防の充実 

 新型インフルエンザ等対策行動計画にもとづき、感染症予防対策

をすすめます。感染の発生段階に応じた対策を展開するとともに、

国や東京都および地区医師会などと連携し、感染拡大を抑制します。 

 

（４）医療サービスの充実 

①安心できる医療体制の整備 

 地区医師会などの協力を得て、かかりつけ医療機関の定着と、休

日および休日準夜の医療体制の充実をはかります。また、小児救急

医療体制や周産期医療体制の西多摩地域への整備を東京都に要請し

ていきます。 

 地区医師会と協力した一次医療と公立福生病院を拠点とした二次

医療との病診連携体制を強化します。 

 

②医療施設の充実 

 公立福生病院における質の高い医療サービスの提供を維持するた

め、福生市、羽村市と連携および協力し、恒常的な安定運営につと

めます。また、地区医師会との連携を保ちながら、医療施設の充実

につとめます。 
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２ 社会保険制度  

 

【現況と課題】 

 国民皆保険制度の基盤として、国民健康保険制度が医療保険制度の中核を

担い、町民の安全で安心な医療の確保と健康の保持、増進に大きな役割を果

たしています。しかし、少子高齢化、景気低迷の影響、保険税納付困難者の

加入の増加など、医療費の増加に相反し、保険税収入の伸びが期待できない

という厳しい財政運営を余儀なくされています。医療費の抑制に向け、町民

の健康増進と疾病予防が重要となります。また、平成３０年度から都道府県

が国民健康保険制度の運営主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の

確保などを行い、制度の安定化をはかることになっています。市町村は、地

域住民と身近な関係の中、被保険者の実態を把握した上で、地域におけるき

め細かい事業を行います。 

 高齢者の増加に伴い、脳血管疾患、骨・関節性疾患、認知症などによる要

介護および要支援認定者が増えているとともに、家族など介護者の声として

心身の負担が大きいことなどがあげられています。今後、高齢者のみの世帯

などの割合が高くなり、家族による介護力が弱まっていくと推測されていま

す。 

高齢者が安心して在宅生活を送ることができるよう、利用したい介護サー

ビスを住み慣れた地域で受けながら社会全体でささえる地域包括ケアシステ

ムの構築が重要です。 

 また、介護保険制度および相談窓口の役割を十分に周知し、高齢者やその

家族の悩みを解消し、介護疲れに伴う事故や虐待の未然防止をはかるととも

に、介護認定にあたっての公平・公正かつ適切なサービス提供や介護給付費

の適正化をはかる必要があります。 

７５歳以上の方と６５歳から７４歳までの一定の障がいのある人が加入す

る後期高齢者医療制度は、東京都後期高齢者医療広域連合と連携して安定し

た医療保険事業の運営につとめるとともに、町民にわかりやすい情報を提供

していく必要があります。 

 国民年金は、老後を安心して暮らすための生活をささえる重要な制度です

が、社会経済と調和した持続可能な制度の構築と制度自体に対する信頼の確

保に向けて順次改正されています。受給者の不安を解消するよう、年金制度

改正に対応しながら、だれもがわかりやすい改正内容の周知や、さまざまな

状況に適切に対応できる体制づくりが必要です。また、安定した給付財源の

確保、年金給付額の改善、生活実態に応じた年金制度への改正を、国に対し

て働きかけていくことも重要です。 
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【施策】 

（１）国民健康保険 

①保健事業の推進 

 保健事業と連携し、町民の健康に対する意識の啓発と健康づくり

活動を推進することにより、健康増進と疾病予防をはかり、医療費

の抑制につなげます。 

 

②財政基盤の強化 

 特別会計の独立採算の原則にもとづき、国民健康保険税負担の適

正化と滞納整理の強化をはかります。また、診療報酬明細書等（レ

セプト）の点検体制および柔道整復療養費点検の強化や資格審査の

徹底により、医療費の適正化をはかります。 

 平成３０年度から、都道府県が国民健康保険の財政運営の責任主

体となることで、制度の安定化をはかります。なお、国の動向を注

視し、情報の収集および提供につとめます。 

 

③医療費軽減のための情報発信 

 ジェネリック医薬品の周知とともに、先発医薬品との差額を通知

するなど、医療費を軽減するための情報を発信します。 

 

（２）介護保険 

①介護保険事業計画の推進 

 介護保険事業計画の施策を着実に実施するとともに、介護保険制

度改正にもとづき中長期的な視点をもち、３年ごとに改訂を行いま

す。また、介護保険事業計画にもとづき、高齢者のニーズにあった

質の高いサービスが受けられる地域づくりをめざします。 

 

②高齢者の生活支援 

地域包括支援センターの増設など機能強化を行うことで、高齢者

の総合相談など機能の充実をはかります。また、高齢者が困った時

には最も身近な相談窓口となるよう周知徹底をはかります。今後、

多くの高齢者が自立した生活を送ることができるよう、介護予防事

業の推進や、新しい生活支援サービスの実施に向け、生活支援コー

ディネーターを中心に新しい総合事業を推進します。 
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③介護サービスの安定的な提供 

 高齢者とその家族の生活ニーズを把握しながら、介護サービスの

安定的な提供につとめます。また、介護者同士がささえあうことの

できる体制づくりなど、介護を要する人とその家族がやすらぎのあ

る生活を送ることのできるよう、介護と医療の連携やサービス事業

者等との連携につとめていきます。 

 

④介護保険制度の適正な運営 

 介護保険制度を適正に運用し、介護認定審査会の公平かつ公正な

介護認定や、介護給付費の適正化をはかります。また、自立支援に

向けた必要なサービスを安定して提供できるよう、介護サービス事

業者の適正な運営に向けて指導・監督につとめます。 

 

（３）高齢者医療保険 

①安定した医療保険制度の運営 

 東京都後期高齢者医療広域連合と連携し、安定した医療保険制度

の運営につとめます。また、平成２９年度から保険料の軽減特例措

置が原則廃止されます。このような医療保険制度の改正について、

「広報みずほ」やホームページなどを通じて情報提供につとめます。 

 

（４）国民年金 

①年金制度の充実 

 町民が安心して暮らし続けていけるよう、給付水準の維持および

給付内容の充実など、国民年金制度の充実について、東京都国民年

金協議会を通じて、国に要望していきます。 

 

②年金制度の普及啓発 

 町民が無年金者とならないよう、「広報みずほ」やホームページな

どを通じて国民年金制度の普及啓発を行い、国民年金への加入を勧

奨します。 

 

③年金制度改正への対応 

 国の動向を注視し、国民年金制度の改正に適切に対応するととも

に、町民が混乱することのないよう、相談業務の充実をはかります。 
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第２節 生きがいとふれあいのあるまち  

 

１ 地域・生活福祉  

 

【現況と課題】 

 地域福祉は児童福祉から高齢者福祉まで、すべての町民の福祉を包括する

とともに、「保健・医療」と連携しながら、それぞれの福祉政策を調整する役

割を担っています。瑞穂町に住み、働くすべての町民が自立した豊かな生活

を送ることができる地域社会の実現をめざして、地域保健福祉計画に掲げた

諸事業を推進していく必要があります。また、ふれあいセンターは、地域福

祉活動やボランティアなど町民がふれあい、ささえあうための施設として機

能させることが必要です。 

 瑞穂町の地域福祉は、行政施策だけではなく、社会福祉協議会を中心に、

自助グループ活動、ボランティア活動、ＮＰＯ活動など、多くの町民や団体

の献身的な活動によってささえられています。福祉のまちづくりをこれまで

以上に効率的かつ効果的にすすめるためには、さらなるボランティアなどの

人材の育成、ＮＰＯなどの活動団体への支援を行うとともに、町民、事業者、

ＮＰＯおよび町が連携して施策を展開することが必要となります。 

 高齢者や障がいのある人などの移動手段である福祉バスは、バスルートを

変更、増便し町内を巡回しています。引き続き、利用者ニーズを把握し、停

留所や運行情報などを周知していく必要があります。 

 国民生活基礎調査にもとづく推計では、生活保護の状況は厳しい雇用情勢

により深刻化しているとされています。瑞穂町では生活保護に該当しない生

活困窮者層に、各種福祉資金制度を周知するとともに、西多摩福祉事務所、

民生委員・児童委員、社会福祉協議会などとの密接な連携によって相談業務

の充実をはかり、必要な支援を行っています。就労に対する支援策と自立に

向けた促進策を関係機関と連携しながら推進していく必要があります。 

 離婚や未婚などによるひとり親家庭が増えています。そして、その多くが

母子家庭であり、母親が就労したくても働くことが難しく、経済的にも精神

的にも生活が厳しいものとなっています。また、父子家庭も、父親が家事や

育児に不慣れであることが多く、家事や育児に対する支援サービスを必要と

しています。このようなひとり親家庭がそれぞれに抱えている問題に対して、

相談の受付からサービスの提供に至るまで、個々のニーズにきめ細かに応え

られ、自立を促進することができるよう、関係機関と連携しながら、就労の

支援、日常生活の援助、経済的な支援を行い、生活基盤の安定をはかる必要

があります。 
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【数値目標】 

項目 現状値 平成 32 年度 

福祉バス利用登録者数 3,282 人 3,800 人 

ふれあいセンター利用者数 31,654 人 36,000 人 

 

【施策】 

（１）地域福祉の推進 

①第３次地域保健福祉計画の推進 

 第３次地域保健福祉計画は、第２次地域保健福祉計画の基本理念

を原則として継承し、見直しを行いました。町民が自立した豊かな

生活を送ることができる地域社会の形成をめざし、町民、事業者、

町が連携して計画を推進します。 

 

②推進体制の強化  

 民生委員・児童委員、保護司、更生保護女性会、町内会・自治会、

社会福祉協議会、ボランティア団体およびＮＰＯなどとの連携を強

化し、総合的な福祉活動を効果的に実践できるよう支援します。 

 また、地域福祉の担い手や福祉ボランティアなどの発掘と育成に

つとめ、地域における福祉活動に携わる多くの人材を確保します。 

 

③活動への支援 

 地域福祉推進の中心的役割を担う社会福祉協議会と連携し、保

健・福祉関連のＮＰＯやボランティア団体が、その組織力と知識、

経験を、福祉のまちづくりに活かすことができるよう、活動や事業

への支援を行います。 

 

④権利擁護の推進 

 認知症や障がいにより、意思能力が低下した高齢者や障がいのあ

る人などが、地域で自立した生活を送ることができるよう、社会福

祉協議会と連携し、権利擁護事業を推進します。また、高齢者にお

いては、地域包括支援センターを中心に、相談業務の充実をはかり

ます。 
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⑤福祉のまちづくりの推進 

 「東京都福祉のまちづくり条例」にもとづき、だれもが利用しや

すい施設の整備につとめるとともに、町民や事業者の理解をもとめ

ながら、安全で快適なユニバーサルデザイン化を推進します。 

 

⑥福祉バスの充実 

 福祉バスのＰＲやバスの運行ルートの周知方法などを検証し、利

用促進につとめます。 

 

（２）低所得者福祉の充実 

①自立に向けた援助 

 西多摩福祉事務所、民生委員・児童委員、社会福祉協議会などの

関係機関との連携を強化し、相談体制の充実をはかるとともに、各

種制度の周知を徹底します。また、ハローワークとの連携により、

就労情報の提供、職業訓練の促進など、自立に向けた援助を推進し

ます。 

 

②生活安定に向けた支援 

 各種福祉資金制度に関する情報提供をすすめ、制度利用の促進を

はかります。また、生活保護に該当しない場合は、「生活困窮者自立

支援法」にもとづき東京都と連携して、支援していきます。 

 

（３）ひとり親福祉の充実 

①就労支援の充実 

 無理なく就労でき、働き方の選択肢が広がるよう、就労相談体制

の強化、技能や資格取得に関する情報提供など、ひとり親の就業に

向けた支援の充実をはかります。 

 

②自立に向けた支援 

 育児や家事を無理なく行い、安心した生活を送ることができるよ

う、子育てや日常生活を支援するサービスの周知をはかります。ま

た、児童の養育にあたって、医療費の助成や技能取得に必要な費用

の貸付制度の周知など、ひとり親家庭の自立に向けた経済的負担の

軽減をはかります。 

 

  



 

19 

 

２ 児童福祉  

 

【現況と課題】 

 家庭や地域社会の環境変化により、子どもたちを取り巻く環境も変化して

います。子育ての主体は保護者であり、すべての家庭が安心して子育てでき

るよう、子どもの成長と子育て家庭を地域社会全体でささえるという意識の

醸成をはかりながら、多様化する育児ニーズに対応した子育て支援事業をす

すめていく必要があります。 

 平成２４年４月１日時点で、瑞穂町の保育園等待機児童数は０人となりま

したが、平成２７年４月１日現在、待機児童数は２０人となっています。特

に、低年齢クラスの入所が厳しい状況です。幼稚園や認証保育所から認定こ

ども園および小規模保育所への移行などにより、定員の拡大をはかる必要が

あります。また、学童保育クラブについては、これまでの弾力的な運用に加

え、公共施設の有効活用など、子ども・子育て支援新制度にもとづいた運用

が必要となります。 

 子ども家庭支援センター「ひばり」は、１８歳未満の子どもと家庭に関す

るあらゆる相談や妊婦からの相談を受け、児童虐待の防止や保護者の育児負

担の軽減、良好な家庭環境への改善に向けた支援などを行っています。また、

保護者同士の交流の場や子育て支援サービスを提供するなど、子育て家庭の

総合拠点としての役割を果たしているほか、関係機関内で支援が必要な児童

の情報共有や支援内容の協議、連携による支援を行っています。さらに、虐

待による重篤な事件を発生させないためには、各分野の職員の虐待に対する

意識や専門性の向上、関係機関とのネットワークの連携強化をはかり児童虐

待の防止に取り組んでいく必要があります。 

 さらに、あすなろ児童館で実施している親子がともに楽しめる事業を充実

させることや、子育て中の仲間づくり、子育てに関する情報交換の場として

機能させることも重要です。また、児童館から遠い地域の子どもたちのため、

移動児童館をさらに充実させる必要があります。 

 

【数値目標】 

項目 現状値 平成 32 年度 

保育園待機児童数  20 人 0 人 

子ども家庭支援センター利用者数  3,280 人 5,000 人 
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【施策】 

（１）子ども・子育て支援事業計画の推進 

①子ども・子育て支援事業計画の推進 

 次世代育成支援行動計画をふまえて策定された子ども・子育て支

援事業計画にもとづき、未来の担い手である子どもたちが健やかに

成長できるように、計画の基本理念「子どもの健やかな成長を地域

でささえあうまちみずほ」の実現をめざします。家庭、学校、地域、

職域、行政、その他の社会のあらゆる分野におけるすべての人がそ

れぞれの役割を果たすとともに連携を強化し、計画を推進します。 

 

（２）すべての子育て家庭への支援 

①子ども家庭支援センター「ひばり」の充実 

 関係機関同士の連携強化や相談員の専門性向上により適切な相談

対応を行います。また、保護者の育児負担の軽減をはかるため、子

育て講座や保護者交流事業を実施するとともに、子育て支援サービ

スやファミリー・サポート・センター事業の提供、子育て情報の発

信など、子育て支援の拠点としての機能充実をはかります。 

 

②多様化する保育ニーズに対応したサービスの提供 

 認定こども園や小規模保育所への移行などによる定員枠の拡大を

推進し、待機児童の解消につとめるとともに、多様化する保育ニー

ズに対応したサービスの提供につとめます。また、保育士および調

理員の研修を充実させ、保育サービスの質の向上をめざします。 

 

③ワーク・ライフ・バランスの推進 

 一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任

を果たす一方で、子育て・介護の時間や、家庭、地域、自己啓発な

どにかかる時間を選択できるよう、両立しやすい環境づくりを支援

します。 

 

④支援が必要な子どもと家庭への取組 

 児童虐待を防止するため、要保護児童対策地域協議会などとの連

携強化や、関係機関職員の児童虐待に対する意識や専門性の向上を

はかります。 

 乳幼児から中学生まで、およびひとり親家庭に対する医療費助成

などにより、家庭への経済的負担の軽減につとめていきます。 
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（３）子育て環境の充実 

①学童保育クラブ運営事業 

 これまで瑞穂町が管理・運営を行ってきた学童保育クラブ事業の

うち、運営に係る部分を引き続き業務委託とし、保育時間の延長な

ど、より柔軟で充実した学童保育クラブの運営をはかります。 

 また、国がすすめる「放課後子ども総合プラン」の動向を注視し、

公共施設の活用を含め施設機能強化を検討します。 

 

②児童館事業の充実 

 あすなろ児童館から遠い地域の子どもたちのため、コミュニティ

センターなどを活用し、移動児童館をさらに充実させます。 

 

③施策の一元化の検討 

 国は子育て支援策推進のために内閣府による一元化をはかりまし

た。今後も、国の動向をふまえ、組織を含めた子育てに関する施策

の一元化を引き続き検討します。 
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３ 障がい者福祉  

 

【現況と課題】 

 障がいのある人が、住み慣れた地域で暮らし続けることは、多くの人々の

願いです。しかし、地域や家庭で安心して生活していくためには、地域の理

解や支援が重要となります。 

 「障害者総合支援法」により、身体・知的・精神（発達）障がい者および

難病認定された方も障害福祉サービスの支援対象となったほか、新たな難病

疾病も追加されました。障害福祉サービスを利用する方にはサービス等利用

計画にもとづき、個人に合った適正な支援を行うことが重要です。障がいの

ある人の就労については、障害者就労支援センターとハローワークとの連携

により、就労の意欲向上および一般就労の促進をはかる必要があります。 

 心身障害者（児）福祉センター「あゆみ」では、地域活動支援センター事

業と障害児等タイムケア事業を実施し、また、福祉作業所「さくら」では法

内事業の就労継続支援Ｂ型事業を実施しています。 

 また、障がいのある人の自立支援の観点から、「自立訓練」、「地域移行支援」

などのサービス推進により、施設入所・入院などからの地域生活への移行を

円滑に行うことが重要です。また、こうした地域生活支援機能を集約するも

のとして、地域生活支援拠点などの整備が必要とされています。 

 第４期障害福祉計画の事業目標値を達成し、障がいのある人だれもが自立

して、相互に人格と個性を尊重し、安心して就労できる環境を整備していく

必要があります。 

 

【数値目標】 

項目 現状値 平成 32 年度 

就労支援センター登録者数  89 人 100 人 

一般相談支援事業所利用件数  1,087 件 1,100 件 
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【施策】 

（１）障害福祉計画の推進 

①障害福祉計画の推進 

 第４期障害福祉計画の目標値が達成されるよう、支援サービス事

業の実績評価と国の制度改正をふまえ、計画を推進します。 

 

（２）生活の安定 

①障がい福祉サービスの充実 

 「障害者総合支援法」にもとづく各種サービスを充実させるとと

もに、制度改正があった場合は迅速に対応し、障がいのある人やそ

の家族に対して、適切な情報提供と支援を行います。 

 

②相談・ケアマネジメントの充実 

 自立支援協議会の効果的な運営につとめるとともに、一般相談支

援事業所の機能を強化させ、相談体制の充実をはかります。また、

相談支援専門員の育成と適正配置につとめます。 

 

（３）就労支援と社会参加の促進 

①就労に対する支援 

 障害者就労支援センターの活用とあわせ、ハローワーク・民間企

業および関係機関との連携強化により、障がいのある人の就労意欲

の向上および一般就労の促進をはかります。 

 

②社会参加の促進 

 ノーマライゼーションを実現するため、社会福祉協議会や障がい

のある人の当事者団体、家族会などと連携し、障がいのある人の日

中活動の場の確保や地域生活支援事業の充実をはかります。 

 

③心身障害者（児）福祉センター「あゆみ」の円滑な運営 

 地域活動支援センター事業と障害児等タイムケア事業の円滑な運

営につとめ、障がいのある人の地域参加、保護者の就労、介護休息

の確保につなげます。 

 

④福祉作業所「さくら」の円滑な運営 

 指定管理者との連携を強化し「障害者総合支援法」にもとづく諸

事業が円滑に実施されるようにつとめ、通所者の就労能力の向上と

就労支援を推進します。 
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⑤精神障害者地域活動支援センターおよび精神障害者共同作業所の円

滑な運営 

 通所者の日中活動および就労の場として、各種事業の円滑な実施

につとめ、自立への支援をすすめます。 

 

 

 

  



 

25 

 

４ 高齢者福祉  

 

【現況と課題】 

 瑞穂町の高齢化率は多摩地域の中では現時点で中間に位置しています。６

５歳以上の人口は毎年５％前後の伸び率で増加してきましたが、今後は７５

歳以上の高齢者の比率が高まることが推測されています。また、高齢者の一

人暮らし、高齢者のみ世帯が増えるとともに、認知症高齢者や認知症の疑い

のある高齢者もますます増加することが予想されます。今後も、家族だけで

なく地域社会全体として高齢者の生活の支援や介護者への支援を行う体制づ

くりをすすめていかなければなりません。地域における在宅生活への支援や

生活空間のバリアフリー化、住み慣れた地域で生活できる仕組みづくりなど、

介護と医療の連携や介護サービスを補完するさまざまな生活支援サービスが、

日常生活の場で適切に提供できるような地域ネットワークを構築する必要が

あります。 

 健康に不安を抱えている高齢者も多いことから、介護を必要としない元気

な高齢者を増やし、高齢者が住み慣れた地域で生きがいをもって生活できる

ことが重要で、多世代交流の促進や就労の場などが必要となります。また、

高齢者が地域に見守られ、安全で安心して暮らし続けることができるよう、

地域包括ケアシステムの構築をめざし、地域社会全体で高齢者をささえる環

境づくりが重要です。 

 瑞穂町では地域包括支援センターを設置し、高齢者の暮らしに関する総合

的な事業展開をすすめてきました。また、「寄り合いハウスいこい」や社会福

祉協議会が主体となったボランティアによる地区ごとのサロンや高齢者福祉

センター「寿楽」での各種教室、高齢者の自主活動などが行われています。

地域にある老人クラブでは、地域との連携事業や見守り活動なども実施して

います。 

 今後は、「高齢者が豊かな知識と経験を活かすサービスの提供者であり地域

社会で活躍するリーダーである」ということを念頭に、介護予防や生活支援

サービスなどの一端を担う人材の養成を行うなど、現代の高齢者像を創造す

る視点が重要となります。 

 

【数値目標】 

項目 現状値 平成 32 年度 

高齢者福祉センター利用者数  31,351 人 42,000 人 

シルバー人材センター登録者数  514 人 640 人 
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【施策】 

（１）高齢者保健福祉計画の推進 

①高齢者保健福祉計画の推進 

 高齢者保健福祉計画にもとづき、高齢者の暮らしに関する総合的

な環境向上につとめます。 

 

（２）高齢者の生きがいづくり 

①社会活動への参加促進 

 高齢者が生きがいをもって楽しく暮らし、いつでも社会参加でき

るよう、多世代交流の場や機会を提供します。今後、地域のリーダ

ーとして活躍できる人材を養成するとともに、シルバー人材センタ

ーの機能強化を支援し、働くことの喜びを感じ取れる社会形成につ

とめます。 

 

②組織づくりと活動への支援 

 シルバーボランティアの組織づくりをすすめるとともに、老人ク

ラブへの加入促進と活動支援、介護予防事業の推進に向け、高齢者

自身が自主的に生きがい活動を行うことができる体制の充実につと

めます。 

 

③介護予防の推進（再掲：保健・医療） 

 介護とならないよう介護予防の啓発と健康づくり事業を推進する

とともに、地域でのサロン活動の活用などを通じ、地域との連携を

推進します。また、今後は地域のリーダーを養成し介護予防の推進

をはかります。 

 

④高齢者福祉センター「寿楽」の円滑な運営 

 高齢者の健康の増進、教養の向上をはかるとともに、レクリエー

ションの機会を適切に提供できるよう、指定管理者との連携を強化

し、円滑な運営につとめます。 

 

⑤「寄り合いハウスいこい」の運営支援 

 高齢者などの居場所としての事業を推進するとともに、ボランテ

ィアが企画・運営する子どもを含めた多世代交流を支援します。 
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（３）安心して生活できる高齢社会 

①地域包括ケアシステムの構築 

 高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい生活をいつまで

も続けることができるように「医療」「介護」「介護予防」のサービ

スの提供、その前提となる「住まい」と「生活支援」を相互に関係

することで、地域の自主性や主体性にもとづき、地域の特性に応じ

た包括的な支援・サービス提供体制の構築をめざします。 

 

②地域でささえる高齢社会の構築 

 地域包括支援センターは、高齢者が地域で安心して生活できるよ

う、困った時などの総合相談窓口となっています。 

今後も地域包括支援センターを中心に、地域の課題や解決に向け

た「地域ケア会議」の開催や、介護と医療の連携につとめます。ま

た、認知症サポーター養成講座の実施など、認知症に対する町民の

理解を促進し、認知症になっても地域で生活できる体制づくりにつ

とめ、地域でささえる高齢社会をめざします。 
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第 ２ 章  一 人 ひ と り が 輝 く み ず ほ  

 

第 １ 節  豊 か な こ こ ろ を 育 む ま ち  

 

１  学 校 教 育  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 平 成 ２ ８ 年 に 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 が 予 定 さ れ て い ま す 。 新 学 習 指

導 要 領 へ の 対 応 が 今 後 の 課 題 と な り ま す 。  

新 学 習 指 導 要 領 移 行 に 伴 う 教 育 改 革 と今 日 的 な 教育 課 題に 対 応 す

る た め に 、 瑞 穂 町 で は 教 育 基 本 計 画 で め ざ す べ き 学 校 教 育 の 方 向 性

と 内 容 を 明 確 に 示 す と と も に 、 町 民 の 理 解 と 協 力 に よ り 町 全 体 で

小・中学校の教育活動に取り組んでいます。  

 児 童 ・ 生 徒 の 学 力 の 定 着 に 向 け 、 学 力 調 査 の 分 析 結 果 を ふ ま え た

授 業 改 善 を は か っ て い ま す が 、 教 員 の 指 導 力 の 向 上 と と も に 豊 か な

人 間 性 を 育 む こ と も 重 要 で あ り 、 多 く の 世 代 の 人 と ふ れ あ う 機 会 を

提 供 し 、 道 徳 心 や 感 性 を 高 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 保 護 者 や 地 域 に 信 頼 さ れ る 学 校 づ く り の た め に は 、 い じ め を 許 さ

な い 学 校 、 開 か れ た 学 校 教 育 の 推 進 、 学 校 組 織 の 活 性 化 、 生 活 指 導

の 強 化 が 不 可 欠 で あ り 、 教 員 研 修 の 充 実 を は か る と と も に 、 学 校 評

価 を 適 正 に 実 施 し 、 改 善 ・ 充 実 す る こ と が 重 要 で す 。  

 特 別 支 援 学 級 に つ い て は 、 通 学 、 通 級 す る 児 童 ・ 生 徒 の 安 全 性 の

確 保 や 通 学 の た め の 利 便 性 の 向 上 が 必 要 で す 。 特 別 支 援 教 室 の 推 進

を は か る た め 、各 校 の 状 況 を ふ ま え て 教 室 な ど を 整 備 し て い き ま す 。

ま た 、 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 の 解 消 を は か る た め 、 基 本 的 な 生 活 習 慣 の

確 立 、 規 範 意 識 の 醸 成 、 家 庭 と の 連 携 な ど が 重 要 で あ り 、 側 面 か ら

の 支 援 と し て 教 育 相 談 や 臨 床 心 理 士 に よ る 相 談 活 動 、 学 校 復 帰 に 向

け た 適 応 指 導 教 室 の 充 実 が も と め ら れ て い ま す 。  

 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 学 習 活 動 の 推 進 や 、 校 舎 の 適 切 な 維 持 管 理 に 加

え 、 体 力 向 上 、 環 境 学 習 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 対 策 な ど の 観 点 か ら 校

庭 の 芝 生 化 を す す め ま す 。 ま た 、 地 域 と の 協 働 に よ る 校 庭 芝 生 管 理

手 法 を さ ら に 研 究 し 、 各 校 の 管 理 情 報 の 共 有 化 と 最 適 な 管 理 手 法 を

構 築 す る こ と が 必 要 で す 。  

 学 校 給 食 に つ い て は 、 食 生 活 を め ぐ る 環 境 の 変 化 に 対 し 食 育 の 推

進 が 重 要 で す 。 ま た 、 食 品 に 対 す る 安 全 ・ 安 心 志 向 や 地 産 地 消 へ の

期 待 に 応 え る 必 要 が あ り ま す 。  

 今 日 的 な 課 題 の ひ と つ に 、 小 学 校 の 入 学 時 に 、 良 好 な 人 間 関 係 を

築 く こ と が で き な い こ と や 、 学 習 に つ い て い け な い な ど の さ ま ざ ま

な 理 由 か ら 、 学 校 不 適 応 を 起 こ す こ と が あ り ま す 。 幼 稚 園 や 保 育 園

な ど と 連 携 を は か り 、 円 滑 に 就 学 す る こ と が で き る よ う 支 援 す る こ

と が 必 要 で す 。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

長期欠席児童出現率  
1.9％  

（ 平 成 27 年 5 月 ） 
0 . 3 7％  

長期欠席生徒出現率  
4.9％  

（ 平 成 27 年 5 月 ） 
3 . 6 0％  

校庭芝生化学校数  4 校  7 校  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 教 育 基 本 計 画 の 推 進  

① 教 育 基 本 計 画 の 推 進  

 第 １ 次 教 育 基 本 計 画 後 期 計 画 （ 学 校 教 育 ） に も と づ き 、

そ の 基 本 理 念 で あ る 「 人 と 人 と が か か わ り 合 っ て 文 化 ・ 教

養 を は ぐ く む ま ち  み ず ほ 」 の 実 現 に つ と め ま す 。  

 

（ ２ ） 人 間 力 の 向 上  

① 国 際 社 会 で た く ま し く 生 き る た め の 資 質 ・ 能 力 の 育 成  

 子 ど も た ち が 国 際 社 会 で 生 き て い く た め の 人 間 性 や 知 識 、

技 能 な ど の い わ ゆ る 「 人 間 力 」 を 育 成 す る た め に 、 人 権 に

対 す る 正 し い 理 解 を 育 む と と も に 、 道 徳 性 を 養 い 、 豊 か な

感 性 を 伸 ば し ま す 。  
 

② 社 会 で 活 用 で き る 確 か な 学 力 の 向 上  

 子 ど も た ち が 自 己 の 能 力 や 特 性 に つ い て の 理 解 を 深 め 、

社 会 の 一 員 と し て の 役 割 を 果 た し 、問 題 解 決 が で き る よ う 、

確 か な 学 力 の 定 着 を は か り ま す 。 ま た 、 全 国 学 力 ・ 学 習 状

況 調 査 等 の 結 果 を 公 表 し 、 学 力 向 上 に 向 け た 取 組 を 推 進 し

ま す 。  
 

③ 生 涯 に わ た る 健 康 な 心 と 体 の 育 成  

 子 ど も た ち が 生 涯 に わ た っ て 心 身 と も に 豊 か に 生 き て い

く た め に 、 事 故 や 災 害 か ら 身 を 守 る こ と が で き る よ う 、 安

全 教 育 や 道 徳 教 育 な ど の さ ま ざ ま な 教 育 活 動 を 通 し て 、 心

と 体 の 健 康 の 保 持 、 増 進 を 推 進 し ま す 。  
 

④ 特 別 支 援 教 育 の 充 実  

 子 ど も た ち 一 人 ひ と り の 個 性 や 可 能 性 を 伸 ば せ る よ う 、

指 導 方 法 の 工 夫 や 個 別 指 導 計 画 書 の 作 成 な ど 、 校 内 委 員 会

を 中 心 に 特 別 支 援 教 育 の 充 実 を は か り ま す 。  
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⑤ 人 間 関 係 能 力 の 育 成  

 子 ど も た ち が 豊 か な 人 間 関 係 を 築 き な が ら 社 会 で 生 き て

い く こ と が で き る よ う 、 さ ま ざ ま な 人 々 と の か か わ り を 通

じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 を は か り ま す 。さ ら に 、

言 語 や 文 化 の 異 な る 国 の 人 々 に も 、 自 分 の 考 え や 思 い を 適

切 に 伝 え る こ と が で き る よ う 、 国 際 理 解 教 育 と 外 国 語 教 育

の 推 進 を は か り ま す 。  

 

（ ３ ） 自 然 や 文 化 を 大 切 に し 郷 土 を 誇 れ る 子 ど も の 育 成  

① 郷 土 を 愛 す る 心 の 育 成  

 子 ど も た ち が 瑞 穂 町 の 伝 統 文 化 や 歴 史 を 理 解 す る と と も

に 、 自 然 環 境 へ の 知 識 を 深 め る た め 、 郷 土 資 料 館 「 け や き

館 」 な ど を 活 用 し 、 郷 土 を 愛 す る 心 を 育 み ま す 。  

 

② 異 文 化 理 解 を 通 し た 日 本 の よ さ の 発 見  

 子 ど も た ち が 、 自 分 の 住 む 地 域 や 日 本 の 伝 統 文 化 に 対 す

る 学 習 や 他 国 と の 文 化 交 流 な ど を 通 じ て 、 地 域 や 日 本 の よ

さ を 知 る と と も に 他 国 の よ さ に 気 づ き 、 そ の す ば ら し さ を

実 感 す る た め の 教 育 活 動 を 推 進 し ま す 。  

 

（ ４ ） 地 域 社 会 の 一 員 と し て の 役 割 を 担 う 子 ど も の 育 成  

① 社 会 の 一 員 と し て の 役 割 や 自 覚 の 育 成  

 日 々 の 学 習 活 動 や 学 級 活 動 、 児 童 会 や 生 徒 会 活 動 な ど の

自 治 活 動 を 通 し て 、 社 会 の 一 員 と し て の 自 覚 や 意 識 を 高 め

ま す 。  

 

② い じ め 撲 滅 へ の 取 組 強 化  

 い じ め は 、 子 ど も た ち の 健 全 な 成 長 お よ び 人 格 の 形 成 に

重 大 な 影 響 を 与 え る こ と か ら 、 瑞 穂 町 い じ め 防 止 基 本 方 針

に も と づ き 、 い じ め を 許 さ な い 学 校 づ く り 、 道 徳 や 人 権 教

育 等 の 充 実 に つ と め ま す 。  

 

③ 望 ま し い 勤 労 観 ・ 職 業 観 の 育 成  

 発 達 段 階 に 応 じ た キ ャ リ ア 教 育 を 通 し て 、「 生 き 方 」や「 自

己 の 在 り 方 」 に つ い て の 理 解 を 深 め る と と も に 、 職 場 訪 問

や 職 場 体 験 を 通 し て 、 勤 労 の 意 義 や 目 的 に つ い て の 理 解 を

深 め ま す 。 職 場 訪 問 や 職 場 体 験 を 通 し て 、 一 人 一 人 の 社 会

的 ・ 職 業 的 自 立 に 向 け て 、 必 要 な 基 盤 と な る 能 力 や 態 度 を

育 成 し ま す 。  
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④ 公 共 心 を 育 成 す る た め の 体 験 活 動 の 充 実  

 社 会 教 育 と 連 携 し 、 奉 仕 ・ 体 験 活 動 な ど を 積 極 的 に 教 育

活 動 に 取 り 入 れ 、 相 手 を 思 い や る 心 や 公 共 心 の 育 成 を は か

り ま す 。  

 

⑤ 幼 児 教 育 か ら 学 校 教 育 へ の 円 滑 な 移 行  

 小 学 校 へ の 円 滑 な 就 学 が で き る よ う 、 幼 稚 園 や 保 育 園 な

ど と 小 学 校 の 連 携 を 通 じ 、 相 談 事 業 の 充 実 、 家 庭 支 援 へ の

取 組 に つ と め ま す 。  

 

⑥ 学 校 教 育 へ の 保 護 者 ・ 地 域 住 民 の 参 画  

 学 校 に 地 域 の 教 育 力 を 取 り 入 れ る た め に 保 護 者 や 地 域 住

民 が 学 校 教 育 活 動 に 積 極 的 に 参 画 で き る 仕 組 み を 構 築 し 、

子 ど も た ち の 健 全 な 育 成 に つ と め ま す 。  

 

（ ５ ） 信 頼 さ れ る 学 校 教 育 の 推 進  

① 地 域 に 開 か れ た 学 校 教 育 の 推 進  

 家 庭 や 地 域 に 対 し て 学 校 公 開 や 学 校 行 事 へ の 参 加 を 促 進

す る と と も に 、 各 種 教 育 活 動 の 成 果 と 課 題 を 学 校 だ よ り や

ホ ー ム ペ ー ジ 、「 み ず ほ の 教 育 」な ど を 通 し て わ か り や す く

伝 え ま す 。 ま た 、 さ ら に 周 知 方 法 を 随 時 、 研 究 し て い き ま

す 。  

 

② 学 校 の 教 育 力 の 向 上  

 子 ど も た ち の 人 格 の 形 成 を は か る と と も に 、 豊 か な 心 を

育 み 、 確 か な 学 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 学 ぶ 姿 勢 を 育 成 す

る た め 、校 内 研 究 や 各 種 研 修 会 へ の 積 極 的 な 参 加 を 奨 励 し 、

教 員 の 資 質 ・ 能 力 の 向 上 を は か り ま す 。 さ ら に 、 教 育 活 動

の 成 果 の 点 検 、 改 善 に 向 け た 学 校 評 価 の 実 施 を 通 し て 、 学

校 経 営 や 授 業 の 改 善 を は か り 、 保 護 者 や 地 域 の 信 頼 に 応 え

る 学 校 教 育 を 実 施 し ま す 。  

 

③ 家 庭 の 教 育 力 の 向 上  

 子どもたちが基本的な生活習慣を身につけ、豊かな人間性

や学力を習得するために、学校と関係機関やＰＴＡ連絡協議

会との連携や協力を通して、子どもたちの生活の基盤である

家庭教育の充実に向けた支援や啓発活動を推進します。  
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（ ６ ） 快 適 か つ 安 全 な 教 育 環 境 の 整 備  

① 学 校 施 設 の 整 備  

 計 画 的 か つ 適 正 な 学 校 施 設 の 維 持 管 理 に つ と め 、 快 適 で

安 全 な 教 育 環 境 の 整 備 を 行 い ま す 。 ま た 、 安 全 で よ り 冷 た

く お い し い 水 道 水 を 提 供 す る た め に 、 水 飲 栓 の 直 結 給 水 化

を す す め て い き ま す 。  

 

② 環 境 に 配 慮 し た 学 校 づ く り  

 校 庭 の 芝 生 化 を す す め る た め 、 学 校 と 地 域 と の 協 働 に よ

る 管 理 手 法 を さ ら に 研 究 し な が ら 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活

性 化 に も つ な げ ま す 。 ま た 、 高 効 率 の 空 調 シ ス テ ム へ の 切

り 替 え や 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 導 入 の 検 討 な ど 、 環 境 に 配 慮

し た 学 校 づ く り を 推 進 し ま す 。  

 

③ 通 学 の 安 全 性 の 確 保  

 子 ど も た ち が 安 全 に 通 学 で き る よ う 、 通 学 路 の カ ラ ー 舗

装 や 防 犯 カ メ ラ を 設 置 し ま し た 。 引 き 続 き 、 学 校 、 家 庭 、

地 域 が 一 体 と な っ て 、 登 下 校 時 の 安 全 性 の 向 上 を は か り ま

す 。ま た 、セ ー フ テ ィ 教 室 や 安 全 指 導 な ど の 充 実 を は か り 、

危 険 を 予 測 し 回 避 す る 能 力 の 向 上 に つ と め ま す 。  

 

④ Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 教 育 の 推 進  

 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を 活 用 し 、 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 活 動 の 充 実 を は

か り ま す 。  

 

⑤ 特 別 支 援 学 級 ・ 通 級 指 導 学 級 の 充 実 と 特 別 支 援 教 室 の 推 進  

 特 別 支 援 学 級 ・ 通 級 指 導 学 級 の 指 導 内 容 の 改 善 ・ 充 実 や

一 人 ひ と り の ニ ー ズ に 応 じ た 指 導 ・ 支 援 を 推 進 し ま す 。 ま

た 、 特 別 支 援 教 室 に つ い て は 、 東 京 都 の 施 策 に も と づ き 検

討 し て い き ま す 。  

 

⑥ 学 校 保 健 の 充 実  

 各 小・中 学 校 の 学 校 保 健 委 員 会 の 充 実 を は か る と と も に 、

関 係 機 関 と 連 携 を は か り ま す 。  
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（ ７ ） 就 学 機 会 の 確 保  

① 義 務 教 育 へ の 就 学 援 助  

 国 の 教 育 援 助 制 度 の 動 向 を 見 す え な が ら 、 義 務 教 育 期 間

中 の 就 学 が 経 済 的 に 困 難 な 家 庭 に 対 す る 就 学 援 助 の 充 実 を

は か り ま す 。  

 

② 奨 学 金 の 支 給  

 高 等 学 校 な ど へ の 就 学 が 経 済 的 に 困 難 な 生 徒 に 対 し て 、

入 学 に 必 要 な 費 用 の 一 部 を 高 等 学 校 な ど の 入 学 時 奨 学 金 と

し て 支 給 し ま す 。  

 

（ ８ ） 羽 村 ・ 瑞 穂 地 区 学 校 給 食 組 合 と の 連 携  

① 食 育 の 推 進  

 児 童 ・ 生 徒 の 心 身 の 健 全 な 発 達 と 食 に 関 す る 正 し い 理 解

を 育 む た め 、 学 校 給 食 を 通 じ た 食 育 の 推 進 を は か り ま す 。

ま た 、 子 ど も た ち が 地 元 の 農 業 や 農 産 物 に 関 心 を も つ こ と

が で き る よ う 、 学 校 給 食 に お け る 地 産 地 消 を 推 進 し ま す 。  

 

② 学 校 給 食 の 健 全 な 運 営  

 学 校 給 食 申 込 制 度 の 推 進 と 給 食 費 徴 収 率 の 向 上 を は か り 、

学 校 給 食 の 健 全 な 運 営 を 支 援 し ま す 。  

 

（ ９ ） 幼 児 教 育 の 推 進  

① 保 護 者 負 担 軽 減 と 就 園 奨 励  

 私 立 幼 稚 園 児 保 護 者 負 担 軽 減 補 助 事 業 と 幼 稚 園 就 園 奨 励

費 補 助 事 業 を 継 続 実 施 し 、 園 児 の 就 園 促 進 と 保 護 者 の 負 担

軽 減 を は か り ま す 。  

 

② 幼 稚 園 へ の 支 援  

 幼 稚 園 の 教 育 環 境 の 充 実 を は か る た め 、 町 内 の 私 立 幼 稚

園 に 対 す る 支 援 に つ と め ま す 。  
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２  青 少 年 健 全 育 成  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 青 少 年 を 取 り 巻 く 環 境 は 、 近 年 め ま ぐ る し く 変 化 し 、 多 様 な 生 活

習 慣 に よ る 親 子 の ふ れ あ う 時 間 の 減 少 な ど に よ り 、 青 少 年 一 人 ひ と

り の 社 会 と の か か わ り や 世 代 間 の ふ れ あ い が 希 薄 に な っ て い ま す 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト や ス マ ー ト フ ォ ン の 普 及 に よ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 手 段 が 多 様 化 し 、 便 利 に な っ た 反 面 、 そ の 不 適 切 な 利 用 か ら い じ

め や 不 登 校 に つ な が る 事 例 も 見 ら れ ま す 。 瑞 穂 町 で は 、 青 少 年 を 狙

っ た 不 審 者 に よ る 犯 罪 が 発 生 し て い ま す 。 次 代 を 担 う 青 少 年 が 心 身

と も に 、 人 間 性 豊 か に 成 長 す る た め に は 、 学 校 、 家 庭 、 地 域 が 一 体

と な っ て 青 少 年 健 全 育 成 活 動 に 取 り 組 む こ と が も と め ら れ て い ま す 。 

こ の よ う な 中 、 瑞 穂 町 で は 青 少 年 の 健 全 育 成 に 向 け 、 リ ー ダ ー 宿

泊 研 修 会 な ど を 実 施 し 、 知 性 や 感 性 、 道 徳 性 や 体 力 を 育 み 、 自 然 体

験 や 野 外 活 動 体 験 な ど を 通 じ て 、 チ ャ レ ン ジ す る 精 神 を 学 ぶ こ と が

で き る よ う 社 会 教 育 の 推 進 を は か っ て い ま す 。 今 後 も 青 少 年 の 思 い

や り の 心 や 豊 か な 人 間 性 、 社 会 性 を 育 む と と も に 、 自 ら 考 え 、 行 動

で き る 力 を 培 っ て い く こ と が 重 要 と な り ま す 。 学 校 、 家 庭 、 地 域 と

連 携 し 、 青 少 年 の 社 会 参 画 を よ り 一 層 促 進 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 青 少 年 を 家 庭 や 地 域 全 体 で 育 む 体 制 と し て 、 青 少 年 問 題 協 議 会 、

地 区 青 少 年 協 議 会 、 青 少 年 委 員 会 、 子 ど も 会 連 合 会 な ど を 中 心 と し

て 、 非 行 防 止 パ ト ロ ー ル や 子 ど も 会 合 同 交 流 会 な ど 、 各 地 域 で 青 少

年 の 健 全 育 成 活 動 が 展 開 さ れ て い ま す 。 そ の 一 方 で 、 青 少 年 健 全 育

成 活 動 の 趣 旨 が 地 域 全 体 に 周 知 さ れ に く い と い う 課 題 も あ り ま す 。

活 動 の 意 義 と 重 要 性 を 広 く Ｐ Ｒ し な が ら 、 よ り 多 く の 町 民 や 関 係 機

関 の 理 解 と 協 力 に よ り 、 地 域 内 の つ な が り を 強 め て い く 必 要 が あ り

ま す 。  

 ま た 、 こ ど も フ ェ ス テ ィ バ ル な ど を 通 じ て 、 地 域 や 異 世 代 と の 交

流 、 ス ポ ー ツ や 伝 統 文 化 な ど さ ま ざ ま な テ ー マ の 体 験 の 場 を 提 供 し

て い ま す 。世 代 間 の ふ れ あ い 事 業 を 青 少 年 自 ら が 企 画 お よ び 運 営 し 、

仲 間 と と も に 考 え 、 実 施 し 、 達 成 感 を 喜 び と し て 感 じ ら れ る よ う 、

社 会 活 動 の 中 心 と し て 活 躍 す る こ と が 、 青 少 年 の 健 全 育 成 に 有 効 な

方 法 と し て 重 要 と な っ て き ま す 。 あ わ せ て 、 リ ー ダ ー と し て 育 つ 芽

や 自 覚 を も ち 始 め て い る 青 少 年 を 発 掘 す る と と も に 、 リ ー ダ ー 的 な

人 材 を 育 成 し 、そ の 活 躍 の 場 や 機 会 を 提 供 し て い く こ と も 必 要 で す 。 
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

青少年委員会主催事業への参加者数  534 人  840 人  

放課後子ども教室開催数、参加者数  
299 回  

5,118 人  
300 回  

5,20 0 人  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 青 少 年 健 全 育 成 活 動 の 充 実  

① 青 少 年 の 社 会 参 加 の 促 進  

 こ ど も フ ェ ス テ ィ バ ル 実 行 委 員 会 を は じ め 、 青 少 年 が 活

躍 で き る 多 く の 機 会 を 提 供 す る た め 、 青 少 年 問 題 協 議 会 、

地 区 青 少 年 協 議 会 、青 少 年 委 員 会 な ど の 関 係 機 関 と 連 携 し 、

参 加 し や す く 、 参 加 し た く な る 、 参 加 す べ き 社 会 活 動 プ ロ

グ ラ ム づ く り に つ と め ま す 。  

 

② 地 域 活 動 へ の 支 援 と 連 携 の 強 化  

 地 域 に 根 ざ し た 青 少 年 の 健 全 育 成 活 動 の 展 開 を め ざ し 、

青 少 年 問 題 協 議 会 、 学 校 、 家 庭 、 地 域 お よ び 関 係 機 関 と の

連 携 を 強 化 す る と と も に 、 各 地 域 に お け る 活 動 へ の 支 援 の

充 実 を は か り 、 効 果 的 な 事 業 展 開 を 促 進 し ま す 。  

 

③ 自 主 性 と 協 調 性 の あ る 若 き リ ー ダ ー の 養 成  

 地 域 社 会 に 対 す る 自 主 性 と 協 調 性 を も ち 、 自 ら 考 え 、 仲

間 や 異 世 代 と と も に 行 動 す る こ と が で き る リ ー ダ ー 的 な 人

材 を 、 世 代 や 地 域 ご と に 発 掘 、 育 成 し て い き ま す 。 ま た 、

自 然 体 験 事 業 や ス ポ ー ツ 事 業 な ど を 通 じ て 、 自 ら 学 び 考 え

行 動 す る こ と を 促 し 、 チ ャ レ ン ジ 精 神 の 心 を 育 み ま す 。  

 

④ 青 少 年 関 係 団 体 活 動 へ の 支 援  

 子 ど も 会 連 合 会 を は じ め と す る 青 少 年 活 動 団 体 が 自 主 的

に 企 画 お よ び 運 営 す る 社 会 的 活 動 や 、 他 団 体 と 連 携 し た 交

流 事 業 な ど 、 主 体 的 な 公 益 的 活 動 に 対 し 、 積 極 的 に 支 援 し

て い き ま す 。  
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（ ２ ） 学 校 や 家 庭 、 地 域 と 連 携 し た 青 少 年 の 育 成  

① 子 ど も の 居 場 所 づ く り  

 子 ど も た ち が 安 全 で 安 心 で き る 居 場 所 と し て 、 ま た 、 異

年 齢 交 流 と 地 域 住 民 と の 交 流 の 場 と し て 機 能 す る よ う 、 放

課 後 子 ど も 教 室 や 生 涯 学 習 セ ン タ ー の 充 実 を は か り ま す 。

ま た 、 児 童 館 事 業 や 学 童 保 育 ク ラ ブ 事 業 と 連 携 し た 子 ど も

の 居 場 所 づ く り と 次 世 代 育 成 支 援 に つ と め ま す 。  

 

② 犯 罪 か ら の 保 護  

 青 少 年 に 有 害 な 環 境 の 排 除 に つ と め 、 安 全 な 地 域 社 会 の

形 成 を め ざ し ま す 。 ま た 、 青 少 年 問 題 協 議 会 の 調 整 機 能 を

活 か し て 、 青 少 年 を 見 守 る 地 域 住 民 と 青 少 年 活 動 団 体 と の

連 携 を 強 化 し 、 問 題 行 動 の 未 然 防 止 を は か る と と も に 、 青

少 年 を 犯 罪 か ら 守 る さ ま ざ ま な 取 り 組 み を 実 施 し ま す 。  

 

③ 家 庭 の 教 育 力 の 向 上 （ 再 掲 ： 学 校 教 育 ）  

 子どもたちが基本的な生活習慣を身につけ、豊かな人間性

や学力を習得するために、学校と関係機関やＰＴＡ連絡協議

会との連携や協力を通して、子どもたちの生活の基盤である

家庭教育の充実に向けた支援や啓発活動を推進します。  
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第 ２ 節  一 人 ひ と り が 生 涯 輝 け る ま ち  

 

１  生 涯 学 習  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 男 女 年 齢 を 問 わ ず 、 生 涯 学 習 に 取 り 組 む さ ま ざ ま な グ ル ー プ 、 団

体 が 形 成 さ れ 、 生 涯 学 習 推 進 団 体 の 登 録 も 増 加 し 、 主 体 的 か つ 継 続

的 な 学 習 活 動 を 展 開 し て い ま す 。 教 育 委 員 会 で は 、 生 涯 学 習 に 関 す

る 各 種 講 座 の 実 施 、 生 涯 学 習 ま ち づ く り 出 前 講 座 の 開 設 な ど 、 町 民

の 学 習 活 動 を さ ら に 支 援 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 生 涯 学 習 推 進

団 体 の 自 立 に 向 け た 支 援 や 、総 合 人 材 リ ス ト の 整 備 を す る と と も に 、

よ り 多 く の 町 民 が 多 様 な 知 識 と 情 報 を 把 握 し な が ら 、 生 涯 学 習 推 進

団 体 や 文 化 連 盟 な ど 各 種 団 体 と の 共 催 で 、 住 民 提 案 型 協 働 事 業 を 実

施 し て い ま す 。 町 民 同 士 の 情 報 の 交 換 や 、 と も に 学 ぶ 機 会 を 引 き 続

き 提 供 し 、 世 代 間 や 地 域 間 の 交 流 も 促 進 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 「 教 育 基 本 法 」 で は 、 生 涯 学 習 の 基 本 理 念 が 「 国 民 一 人 一 人 が 、

自 己 の 人 格 を 磨 き 、 豊 か な 人 生 を 送 る こ と が で き る よ う 、 そ の 生 涯

に わ た っ て 、 あ ら ゆ る 機 会 に 、 あ ら ゆ る 場 所 に お い て 学 習 す る こ と

が で き 、 そ の 成 果 を 適 切 に 生 か す こ と の で き る 社 会 の 実 現 が は か ら

れ な け れ ば な ら な い 」 と 規 定 さ れ て い ま す 。 こ の よ う な 中 、 生 涯 学

習 社 会 形 成 の 必 要 性 や 重 要 性 が ま す ま す 高 く な り 、 ほ か の 分 野 と の

ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 を 積 極 的 に す す め 、 あ わ せ て 地 域 社 会 の 活 性 化 を

は か る こ と が も と め ら れ ま す 。 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 だ れ も が 、

い つ で も 、 ど こ で も 気 軽 に 学 習 で き る 環 境 の 整 備 と そ の 成 果 を 活 か

す こ と の で き る 仕 組 み づ く り が 必 要 で す 。  

 学 習 環 境 の ひ と つ に 図 書 館 が あ り ま す 。 祝 日 開 館 、 木 曜 日 の 夜 間

開 館 、 西 多 摩 地 域 の 図 書 館 広 域 利 用 、 武 蔵 村 山 市 と の 相 互 利 用 な ど

の 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 を は か る と と も に 、 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア な ど

に よ る 読 み 聞 か せ や 、 職 員 に よ る 乳 幼 児 へ の 読 み 聞 か せ を 行 い 、 子

ど も た ち が 本 に 親 し む き っ か け づ く り を す す め る こ と が 重 要 で す 。

ま た 、 限 ら れ た ス ペ ー ス の 有 効 活 用 を は か る た め 、 さ ら な る 施 設 改

修 の 検 討 を す る 必 要 が あ り ま す 。  

 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 に 郷 土 資 料 館 「 け や き 館 」 が 開 館 し ま し た 。 新

た な 生 涯 学 習 の 場 と し て 、 地 域 の 歴 史 や 自 然 、 文 化 な ど を テ ー マ と

し た 企 画 展 や 事 業 を 実 施 し 、 学 習 機 会 を 提 供 し て い く こ と で 、 ふ る

さ と の 良 さ を 多 く の 人 に 伝 え 、 町 民 が 郷 土 を 愛 す る 心 を 育 む よ う に

啓 発 し て い く こ と が 重 要 で す 。   
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

出前講座事業開催数、参加者数  0 回 0 人  5 回 125 人  

図書館（図書室）利用者数  32, 000 人  40,0 0 0 人  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 生 涯 学 習 の 推 進  

① 生 涯 学 習 推 進 計 画 の 推 進  

 生 涯 学 習 推 進 計 画 に 示 し た 個 別 施 策 の 推 進 を は か り ま す 。 

 

② 生 涯 学 習 の 新 た な 推 進 体 制 づ く り  

 ま ち づ く り に お い て 、 生 涯 学 習 は 不 可 欠 で あ り 、 各 団 体

の 自 主 性 お よ び 発 意 を 尊 重 し 、 協 働 型 事 業 の 推 進 を は か り

ま す 。 ま た 、 生 涯 学 習 推 進 団 体 の 自 立 を 促 し ま す 。  

 

③ 多 様 な 生 涯 学 習 活 動 へ の 支 援  

 幅 広 い 年 齢 層 の 多 く の 町 民 や 団 体 が 生 涯 に わ た っ て 学 習

で き る よ う 、 多 様 化 す る 町 民 ニ ー ズ に 対 応 し た 各 種 講 座 や

教 室 を 、 町 民 と の 協 働 に よ っ て 実 施 し て い き ま す 。 ま た 、

わ か り や す い 生 涯 学 習 情 報 を 提 供 す る た め 、 情 報 の 一 元 化

を は か る と と も に 、 出 前 講 座 制 度 の 活 用 を 促 進 し ま す 。  

 

④ だ れ も が 学 び や す い 生 涯 学 習 環 境 の 整 備  

 だ れ も が 、い つ で も 、ど こ で も 学 習 で き る こ と を 基 本 に 、

活 動 の 場 お よ び 設 備 の 充 実 を は か り ま す 。 ま た 、 総 合 人 材

リ ス ト 登 録 者 の 活 用 お よ び 拡 充 に つ と め ま す 。  

 

（ ２ ） 図 書 館 活 動 の 充 実  

① 第 二 次 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 の 推 進  

 こ れ ま で に 推 進 し て き た 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 の 評 価

を ふ ま え 策 定 さ れ た 「 第 二 次 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 」 を

着 実 に 実 施 す る た め に 、 町 民 へ の 周 知 ・ 啓 発 を は か り 、 そ

の 進 ち ょ く 状 況 を 的 確 に と ら え 、 読 書 活 動 を 推 進 し ま す 。  

 

  



 

42 

 

② 図 書 館 資 料 の 充 実  

 図 書 館 利 用 者 の ニ ー ズ を 把 握 し 、 必 要 と さ れ る 図 書 を 選

択 し ま す 。 ま た 、 多 様 な 資 料 要 求 に 応 え る た め 、 地 域 資 料

を デ ジ タ ル 化 す る な ど 、 各 年 齢 層 の 図 書 館 資 料 の 充 実 を は

か り ま す 。  

 

③ 貸 し 出 し 体 制 の 充 実  

 都 立 図 書 館 と の 協 力 体 制 と 西 多 摩 地 域 広 域 連 携 体 制 を 強

化 す る と と も に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 貸 し 出 し 予 約 シ ス

テ ム の 充 実 を は か り 、 図 書 館 の 祝 日 開 館 や 木 曜 日 の 夜 間 開

館 を 広 く Ｐ Ｒ し 、 利 用 者 が よ り 利 用 し や す い 貸 し 出 し 体 制

の 構 築 に つ と め ま す 。  

 

④ 図 書 館 施 設 の 充 実  

 限 ら れ た ス ペ ー ス を 最 大 限 に 活 用 し 、 資 料 配 置 の 工 夫 を

は か る と と も に 、 既 存 施 設 の 改 修 を 検 討 し ま す 。  

図 書 館 協 議 会 と 連 携 し 、 よ り 効 率 的 、 効 果 的 な 施 設 運 営

に 向 け た 開 館 時 間 の 検 討 や 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 の 検 討 な

ど を 行 い ま す 。 ま た 、 箱 根 ケ 崎 駅 西 地 区 へ 図 書 館 機 能 を 備

え た 施 設 整 備 を 検 討 し ま す 。  

 

⑤ 読 書 活 動 の 推 進  

 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る「 お は な し の 会 」や 読 書 講 演 会 な ど 、

読 書 活 動 の 機 会 の 拡 充 と 楽 し さ を 伝 え る き っ か け づ く り を

行 う と と も に 、 町 内 各 小 中 学 校 と も 連 携 し な が ら 、 読 書 環

境 な ど に 関 す る 内 容 の 充 実 に つ と め ま す 。 ま た 、 読 書 活 動

の 推 進 と し て 読 書 手 帳 の 活 用 な ど 新 た な 施 策 を 展 開 し て い

き ま す 。  

 

 

  



 

43 

 

２  ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 は 、 体 力 の 増 強 、 健 康 の 保 持 、

増 進 に 加 え 、 精 神 的 ス ト レ ス の 発 散 、 生 活 習 慣 病 の 予 防 な ど 、 心 身

の 両 面 に わ た り 、 よ い 効 果 を 与 え て く れ る も の で す 。 ま た 、 人 と 人

と の 交 流 お よ び 地 域 と 地 域 と の 交 流 を 促 進 し 、 地 域 の 一 体 感 や 活 力

を 醸 成 す る も の で あ り 、 人 間 関 係 の 希 薄 化 な ど の 問 題 を 抱 え る 地 域

社 会 の 再 生 に 役 立 つ も の で す 。  

 平 成 ２ ５ 年 度 に 開 催 し た 東 京 国 体 、 平 成 ３ ２ 年 度 に 開 催 さ れ る 東

京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 な ど 、 ス ポ ー ツ に 対 し て

関 心 が 高 ま っ て い ま す 。  

 既 存 施 設 で あ る 、 中 央 体 育 館 と 武 道 館 に つ い て は 、 耐 震 改 修 促 進

計 画 に も と づ き 耐 震 診 断 を 行 い ま し た 。 安 全 で 快 適 に 利 用 で き る よ

う 改 修 す る と と も に 、 適 切 な 維 持 管 理 を し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 瑞 穂 町 で は 、 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 と 協 力 し な が ら ス ポ ー ツ ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン 事 業 を す す め る と と も に 、 町 民 体 育 祭 、 総 合 体 育 大 会 、

駅 伝 競 走 大 会 な ど の ス ポ ー ツ 事 業 を 、 瑞 穂 町 体 育 協 会 と の 協 働 に よ

っ て 展 開 し て い ま す 。 ま た 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 運 営 を 支

援 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 町 民 が 、 自 ら ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 心 を も ち 、 町 民 ニ

ー ズ に 応 じ た 安 全 か つ 公 正 な 環 境 の 下 で 、 日 常 的 に ス ポ ー ツ に 親 し

み 、 ス ポ ー ツ を 楽 し み ま た は ス ポ ー ツ を さ さ え る 活 動 に 参 画 す る こ

と の で き る 機 会 が 確 保 さ れ る こ と が 必 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

成人の週１回以上のスポーツ実施率  
21％  

（平成 20 年調査） 
5 0％  
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【 施 策 】  

（ １ ） ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 振 興 計 画 の 推 進  

① ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 振 興 計 画 の 推 進  

 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 振 興 計 画 に も と づ き 、 そ の

基 本 理 念 で あ る「 町 民 だ れ も が 生 涯 を 通 じ て 身 近 な 地 域 で 、

い つ で も 、 ど こ で も 、 い つ ま で も 、 そ れ ぞ れ の 年 齢 や 身 体

条 件 、 興 味 、 目 的 に 応 じ た ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ ン を

楽 し む こ と が で き る 健 康 ス ポ ー ツ 社 会 」 の 実 現 に つ と め ま

す 。  

 

（ ２ ） ス ポ ー ツ 活 動 の 振 興  

① ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 事 業 の 充 実  

 だ れ も が 参 加 で き る ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 事 業 を

展 開 す る と と も に 、 そ の 実 施 に 必 要 な 地 域 の ス ポ ー ツ 指 導

者 の 育 成 と 支 援 を 行 い ま す 。  

 

② 健 康 づ く り の 促 進  

 健 康 事 業 と 連 携 し 、 多 く の 町 民 の 健 康 づ く り を 促 進 し 、

事 業 の 展 開 を は か り ま す 。  

 

③ 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ へ の 支 援  

 日 常 的 な ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の 場 と し て 、

す べ て の 町 民 が 参 加 で き る 「 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 」

の 運 営 に 必 要 な 活 動 拠 点 の 提 供 の ほ か 、 自 立 に 向 け た 支 援

を 行 い ま す 。  

 

（ ３ ） ス ポ ー ツ 施 設 の 充 実  

① 既 存 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理  

 町 民 が 安 全 で 快 適 に 利 用 す る た め 、 中 央 体 育 館 や 武 道 館

な ど 、 既 存 の 各 体 育 施 設 に つ い て 適 切 な 運 営 、 維 持 管 理 に

つ と め 、 各 体 育 施 設 の 更 新 、 長 寿 命 化 な ど を ふ ま え 、 計 画

的 な 改 修 に つ と め ま す 。  

 

② ス ポ ー ツ 施 設 の 管 理 運 営  

 使 用 料 の 適 正 化 を は か る と と も に 、 民 間 活 力 お よ び 指 定

管 理 者 制 度 の 導 入 に つ い て 研 究 し 、 よ り 効 率 的 か つ 効 果 的

な 施 設 運 営 に つ と め ま す 。  
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３  文 化 ・ 芸 術  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 文 化 は 、 人 々 の ラ イ フ ス タ イ ル や 考 え 方 に 深 い か か わ り を も ち 、

歴 史 や 伝 統 行 事 か ら 、 音 楽 や 絵 画 な ど の 芸 術 活 動 ま で 広 範 囲 に わ た

り ま す 。 地 域 に 根 ざ す 文 化 の 継 承 や 個 人 の 文 化 活 動 の 発 展 は 、 町 民

の 生 活 に や す ら ぎ と ゆ と り を も た ら す 重 要 な も の で す 。  

 文 化 活 動 の 拠 点 と し て 整 備 さ れ た ス カ イ ホ ー ル は 、 町 民 の 文 化 活

動 や 学 習 成 果 の 発 表 の 場 と し て 、 総 合 文 化 祭 を は じ め 多 く の 文 化 事

業 に 活 用 さ れ て い ま す 。 ま た 、 文 化 ・ 芸 術 に 身 近 に ふ れ る こ と の で

き る 空 間 を 提 供 し て い る 耕 心 館 は 、 開 館 時 間 を 延 長 し 、 芸 術 活 動 の

発 表 、 展 示 や コ ン サ ー ト な ど 多 く の 事 業 を 展 開 す る な ど 、 新 し い 文

化 の 発 信 場 所 と し て 、 多 く の 町 民 に 利 用 さ れ て い ま す 。 今 後 、 さ ら

な る 文 化 ・ 芸 術 の 振 興 を は か る た め に は 、 文 化 団 体 が 自 主 的 に 運 営

し 、 自 発 的 な 活 動 を 展 開 し て い く こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 瑞 穂 町 の 歴 史 を 次 世 代 や 後 世 に 伝 え る 機 能 を さ ら に 強 化 す る た め

の 施 設 と し て 整 備 さ れ た 郷 土 資 料 館 「 け や き 館 」 は 、 町 の 貴 重 な 自

然 や 文 化 財 を 保 存 、 展 示 し て い ま す 。 今 後 、 伝 統 芸 能 の 後 継 者 の 育

成 や 伝 統 文 化 活 動 資 料 の 保 存 お よ び 継 承 に 向 け 、 文 化 財 保 護 活 動 の

普 及 を は か り な が ら 、 町 民 が 郷 土 を 愛 す る 心 を 育 む よ う に 啓 発 し て

い く こ と が 必 要 で す 。 ま た 、 歴 史 や 自 然 、 文 化 な ど を 町 民 と と も に

探 究 し 、 ふ る さ と の 良 さ を 多 く の 人 に 伝 え て い く こ と が 重 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

耕心館主催事業・企画展来場者数  34, 200 人  40,0 0 0 人  

郷土資料館来館者数  12, 837 人  20,0 0 0 人  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 文 化 ・ 芸 術 の 振 興  

① 文 化 ・ 芸 術 活 動 へ の 支 援  

 町 民 の 自 主 的 な 文 化 活 動 へ の 支 援 、 文 化 団 体 の 育 成 お よ

び 自 立 支 援 を 行 う と と も に 、 団 体 間 の 交 流 を 促 進 し ま す 。

ま た 、 ス カ イ ホ ー ル を 拠 点 と し て 、 音 楽 や 演 劇 な ど 優 れ た

文 化 ・ 芸 術 に ふ れ る 機 会 を 提 供 す る と と も に 、 町 民 の 文 化

活 動 や 学 習 成 果 を 発 表 す る 場 を 創 出 し 、 文 化 振 興 を は か り

ま す 。  

 



 

46 

 

② 耕 心 館 事 業 の 充 実  

 施 設 の も つ 、 く つ ろ ぎ と や す ら ぎ を 与 え て く れ る 雰 囲 気

を 活 か し 、 独 特 な 落 ち 着 き の あ る 空 間 で さ ま ざ ま な ジ ャ ン

ル の コ ン サ ー ト や 展 示 会 な ど を 開 催 し ま す 。  

 

③ 文 化 財 の 保 護  

 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で の 多 く の 町 民 が 、 郷 土 史 の 理 解 と

文 化 財 保 護 の 意 識 を 高 め 、 郷 土 に 対 す る 愛 着 を も つ こ と が

で き る よ う 、 文 化 財 の 記 録 と 保 存 に つ と め る と と も に 、 そ

の 展 示 や 講 座 の 充 実 を は か り ま す 。  

 ま た 、 伝 統 芸 能 の 保 存 や 後 継 者 の 育 成 に つ と め る と と も

に 、 ふ る さ と づ く り 推 進 事 業 を す す め て い き ま す 。  

 

（ ２ ） 文 化 拠 点 の 管 理 運 営  

① ス カ イ ホ ー ル の 維 持 管 理  

 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 を は か る と と も に 、 ス カ イ ホ ー ル

の 適 切 な 維 持 管 理 に つ と め ま す 。 ま た 、 指 定 管 理 者 に よ る

ス カ イ ホ ー ル の 運 営 に つ い て 検 討 し ま す 。  

 

② 郷 土 資 料 館 「 け や き 館 」 の 充 実  

 瑞 穂 町 の 貴 重 な 自 然 や 文 化 財 を 保 存 お よ び 記 録 し 、 後 世

に 伝 え る と と も に 郷 土 を 大 切 に 思 う 心 を 育 成 す る た め 、 展

示 や 講 演 会 な ど 各 種 事 業 を 推 進 し ま す 。 隣 接 す る 耕 心 館 と

連 携 し 、 相 乗 効 果 を は か る と と も に 、 さ ら な る 文 化 振 興 に

つ と め ま す 。 ま た 、 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 の 拠 点 施

設 と し て 、 町 の 魅 力 を 内 外 に 広 く 周 知 す る と と も に 、 施 設

の 管 理 運 営 を 効 率 的 か つ 効 果 的 に 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 
 

 

魅力ある温かいみずほ 
 

 

 

 

 

■  第１節  ■  

活力とにぎわいのあるまち 

 

■  第２節  ■  

人がつながる温かいまち 
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第 ３ 章  魅 力 あ る 温 か い み ず ほ  

 

第 １ 節  活 力 と に ぎ わ い の あ る ま ち  

 

１  農 業  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 で は 、 野 菜 、 茶 、 花 卉 園 芸 、 畜 産 な ど の さ ま ざ ま な 農 業 が

行 わ れ て い ま す 。  

 農畜産物直売所「ふれっしゅはうす」は、生産者と消費者が互いに

顔をあわせることのできる身近な直売所として、毎日多くの新鮮な農

畜産物を供給しています。町の市街化調整区域９３６ヘクタールのう

ち１８７ヘクタールが農用地で、優良な農地が広がり、農家戸数も 多

摩地域では多い状況にあります。しかし一方で、耕作放棄地や遊休農

地の増加、後継者不足の問題があります。  

 瑞 穂 町 で は こ れ ま で 、「 や す ら ぎ と 潤 い の あ る 、美 し い 瑞 穂 の 環 境

づ く り 」 を め ざ し て 、 安 全 で 美 味 し く 、 新 鮮 な 農 作 物 の 供 給 に つ と

め て き ま し た 。 今 後 も 、 積 極 的 に 新 規 就 農 者 を 受 け 入 れ る な ど 、 農

業 の 担 い 手 を 育 成 し 、 地 域 ぐ る み で 農 業 を 変 革 す る 意 識 の 醸 成 と 、

そ の よ う な 取 り 組 み を 支 援 し て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 国 の 動

向 を 注 視 し 、 都 市 農 業 の 振 興 に 関 す る 施 策 を 研 究 し て い く こ と も 必

要 で す 。  

 耕 作 放 棄 の 問 題 は 、 ご み の 不 法 投 棄 や 犯 罪 を 誘 発 す る よ う な 環 境

の 悪 化 も 懸 念 さ れ 、景 観 や 風 致 の 上 で の 問 題 も あ わ せ も っ て い ま す 。

町 民 農 園 は 毎 回 、 区 画 数 以 上 の 利 用 希 望 者 が い る 状 況 に あ る こ と な

ど 、 農 業 へ の 関 心 が 年 々 高 ま っ て い ま す 。 農 業 の 新 た な 担 い 手 を 確

保 す る と と も に 、 耕 作 放 棄 地 や 遊 休 農 地 な ど の 解 消 に つ と め る 必 要

が あ り ま す 。  

 狭 山 茶 、 シ ク ラ メ ン に 代 表 さ れ る 瑞 穂 町 の 特 産 品 に つ い て は 、 み

ず ほ ブ ラ ン ド に 認 定 し 支 援 し て い ま す 。 ま た 、 新 た に 瑞 穂 町 ら し さ

と 付 加 価 値 の あ る 特 産 品 を 創 り 出 し 、 農 業 関 係 者 と 協 力 し 、 市 場 を

開 拓 し て い く こ と も 必 要 で す 。  

 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 の 拠 点 の ひ と つ で あ る 、 狭 山 池 上 流

部 の 整 備 に つ い て は 、 関 係 機 関 と 調 整 し な が ら す す め る 必 要 が あ り

ま す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

個人経営の町民向け農園数  0 園  3 園  
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【 施 策 】  

（ １ ） 計 画 的 か つ 総 合 的 な 農 業 の 推 進  

① 農 業 基 本 構 想 お よ び 農 業 振 興 計 画 の 推 進  

 農 業 基 本 構 想 に も と づ き 、「 安 心 で 美 味 し く 、新 鮮 な 農 作

物 を 供 給 す る 瑞 穂 町 の 農 業 」 を め ざ し て 、 総 合 的 な 推 進 を

は か り ま す 。 ま た 、 農 業 振 興 計 画 に も と づ く 施 策 を 計 画 的

に す す め ま す 。  

 

（ ２ ） 農 業 経 営 の 育 成 と 支 援  

① 地 域 特 産 品 の 開 発  

 「 み ず ほ ブ ラ ン ド 」 や 地 域 商 標 な ど の 普 及 お よ び 促 進 を

は か る と と も に 、 新 た な 特 産 品 を 生 産 者 と と も に 開 発 し ま

す 。  

 

② 近 代 化 農 業 経 営 の 支 援  

 安 定 し た 農 業 経 営 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 、 国 や 東

京 都 の 新 た な 補 助 制 度 の 周 知 お よ び 活 用 促 進 を は か る と と

も に 、現 在 の 農 業 経 営 ニ ー ズ に あ っ た 支 援 策 を 検 討 し ま す 。

ま た 、 簿 記 記 帳 講 習 会 の 実 施 や 家 族 経 営 協 定 の 導 入 な ど 、

近 代 化 農 業 経 営 に 向 け た 支 援 を 行 い ま す 。  

 

③ 生 産 者 組 織 の 自 立 支 援  

 毎 日 新 鮮 な 地 域 産 物 を 提 供 し て い る 農 畜 産 物 直 売 所 は 、

生 産 者 組 織 で 運 営 さ れ 、 消 費 者 と つ な が り を も つ こ と が で

き る 地 産 地 消 の 場 と し て 機 能 し て い ま す 。 消 費 者 ニ ー ズ に

あ っ た 農 畜 産 物 の 加 工 な ど 、 付 加 価 値 を 高 め る よ う な 取 組

や 販 路 の 確 保 へ の 支 援 を 行 う と と も に 、 新 た な 生 産 者 組 織

の 育 成 や 組 織 間 の 連 携 を 促 進 し ま す 。  

 

④ 商 工 業 、 観 光 な ど と の 連 携  

 商 工 業 や 観 光 な ど 他 分 野 の 施 策 と 連 携 し 、 新 た な マ ー ケ

ッ ト の 開 拓 を す す め る と と も に 、 そ の 中 心 と な る 組 織 の 育

成 と 支 援 に つ と め ま す 。  
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（ ３ ） 農 地 の 保 全 と 担 い 手 の 確 保  

① 農 地 の 保 全  

 優 良 農 地 が 存 在 す る 農 業 振 興 地 域 の 保 全 と 、 耕 作 放 棄 地

や 遊 休 農 地 の 解 消 に つ と め る と と も に 、「 農 業 経 営 基 盤 強 化

促 進 法 」 に も と づ く 土 地 利 用 権 設 定 件 数 の 増 加 を は か り ま

す 。 ま た 、 有 機 農 業 の 普 及 や 堆 肥 の 有 効 利 用 な ど 、 環 境 保

全 型 農 業 の 推 進 に つ と め ま す 。  

 

② 担 い 手 の 確 保  

 農 業 従 事 者 の 高 齢 化 に 伴 う 後 継 者 不 足 の 一 方 で 、 意 欲 の

あ る 若 い 世 代 の 新 規 就 農 者 も 現 れ て い ま す 。 認 定 農 業 者 制

度 の 普 及 や 、 新 規 就 農 者 、 定 年 帰 農 者 へ の 支 援 な ど 、 就 農

促 進 策 の 充 実 を は か り 、 農 業 の 担 い 手 の 育 成 と 確 保 に つ と

め ま す 。  

 

（ ４ ） ふ れ あ い 農 業 の 推 進  

① ふ れ あ い 農 業 の 推 進  

 多 く の 町 民 が 耕 作 を 希 望 し て い る 町 民 農 園 や 体 験 農 園 の

充 実 に つ と め る と と も に 、 観 光 面 と 連 携 し た 新 た な 農 園 の

あ り 方 を 検 討 し ま す 。 ま た 、 個 人 経 営 農 園 も 町 民 向 け 農 園

を 開 設 で き る た め 、 そ の 制 度 普 及 に つ と め ま す 。  

 

（ ５ ） 狭 山 池 上 流 部 の 整 備  

① 狭 山 池 上 流 部 の 整 備  

 水・緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 の 拠 点 整 備 の ひ と つ と し て 、

地 権 者 や 東 京 都 な ど の 関 係 機 関 と 調 整 を は か り 、 遊 休 農 地

の 活 用 を 検 討 し 取 り 組 ん で い き ま す 。  
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２  商 工 業  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 青梅街道沿いの商店周辺は、 駐車場や歩道の整備が十分ではなく、

買物客が町内の商店を利用する利便性が整っていません。また、大型

店の進出やインターネットの普及による購買動向の変化により、個々

の商店の努力だけでは改善することが非常に厳しくなっています。  

 こ の よ う な 中 、 プ レ ミ ア ム 商 品 券 の 発 行 を は じ め 、 各 種 の 緊 急 経

済 対 策 を 行 っ て き ま し た 。 今 後 は 、 消 費 者 と 店 主 が 直 接 ふ れ あ う こ

と の で き る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 核 と な る 、 魅 力 あ る 商 店 づ く り が 必

要 と な っ て き ま す 。 ま た 、 安 全 に 買 物 が で き る こ と や 箱 根 ケ 崎 駅 周

辺 な ど 商 店 の 集 積 を は か る こ と も 必 要 と な り ま す 。  

 さ ら に 、 商 店 の 経 営 基 盤 強 化 の た め 、 経 営 支 援 や 後 継 者 育 成 、 観

光 や 農 業 と 連 携 し 、 特 産 ブ ラ ン ド 品 の 販 売 を 組 み 合 わ せ て 、 商 業 振

興 を は か る こ と が 重 要 で す 。  

 瑞 穂 町 は 、 年 間 工 業 出 荷 額 が 多 摩 地 域 で も 高 い 位 置 に あ る 有 数 の

工 業 技 術 力 を 有 し て い ま す 。 東 京 都 で は 多 摩 地 域 の 強 み を 活 か し た

産 業 振 興 を め ざ す 多 摩 シ リ コ ン バ レ ー 構 想 の 取 り 組 み を さ ら に 加 速

さ せ 、 国 全 体 の 経 済 活 性 化 に 貢 献 す る こ と を め ざ し て い ま す 。 瑞 穂

町 の 事 業 所 数 が 減 少 し て い る な か 、 既 存 事 業 所 に 対 し て 町 の 特 性 に

合 う 効 果 的 な 工 業 振 興 を は か る 必 要 が あ り ま す 。 個 々 の 企 業 再 生 で

は な く 、 地 域 全 体 で の 収 益 を 高 め る 取 り 組 み が 重 要 で す 。 青 梅 線 沿

線 地 域 産 業 ク ラ ス タ ー 協 議 会 な ど の ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し 、 製 造 業

集 積 を 活 か し た 都 市 型 工 業 の 核 的 ゾ ー ン の 形 成 を は か り 、 工 業 振 興

拠 点 を 確 立 す る こ と が も と め ら れ ま す 。 さ ら に 、 同 業 種 ・ 異 業 種 間

の 共 同 受 注 の 仕 組 み を 展 開 し て メ リ ッ ト を 明 確 に し 、 Ｐ Ｒ し て い く

こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 今 後 の 産 業 振 興 、 雇 用 創 出 、 地 域 活 性 化 を は か る た め 、 圏 央 道 や

国 道 １ ６ 号 、 新 青 梅 街 道 な ど の 幹 線 道 路 網 が 充 実 し て い る 瑞 穂 町 で

事 業 展 開 す る メ リ ッ ト を 的 確 に 発 信 し 、 企 業 誘 致 奨 励 制 度 を 導 入 す

る な ど 新 た な 優 良 企 業 の 誘 致 を す す め て い ま す 。 立 地 条 件 が よ い と

い う 地 域 特 性 を 有 し て い ま す が 、 企 業 が 進 出 で き る 土 地 の 情 報 を 多

く 集 め る 必 要 が あ り ま す 。  

 社 会 経 済 情 勢 に 左 右 さ れ る 雇用情勢は、改善の兆しが見えるものの、

依然として中小企業にとっては厳しい状況であり、瑞穂町単独で対応

することが難しい問題です。関係機関と連携し、商工業振興策とあわ

せ、一体的に勤労者対策をすすめていく必要があります。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

企業誘致奨励制度による企業立地数  2 件  9 件  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 商 業 の 振 興  

① 地 域 に 密 着 し た 商 店 街 の 創 出  

 商 工 会 な ど の 関 係 機 関 と 連 携 し 、 だ れ も が 買 物 を し や す

い 地 域 密 着 型 の 商 店 街 づ く り を 支 援 し ま す 。  

 

② 商 店 の 経 営 基 盤 の 強 化  

 価 格 競 争 に 負 け な い 付 加 価 値 の あ る 商 店 づ く り の た め 、

商 工 会 と 連 携 し 、 各 商 店 の 経 営 状 況 を 把 握 し な が ら 融 資 制

度 の 利 用 促 進 を は か る と と も に 、 消 費 者 の 購 買 意 欲 を 高 め

る 魅 力 あ る 商 店 会 組 織 や 個 店 づ く り が で き る よ う 支 援 し て

い き ま す 。  

 

③ 農 業 、 観 光 な ど と の 連 携  

 農 業 や 観 光 な ど 他 分 野 の 施 策 と 連 携 し 、 新 た な マ ー ケ ッ

ト の 開 拓 を す す め る と と も に 、 そ の 中 心 と な る 組 織 の 育 成

と 支 援 に つ と め ま す 。  

 

（ ２ ） 工 業 の 振 興  

① 企 業 経 営 の 安 定  

 経 営 基 盤 が 不 安 定 な 中 小 企 業 に 対 し 、 融 資 制 度 の 充 実 と

利 用 促 進 を は か り ま す 。 商 工 会 な ど の 関 係 機 関 と 連 携 し 、

専 門 的 な 経 営 指 導 や 専 門 技 術 の 助 言 な ど 、 企 業 経 営 の 安 定

に 向 け た 支 援 を 行 い ま す 。  

 

② 異 業 種 間 連 携 の 促 進  

 先 進 技 術 の 応 用 や 新 た な 技 術 開 発 、 新 ビ ジ ネ ス の 創 出 な

ど を 導 く 、 異 業 種 や 多 分 野 間 の 連 携 を 促 進 し ま す 。  
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③ 広 域 的 産 業 集 積 の 推 進  

 首 都 圏 西 部 地 域 産 業 活 性 化 協 議 会 や 青 梅 線 沿 線 地 域 産 業

ク ラ ス タ ー 協 議 会 と 連 携 し な が ら 、 産 業 集 積 に 向 け た 取 組

を 推 進 し ま す 。  

 

（ ３ ） 企 業 誘 致 の 推 進  

① 優 良 企 業 の 誘 致  

 雇 用 の 確 保 と 経 済 波 及 効 果 を 目 的 と し た 企 業 誘 致 奨 励 制

度 を 推 進 す る と と も に 、「 産 業 立 地 ナ ビ Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 」な ど を

活 用 し て 瑞 穂 町 の 魅 力 を 効 果 的 に 発 信 し 、 優 良 企 業 の 立 地

を 促 進 し ま す 。  

 

② 基 盤 整 備 と の 連 携  

 自 然 環 境 や 生 活 環 境 に 配 慮 し た 企 業 立 地 と な る よ う 、 土

地 区 画 整 理 事 業 と 連 携 し ま す 。  

 

③ 商 業 施 設 の 適 正 配 置  

 市 場 選 択 の 自 由 を 基 本 と し な が ら も 、 地 域 住 民 の 利 便 性

と 既 存 商 店 と の 調 和 を 確 保 す る た め に 、 適 正 な 配 置 を 促 進

す る と と も に 、 近 隣 住 民 の 生 活 環 境 が 悪 化 し な い よ う 協 力

を も と め ま す 。  

 

（ ４ ） 就 労 環 境 の 向 上  

① 就 労 ・ 雇 用 の 促 進  

 国 や 東 京 都 、Ｎ Ｐ Ｏ な ど と 連 携 し 、教 育 訓 練 や 技 能 習 得 、

資 格 取 得 な ど 就 労 希 望 者 の ス キ ル ア ッ プ に つ な が る 情 報 の

提 供 に つ と め る と と も に 、 優 良 企 業 誘 致 に よ る 雇 用 創 出 の

促 進 を は か り ま す 。  

 

② 労 働 環 境 の 向 上  

 す べ て の 勤 労 者 が 働 き や す く 、 仕 事 と 家 庭 の 両 立 が 可 能

と な る 労 働 環 境 の 形 成 に 向 け て 、 企 業 な ど へ の 啓 発 に つ と

め ま す 。  
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３  観 光 ・ イ ベ ン ト  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 の イ ベ ン ト は 春 の さ く ら ま つ り に 始 ま り 、 残 堀 川 ふ れ あ い

イ ベ ン ト 、 サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 、 秋 の 産 業 ま つ り な ど 、 四 季 折 々

の 風 景 や 自 然 、 地 場 産 業 を 活 か し た 催 し に 加 え 、 町 民 体 育 祭 、 駅 伝

競 走 大 会 、 ウ オ ー キ ン グ イ ベ ン ト な ど の ス ポ ー ツ や 健 康 づ く り 事 業

も 行 わ れ て い ま す 。 ま た 、 住 民 が 主 体 と な っ た イ ベ ン ト も 実 施 さ れ

て い ま す 。  

地 域 資 源 で は 、 都 内 最 大 級 の 生 産 量 を 誇 る シ ク ラ メ ン や 都 内 随 一

の カ タ ク リ の 群 生 地 で あ る さ や ま 花 多 来 里 の 郷 、 狭 山 丘 陵 や 狭 山 池

な ど の 豊 か な 自 然 が あ り 、 町 内 外 か ら の 訪 問 者 が 増 え て い ま す 。  

 今 後 は 、 イ ベ ン ト に 加 え 、 瑞 穂 町 で し か 体 験 で き な い こ と や 町 全

体 で 取 り 組 ん で い る 、 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 を 町 内 外 へ 発 信

し 、 交 流 人 口 を 増 や す こ と で 地 域 の 活 性 化 を は か る こ と が 必 要 で あ

り 、 老 若 男 女 の 関 心 を 集 め る 魅 力 的 な 空 間 を 創 出 す る こ と が 重 要 と

な り ま す 。  

 観 光 協 会 を は じ め 、 町 民 、 団 体 、 企 業 な ど と の 協 働 に よ り 、 魅 力

あ る 観 光 資 源 を 充 実 さ せ る と と も に 、 有 益 で 楽 し い イ ベ ン ト を 創 造

し 、 観 光 振 興 を 地 域 商 業 の 活 性 化 に 発 展 さ せ る こ と も 必 要 で す 。  

 観 光 用 ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し 、 瑞 穂 町 の 素 晴 ら し さ や 新 し い 観 光

情 報 を 町 内 外 に 発 信 す る こ と が 重 要 で す 。 ま た 、 地 域 資 源 、 観 光 資

源 を さ ら に 深 く 掘 り 下 げ 、観 光 案 内 、観 光 パ ン フ レ ッ ト を 充 実 さ せ 、

多 く の 人 が 来 場 、 来 町 し た い と 思 う 観 光 事 業 を 展 開 し て い く こ と が

重 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

イベントへの来場者数  30, 000 人  35,0 0 0 人  

※ 数 値 目 標 の 対 象 イ ベ ン ト は 、さ く ら ま つ り 、残 堀 川 ふ れ あ い イ ベ ン ト 、サ マ

ー フ ェ ス テ ィ バ ル 、 産 業 ま つ り  
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【 施 策 】  

（ １ ） 観 光 の 振 興  

① 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 の 推 進  

 潤 い を 感 じ る 水 辺 や 緑 な ど の 自 然 環 境 、 風 情 を 感 じ る 歴

史 的 環 境 な ど を つ な ぐ 観 光 ル ー ト を 形 成 し 、 個 々 の 施 設 の

観 光 施 設 機 能 と 施 設 間 の 回 遊 性 を 高 め 、 観 光 の 振 興 を は か

り ま す 。  

 

② 観 光 施 設 の 充 実  

 狭 山 丘 陵 や さ や ま 花 多 来 里 の 郷 な ど 、 瑞 穂 町 の 最 大 の 観

光 資 源 で あ る 豊 富 な 自 然 を 活 か し 、 遊 歩 道 な ど の 施 設 の 整

備 や 改 善 に つ と め ま す 。  

 

③ 新 た な 観 光 資 源 の 創 出  

 従 来 の 観 光 資 源 に と ら わ れ ず 、 地 域 資 源 お よ び 観 光 資 源

を 新 た に 創 出 し 、 瑞 穂 町 の 歴 史 や 文 化 の 魅 力 を 再 確 認 す る

と と も に 、 ふ る さ と づ く り 推 進 事 業 を す す め ま す 。  

 

④ 効 果 的 な Ｐ Ｒ 活 動  

 よ り 広 範 囲 に 隅 々 ま で 情 報 が 伝 わ る よ う 、 観 光 ガ イ ド ブ

ッ ク や 観 光 情 報 サ イ ト 、 マ ス コ ミ な ど の メ デ ィ ア を 有 効 に

活 用 し た 情 報 提 供 な ど 、 魅 力 あ る 観 光 情 報 を 発 信 し て い き

ま す 。  

 

（ ２ ） イ ベ ン ト の 充 実  

① 町 民 と の 協 働 に よ る イ ベ ン ト の 開 催  

 多 く の 町 民 に 親 し ま れ る イ ベ ン ト は 、 町 民 の ニ ー ズ に あ

っ た イ ベ ン ト で す 。 町 民 が 企 画 段 階 か ら 参 加 し 、 さ ら に 運

営 す る こ と で 充 実 感 を 得 ら れ る と と も に 、 町 民 参 画 の 輪 が

広 が っ て い き ま す 。 商 工 会 や 観 光 協 会 と 連 携 し な が ら 、 町

民 と の 協 働 に よ る イ ベ ン ト 開 催 を 推 進 し ま す 。  

 

② 新 し い イ ベ ン ト の 創 設  

 地 域 の 特 産 品 や 観 光 資 源 を 活 用 す る な ど 、 瑞 穂 町 を 町 内

外 に ア ピ ー ル で き る イ ベ ン ト の 創 設 に つ と め る と と も に 、

多 分 野 に わ た る イ ベ ン ト の 共 催 や 同 時 開 催 な ど 、 相 乗 効 果

を 生 み 出 す イ ベ ン ト の 連 携 を は か り ま す 。  
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第 ２ 節  人 が つ な が る 温 か い ま ち  

 

１  コ ミ ュ ニ テ ィ  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 少 子 高 齢 化 に よ る 人 口 構 造 の 変 化 や 都 市 化 の 進 展 に よ り 、 ま ち づ

く り の 基 礎 と な る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の あ り 方 が 変 化 し つ つ あ り ま す 。    

瑞 穂 町 に は ４ ０ の 町 内 会 ・ 自 治 会 が あ り 、 加 入 率 は 年 々 下 が る 傾

向 に あ り ま す 。平 成 ２ ７ 年 ４ 月 現 在 で は 加 入 率 が ４ ９ .５ ％ と 近 隣 自

治 体 と 比 べ る と 高 い 数 値 を 示 し て い ま す 。 特 に 町 内 会 ・ 自 治 会 は 、

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 心 で あ り 、 地 域 で 重 要 な 役 割 を 果 た す た め 、

転 入 者 を は じ め 、 未 加 入 世 帯 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 へ の 参 加 を 促 進 す

る こ と が 必 要 で す 。  

 地 域 の 結 束 力 を 強 化 し 、 町 民 が 自 発 的 に 行 う 地 域 づ く り 活 動 へ の

支 援 が こ れ ま で 以 上 に 必 要 と な っ て き ま す 。 町 民 、 地 域 、 各 種 団 体

が そ れ ぞ れ の 適 性 を 活 か し た 社 会 活 動 に 取 り 組 み 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ

ィ が 住 民 自 治 の 主 役 と な る こ と が の ぞ ま れ ま す 。 瑞 穂 町 コ ミ ュ ニ テ

ィ 振 興 計 画 に も と づ き 、 最 適 な 活 動 環 境 を 整 え る と と も に 、 リ ー ダ

ー の 育 成 や 活 動 に 対 す る 支 援 を 行 い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 活 性 化 を

促 進 す る こ と が 重 要 で す 。  

 各 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー に つ い て は 、 利 用 率 も 順 調 に 伸 び て い ま

す 。 ま た 、 地 域 団 体 の 協 力 を 得 て 、 コ ミ セ ン ま つ り も 実 施 し て い ま

す 。今 後 も コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 町 民 に よ る 自 主 運 営 を め ざ し て 、

検 討 を す す め て い く こ と が 課 題 と な り ま す 。  

 コ ミ ュ ニ テ ィ は 人 々 の 暮 ら し の 中 で 、 も っ と も 身 近 な 生 活 圏 で あ

り 、 さ さ え あ う ま ち づ く り に 必 要 な 基 本 的 機 能 で す 。 多 く の 町 民 が

参 加 、 協 力 す る 温 か い コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 と 、 安 全 性 と 利 便 性 を 確

保 し た 施 設 の 管 理 運 営 を 行 っ て い く こ と が 重 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

コミュニティセンター利用者数  126 ,6 00 人  170, 0 0 0 人  

※ 武 蔵 野 ・ 元 狭 山 ・ 長 岡 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 総 計  
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【 施 策 】  

（ １ ） コ ミ ュ ニ テ ィ 振 興 計 画 の 推 進  

① コ ミ ュ ニ テ ィ 振 興 計 画 の 推 進  

 コ ミ ュ ニ テ ィ 振 興 計 画 に も と づ き 、 町 民 一 人 ひ と り が 主

役 と な っ た ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。  

 

（ ２ ） 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化  

① コ ミ ュ ニ テ ィ 意 識 の 醸 成  

 地 縁 組 織 で あ る 町 内 会 ・ 自 治 会 が 主 体 的 な 活 動 を 行 う た

め に は 、 自 ら 課 題 を 発 見 し 、 解 決 を は か る と い う 住 民 自 治

の 意 識 を も つ こ と が 重 要 で す 。 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 を 発 展 的

に 継 続 し 、特 に 災 害 時 な ど の 地 域 の 結 束 力 を 強 化 す る た め 、

住 民 自 治 に 関 す る 勉 強 会 の 開 催 な ど 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と し て

の 町 内 会・自 治 会 の あ り 方 を 町 民 と と も に 考 え ま す 。ま た 、

転 入 者 が 地 域 に と け こ み や す い 環 境 づ く り を 促 進 し 、 町 内

会 ・ 自 治 会 の 加 入 率 の 向 上 に つ な げ ま す 。  

 

② コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 へ の 支 援  

 地 域 の 特 性 に あ っ た コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 を 、 町 民 が 主 体 的

か つ 活 発 に 行 う こ と が で き る よ う 、 新 た な 地 域 リ ー ダ ー の

育 成 や 活 動 へ の 支 援 を 行 い ま す 。  

 

（ ３ ） コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 充 実  

① コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 管 理 運 営  

 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー が 、 町 民 の 交 流 の 場 、 主 体 的 な 活

動 に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 の 場 と し て 有 効 に 機 能 す る よ う 、

町 民 や 団 体 と の 協 働 と 、地 域 に よ る 自 主 運 営 に つ と め ま す 。 

 

② だ れ も が 利 用 し や す い 施 設 の 整 備  

 町 民 会 館 や 地 区 会 館 、 ス ポ ー ツ 広 場 な ど の コ ミ ュ ニ テ ィ

施 設 が 、 高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 に も 利 用 し や す い 施 設 と

な る よ う 、 順 次 改 修 を す す め 、 良 好 な 活 動 環 境 を 提 供 し ま

す 。  
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２  平 和 ・ 人 権  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 世 界 平 和 は 人 類 の 願 い で す 。 世 界 で 唯 一 の 被 爆 国 の 国 民 と し て 、

戦 争 の な い 平 和 な 世 の 中 を 希 求 し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。  

 瑞 穂 町 で は こ れ ま で 、 平 和 祈 念 碑 の 建 立 、 ア ン ネ の バ ラ や 平 和 を

象 徴 す る 樹 木 の 植 樹 、 平 和 の パ ネ ル 展 の 開 催 な ど を 通 じ て 、 平 和 に

向 け た メ ッ セ ー ジ を 発 信 し て き ま し た 。 戦 後 ７ ０ 年 が 経 過 し 、 今 後

も 、 よ り 多 く の 町 民 が 平 和 の 大 切 さ と 命 の 尊 さ へ の 関 心 を 高 め る よ

う 、 積 極 的 な 啓 発 活 動 を す す め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 近 年 、 人 権 を 取 り 巻 く 環 境 は 多 種 多 様 化 し 、 児 童 や 高 齢 者 、 配 偶

者 へ の 虐 待 な ど 、人 権 を 無 視 し た 許 さ れ な い 行 為 が 増 加 し て い ま す 。 

 人 を 思 い や る こ と の で き る 人 権 擁 護 の 心 を も っ た 子 ど も た ち の 育

成 が 、 将 来 の 住 み よ い ま ち づ く り に つ な が り ま す 。 新 た な 取 組 を 含

め 、子 ど も た ち へ の 人 権 教 育 を 推 進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。ま た 、

地 域 社 会 全 体 へ の 啓 発 活 動 も 重 要 で す 。  

 さ ま ざ ま な 関 係 機 関 が 連 携 し 、 情 報 を 共 有 し な が ら 有 効 な 対 策 を

考 え て い く 体 制 づ く り が 必 要 と な り ま す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

アンネのバラ植栽公共施設数  12 施 設  16 施 設  
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【 施 策 】  

（ １ ） 平 和 行 政 の 推 進  

① 平 和 意 識 の 高 揚  

 世 界 の 恒 久 平 和 を 願 い 、 平 和 の パ ネ ル 展 な ど 平 和 の 大 切

さ を あ ら た め て 考 え る 機 会 を 提 供 し 、 平 和 意 識 の 高 揚 と 国

際 平 和 思 想 の 普 及 に つ と め ま す 。  

 

② 平 和 の シ ン ボ ル の 充 実  

 ア ン ネ の バ ラ な ど 平 和 の 象 徴 で あ る 樹 木 を 、 町 民 ボ ラ ン

テ ィ ア と の 協 働 に よ っ て 適 切 に 管 理 す る と と も に 、 広 く 町

民 に Ｐ Ｒ し ま す 。  

 

（ ２ ） 人 権 の 尊 重  

① 人 権 意 識 の 啓 発  

 町 民 一 人 ひ と り が 人 権 の 大 切 さ を 理 解 し 、 人 権 擁 護 の 意

識 を も つ こ と が で き る よ う 、 人 権 啓 発 活 動 の 充 実 を は か り

ま す 。  

 

② 人 権 相 談 の 充 実  

 多 種 多 様 化 し て き て い る 相 談 内 容 に 対 応 す る た め 、 人 権

擁 護 委 員 と 連 携 し 、 相 談 体 制 の 充 実 を は か り ま す 。  

 

③ 子 ど も の 人 権 教 育 の 推 進  

 子 ど も の 人 権 教 育 の 一 環 と し て 、 植 物 を 育 て る こ と に よ

っ て 人 を 思 い や る 気 持 ち を 育 む 「 人 権 の 花 運 動 」 や 、 人 権

と は 何 か を 考 え る 「 子 ど も か ら の 人 権 メ ッ セ ー ジ 発 表 会 」、

「 西 多 摩 子 ど も か ら の 人 権 メ ッ セ ー ジ ・ 中 学 生 人 権 作 文 発

表 会 」 な ど へ の 参 加 を 促 進 し 、 人 権 擁 護 の 心 を 育 て る と と

も に 、 こ れ ら の 活 動 の 広 報 手 段 を 充 実 さ せ ま す 。  
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３  都 市 交 流 ・ 国 際 化  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 モ ー ガ ン ヒ ル 市 と 姉 妹 都 市 を 締 結 し 、両 市

町 に よ る 中 学 生 の ホ ー ム ス テ イ 体 験 や キ ル ト の 相 互 展 示 な ど 、交 流

事 業 も 継 続 し て 行 わ れ て い ま す 。ま た 、瑞 穂 町 姉 妹 都 市 委 員 会 の 活

動 に よ る 、町 民 が 主 体 と な っ た 姉 妹 都 市 交 流 事 業 が 展 開 さ れ て い ま

す 。 今 後 、 町 民 と 町 と の 協 働 に よ る 姉 妹 都 市 交 流 を さ ら に す す め 、

新 た な 交 流 方 法 の 研 究 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

  ア ジ ア の 都 市 と 交 流 を は か る た め 、 タ イ 王 国 の 都 市 へ の 視 察 を 行

っ て い ま す 。 交 流 都 市 提 携 を 視 野 に 入 れ た 取 り 組 み を す す め る 必 要

が あ り ま す 。  

 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 現 在 、５ ５ ９ 人 の 外 国 人 の 住 民 登 録 者 が 町 内 に 暮

ら し て い ま す 。外 国 人 町 民 に と っ て 暮 ら し や す い 生 活 環 境 を 充 実 さ

せ て い く 必 要 が あ り ま す 。既 に 取 り 組 ん で い る 看 板 な ど の 外 国 語 表

記 や 出 版 物 の 多 言 語 化 に 加 え 、外 国 人 町 民 向 け の 事 業 を 町 民 と と も

に 実 施 し 、地 域 に お け る 多 文 化 共 生 を す す め て い く こ と も 必 要 に な

り ま す 。ま た 、瑞 穂・横 田 交 流 協 会 が 中 心 と な っ て 、横 田 基 地 住 民

と の 住 民 レ ベ ル で の 交 流 が す す め ら れ て い ま す 。全 町 一 斉 清 掃 や サ

マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 、町 民 体 育 祭 、こ ど も フ ェ ス テ ィ バ ル な ど 、瑞

穂 町 の イ ベ ン ト へ の 参 加 も 増 え て い ま す 。 身 近 な 国 際 交 流 と し て 、

町 民 と ふ れ あ う 機 会 の 場 を 提 供 し て い き ま す 。  

 今 後 の 国 際 交 流 を 担 い 、国 際 的 視 野 に 立 っ た 人 材 を 発 掘 、育 成 す

る こ と も 重 要 な テ ー マ で す 。海 外 留 学 奨 学 資 金 等 支 給 制 度 を 通 し て 、

青 少 年 の 海 外 留 学 へ の 支 援 を 行 っ て い ま す が 、さ ま ざ ま な 情 報 発 信

の 機 会 を 設 け 、国 際 交 流 の 中 心 と な る 人 材 の 育 成 に つ と め て い く 必

要 が あ り ま す 。  

  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

海外留学奨学生数（累計）   8 人    20 人  
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【 施 策 】  

（ １ ） 国 際 化 推 進 計 画 の 推 進  

① 国 際 化 推 進 計 画 の 推 進  

 案 内 サ イ ン の 外 国 語 表 記 な ど 、 国 際 化 推 進 計 画 の 基 本 理

念 の 実 現 に 向 け て 、 計 画 の 具 体 化 に つ と め ま す 。  
 

（ ２ ） 姉 妹 都 市 交 流 の 充 実  

① モ ー ガ ン ヒ ル 市 と の 交 流 の 推 進  

 姉 妹 都 市 で あ る モ ー ガ ン ヒ ル 市 と の 一 層 の 理 解 と 友 好 を

深 め る た め 、 中 学 生 の 相 互 訪 問 事 業 を 継 続 す る と と も に 、

交 流 を 促 進 す る 新 た な 取 り 組 み を 検 討 し ま す 。  
 

② 町 民 主 体 の 交 流 へ の 支 援  

 姉 妹 都 市 委 員 会 の 支 援 を 行 う と と も に 、委 員 会 と 連 携 し 、

町 民 が 主 体 と な る 姉 妹 都 市 交 流 を す す め ま す 。  
 

（ ３ ） 新 た な 都 市 交 流 の 展 開  

① ア ジ ア の 都 市 と の 交 流  

 ア ジ ア の 国 々 の 一 員 と し て 、 タ イ 王 国 の 都 市 と の 交 流 都

市 提 携 に 向 け て 取 り 組 み ま す 。  
 

② 国 内 の 都 市 と の 交 流  

 大 規 模 災 害 時 の 相 互 応 援 協 定 を 提 携 し て い る 、 岐 阜 県 瑞

穂 市 と の 交 流 に つ い て も 推 進 し ま す 。  

 

（ ４ ） 多 様 な 文 化 の 共 生  

① 横 田 基 地 関 係 者 と の 交 流  

 瑞 穂 ・ 横 田 交 流 協 会 と 連 携 し 、 各 種 イ ベ ン ト へ の 横 田 基

地 関 係 者 の 参 加 を 促 進 す る と と も に 、 町 民 と 幅 広 く 交 流 が

深 め ら れ る 機 会 を 提 供 し ま す 。 ま た 、 子 ど も た ち の 交 流 や

地 域 人 材 と し て の 活 用 な ど 、 よ き 隣 人 と し て の 交 流 を す す

め ま す 。  

 

② 多 文 化 共 生 の ま ち づ く り  

 町 内 に 住 む す べ て の 人 が 国 籍 、 言 語 、 文 化 な ど の 違 い を

超 え て 、 と も に 生 活 し 、 友 好 関 係 を 築 く こ と が で き る 共 生

の ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。 ま た 、 町 民 と 外 国 人 町 民 が 相

互 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 高 め る こ と の で き る 新 た な 施 策

を 研 究 し 、 国 際 理 解 を 推 進 し ま す 。  

  



 

63 

 

（ ５ ） 国 際 社 会 に 対 応 し た 人 材 育 成  

① 留 学 へ の 支 援  

 海 外 留 学 奨 学 資 金 等 支 給 制 度 の 利 用 促 進 を は か り 、 世 界

で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成 に つ と め ま す 。  
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安全安心やさしいみずほ 
 

 

 

 

 

■  第１節  ■  

安全に安心して暮らせるまち 

 

■  第２節  ■  

地球を守る環境にやさしいまち 
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第 ４ 章  安 全 安 心 や さ し い み ず ほ  

 

第 １ 節  安 全 に 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち  

 

１  安 全 ・ 安 心  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 日 本 各 地 で 地 震 や 大 雨 な ど に よ る 自 然 災 害 が 発 生 し て い ま す 。 平

成 ２ ４ 年 に は 首 都 直 下 地 震 な ど に よ る 東 京 の 被 害 想 定 が 見 直 さ れ ま

し た 。 瑞 穂 町 は 今 後 も 防 災 用 備 蓄 を 強 化 す る と と も に 、 耐 震 改 修 促

進 計 画 に よ る 耐 震 化 を さ ら に 推 進 し 、 被 害 の 発 生 を 防 ぐ こ と が 重 要

で す 。 町 内 に ４ ２ か 所 指 定 さ れ て い る 土 砂 災 害 警 戒 区 域 の 中 に は 、

広 域 避 難 場 所 で あ る 第 五 小 学 校 お よ び 瑞 穂 中 学 校 も 含 ま れ て い る た

め 、 見 直 し を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 災 害 時 に は 自 主 防 災

組 織 や 消 防 団 な ど と の 緊 密 な 連 携 に よ る 対 応 が 不 可 欠 で す 。  

自 助 ・ 共 助 の 意 識 と 行 動 力 を 高 め る た め 、 よ り 実 践 的 な 防 災 訓 練

の 実 施 と 、 災 害 対 策 基 本 法 改 正 に よ る 避 難 行 動 要 支 援 者 台 帳 の 効 果

的 利 用 に 向 け た 検 討 も 必 要 で す 。 ま た 、 石 畑 地 区 に 医 療 拠 点 と し て

の 防 災 広 場 を 整 備 し 、 災 害 対 策 の 強 化 を は か る 必 要 が あ り ま す 。  

 消 防 に つ い て は 、 常 備 消 防 で あ る 福 生 消 防 署 と 連 携 し 、 さ ら な る

火 災 予 防 の 徹 底 や 防 火 意 識 の 向 上 を は か る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、

瑞 穂 町 消 防 団 の ５ つ の 分 団 で は 、 就 労 形 態 の 変 化 な ど に よ り 団 員 の

確 保 が 年 々 厳 し く な っ て い ま す 。 消 防 施 設 の 整 備 と と も に 、 女 性 を

含 め た 団 員 確 保 に 向 け た 広 報 活 動 の 強 化 が も と め ら れ ま す 。さ ら に 、

地 域 に お け る 防 火 お よ び 地 域 配 備 消 火 器 の 適 正 な 管 理 に つ と め る と

と も に 、 自 主 防 災 組 織 の 育 成 、 強 化 を は か る 必 要 が あ り ま す 。  

 町 内 の 犯 罪 発 生 件 数 は 平 成 ２ ３ 年 を ピ ー ク に 減 少 傾 向 に あ り ま す

が 、 一 方 で 不 審 者 に よ る 女 性 ・ 子 ど も を ね ら っ た 犯 罪 や 高 齢 者 が 被

害 者 と な る 振 り 込 め 詐 欺 な ど 、 地 域 住 民 が 不 安 を 感 じ る 犯 罪 が 依 然

と し て 発 生 し て い ま す 。  

 瑞 穂 町 で は 、「 安 全・安 心 ま ち づ く り 条 例 」を 制 定 し 、犯 罪 抑 止 に

取 り 組 ん で き ま し た が 、 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り の 実 現

の た め に は 、 防 犯 カ メ ラ や 防 犯 灯 の 設 置 推 進 な ど 犯 罪 の 起 き に く い

環 境 づ く り が 重 要 で す 。 防 犯 パ ト ロ ー ル や 犯 罪 を 起 こ さ せ な い 取 組

を 充 実 さ せ て い く ほ か 、 規 範 意 識 の 向 上 に つ と め て い き ま す 。  

 交 通 事 故 は 、 死 傷 し た 被 害 者 や そ の 家 族 の 生 活 を 一 瞬 に し て 奪 う

だ け で な く 、 加 害 者 に も 大 き な ダ メ ー ジ を 与 え ま す 。 さ ら に 、 交 通

事 故 に 伴 い 発 生 す る 経 済 的 損 失 も ま た 甚 大 な も の が あ り ま す 。  

 瑞 穂 町 の 交 通 事 故 件 数 は 減 少 し て き て い る も の の 、 国 道 １ ６ 号 や

新 青 梅 街 道 な ど の 幹 線 道 路 の 結 節 点 で あ る こ と か ら 、 人 口 に 換 算 し

た 発 生 件 数 で は 多 摩 地 域 で 最 も 多 い 状 況 に あ り ま す 。  

 特 に 、子 ど も や 高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止 や 、自 転 車 安 全 利 用 の 推 進 、

二 輪 車 の 事 故 防 止 を は か る た め の 交 通 安 全 対 策 が 重 要 と な り ま す 。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

犯罪発生件数  
512 件  

（ 平 成 26 年 ）  
4 0 0 件  

交通事故発生件数  
207 件  

（ 平 成 26 年 ）  
1 5 0 件  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 防 災 体 制 の 確 立  

① 地 域 防 災 計 画 の 充 実  

 地 域 防 災 計 画 に つ い て 、 上 位 計 画 、 関 連 計 画 の 改 訂 に あ

わ せ て 最 新 の 内 容 に 修 正 し 、 計 画 の 充 実 を は か り ま す 。  
 

② 地 域 連 携 に よ る 防 災 体 制 の 強 化  

 い つ 発 生 す る か わ か ら な い 災 害 に つ い て 、 防 災 訓 練 や 広

報 活 動 を 通 じ て 町 民 へ の 防 災 意 識 の 高 揚 を は か る と と も に 、

自 主 防 災 組 織 強 化 の た め の 支 援 を 行 い 、 地 域 に お け る 予 防

活 動 や 訓 練 を 促 進 し ま す 。 ま た 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 の 中 に

あ る 広 域 避 難 場 所 の 見 直 し 、 お よ び 広 域 的 な 防 災 拠 点 の 設

置 に つ い て 検 討 し ま す 。  
 

③ 被 災 者 対 策 の 充 実  

 民 間 企 業 や 事 業 所 な ど と の 災 害 時 に お け る 応 援 協 定 締 結

の 拡 充 を は か る と と も に 、 災 害 時 要 援 護 者 の 円 滑 な 救 済 に

向 け 関 係 機 関 と 連 携 し 、 支 援 台 帳 の 効 果 的 な 運 用 体 制 を 構

築 す る な ど 、 被 災 者 対 策 の 充 実 を は か り ま す 。  

 ま た 、 武 蔵 野 防 災 会 館 や コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー な ど に よ

る 非 常 時 の 一 時 的 な 提 供 住 宅 体 制 を 維 持 し ま す 。  
 

④ 防 災 施 設 の 整 備 充 実  

 災 害 時 の 医 療 拠 点 と し て 石 畑 地 区 に 災 害 対 策 用 地 を 取 得

し 、 防 災 施 設 の 整 備 、 拡 充 に つ と め る と と も に 、 十 分 な 防

災 機 能 、防 災 本 部 機 能 を 備 え た 新 庁 舎 を 建 設 し ま す 。ま た 、

常 備 消 防 機 能 の 充 実 に つ い て 福 生 消 防 署 と も 連 携 し て 検 討

し ま す 。 防 災 備 蓄 品 に つ い て は 、 非 常 用 飲 料 水 や 食 料 な ど

を 適 正 に 常 備 し ま す 。  

 防 災 行 政 無 線 の デ ジ タ ル 化 や メ ール 配 信 シ ステ ム を活 用

し た 情 報 提 供 、 災 害 時 に お け る 緊 急 放 送 要 請 に 関 す る 協 定

に も と づ い た Ｃ Ａ Ｔ Ｖ の 緊 急 放 送 な ど 、 防 災 情 報 ネ ッ ト ワ

ークの充実につとめます。  
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⑤ 危 機 管 理 体 制 の 確 立  

 国 民 保 護 計 画 に も と づ き 、 武 力 攻 撃 事 態 な ど に 対 処 で き

る 危 機 管 理 体 制 の 確 立 に つ と め る と と も に 、 あ ら ゆ る 危 機

に 円 滑 に 対 処 で き る よ う 、 個 別 対 応 マ ニ ュ ア ル の 拡 充 に つ

と め ま す 。  

 

（ ２ ） 消 防 力 の 強 化  

① 消 防 活 動 体 制 の 強 化  

 常 備 消 防 で あ る 福 生 消 防 署 と の 連 携 体 制 を 強 化 す る と と

も に 、 消 防 団 、 自 主 防 災 組 織 、 事 業 所 、 防 災 ボ ラ ン テ ィ ア

な ど の 育 成 と ネ ッ ト ワ ー ク 体 制 の 充 実 に つ と め 、火 災 予 防 、

消 火 活 動 体 制 の 強 化 を は か り ま す 。  

 ま た 、 消 防 力 の 低 下 を 招 か な い よ う 、 消 防 団 活 動 へ の 支

援 と 普 及 活 動 を 推 進 し 、 消 防 団 員 の 確 保 に つ と め ま す 。  

 

② 消 防 施 設 の 充 実  

 消 防 団 詰 所 の 適 切 な 維 持 管 理 、 防 火 水 槽 や 消 火 栓 、 地 域

配 備 消 火 器 な ど の 適 正 配 置 に つ と め ま す 。  

 

③ 応 急 対 策 の 確 立  

 火 災 被 害 に あ っ た 方 を 一 人 で も 多 く 救 出 し 、 負 傷 を 最 低

限 に 抑 え る こ と が で き る よ う 、 災 害 時 救 急 医 療 品 の 備 蓄 と

地 域 の 救 急 医 療 体 制 の 充 実 を は か り ま す 。  

 

（ ３ ） 防 犯 環 境 の 充 実  

① 防 犯 活 動 の 充 実  

 青 色 回 転 灯 装 備 防 犯 パ ト ロ ー ル 車 の 効 果 的 運 用 に よ る 犯

罪 抑 止 を は か る と と も に 、 防 犯 協 会 、 町 内 会 ・ 自 治 会 が 中

心 と な っ た 自 主 防 犯 組 織 へ の 支 援 と 町 民 が よ り 参 加 し や す

い 防 犯 活 動 体 制 お よ び 事 業 者 に よ る 見 守 り 活 動 を 推 進 し ま

す 。 引 き 続 き 、 福 生 警 察 署 な ど 、 関 係 機 関 と の 連 携 を は か

り ま す 。  

 

② 防 犯 思 想 の 普 及  

 防 犯 情 報 メ ー ル 配 信 シ ス テ ム の 普 及 促 進 や 防 犯 教 室 の 開

催 な ど に よ り 、 防 犯 に 対 す る 意 識 高 揚 と 注 意 喚 起 を は か る

と と も に 、 地 域 と 連 携 し た 高 齢 者 世 帯 へ の 情 報 提 供 や 子 ど

も た ち の 地 域 で の 見 守 り 活 動 な ど 、 規 範 意 識 の 向 上 と 地 域

の き ず な づ く り に よ っ て 、 犯 罪 の 未 然 防 止 に つ と め ま す 。  

 

 



 

70 

 

③ 犯 罪 を さ せ な い 環 境 の 整 備  

 防 犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 や 増 設 を す す め る こ と に よ り 、明 る く 、

安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り を め ざ し ま す 。 ま た 、

街 頭 防 犯 カ メ ラ の 適 切 な 維 持 管 理 や 設 置 推 進 を は か る ほ か 、

落 書 き の 放 置 な ど 犯 罪 を 誘 発 す る 環 境 の 解 消 に つ と め る こ

と で 、犯 罪 を 起 こ さ せ な い 環 境 の 整 備 を す す め て い き ま す 。 

 

（ ４ ） 交 通 安 全 の 充 実  

① 交 通 環 境 の 整 備 と 交 通 規 制 の 強 化  

 危 険 箇 所 の 早 期 把 握 に つ と め る と と も に 、 歩 道 や ガ ー ド

パ イ プ 、 道 路 照 明 灯 、 カ ー ブ ミ ラ ー な ど の 交 通 安 全 施 設 設

置 お よ び 道 路 の カ ラ ー 舗 装 や 自 転 車 ナ ビ マ ー ク 設 置 を 推 進

し ま す 。 ま た 、 福 生 警 察 署 や 交 通 安 全 推 進 協 議 会 な ど の 関

係 機 関 と 連 携 お よ び 協 議 し な が ら 、 信 号 機 や 横 断 歩 道 、 交

通 標 識 設 置 の 要 望 を 行 う と と も に 、 違 法 駐 車 対 策 や 交 通 規

制 の 強 化 を は か り 、 安 全 の 確 保 に つ と め ま す 。  

 

② 交 通 安 全 思 想 の 普 及  

 自 動 車 や 自 転 車 の 運 転 マ ナ ー や モ ラ ル の 欠 如 に よ っ て 、

交 通 事 故 誘 引 の 可 能 性 が あ る こ と を 、春 秋 の 交 通 安 全 運 動 、

「 広 報 み ず ほ 」 お よ び ホ ー ム ペ ー ジ な ど で 呼 び か け 、 町 民

の 交 通 安 全 に 対 す る 意 識 啓 発 を は か り ま す 。  

 特 に 、 交 通 事 故 の 危 険 か ら 身 を 守 る た め 、 子 ど も や 高 齢

者 な ど へ の 交 通 安 全 教 室 の 充 実 を は か り 、 事 故 防 止 に つ と

め ま す 。  

 

③ 放 置 自 転 車 対 策 の 推 進  

 箱 根 ケ 崎 駅 自 転 車 等 駐 車 場 の 利 便 性 の 向 上 に つ と め る と

と も に 、 公 共 の 場 所 に お け る 放 置 自 転 車 対 策 を 推 進 し 、 歩

行 者 の 安 全 を 確 保 し ま す 。  

 

④ 交 通 災 害 共 済 制 度 へ の 加 入 促 進  

 交 通 災 害 共 済 制 度 の さ ら な る 周 知 に つ と め 、 加 入 促 進 を

は か る と と も に 、 加 入 時 や 被 害 時 の 手 続 な ど へ の 適 切 な 対

応 に つ と め ま す 。  
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２  基 地 対 策  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 は 、 行 政 面 積 １ ６ .８ ５ ㎢ の う ち 、 約 ８ 分 の １ に あ た る ２ .

１ ㎢ を 横 田 基 地 に 提 供 し 、 こ の 面 積 は 基 地 全 体 の 約 ３ 割 を 占 め て い

ま す 。ま た 、航 空 機 の 騒 音 が う る さ い「 第 １ 種 区 域 」が ４ ２ .８ ％（ ７ .

２ ㎢ ） と 、 基 地 に 土 地 を 提 供 し て い る ６ 市 町 の う ち 、 最 も 高 い 状 況

に あ り ま す 。  

 横 田 基 地 の 滑 走 路 が 、 瑞 穂 町 の 南 南 東 か ら 中 心 部 へ と 延 び て い る

た め 、 町 上 空 を 飛 行 す る 航 空 機 の 騒 音 が 、 町 民 の 生 活 環 境 に 大 き な

影 響 を 与 え て い ま す 。 近 年 で は 町 の 東 西 方 向 に 飛 行 す る 訓 練 も 見 ら

れ 、 騒 音 を 受 け る 区 域 も 広 が っ て い ま す 。 ま た 、 基 地 の 存 在 は 、 航

空 機 事 故 発 生 の 危 険 性 の ほ か 、 土 地 利 用 へ の 制 限 が 加 わ る な ど 、 瑞

穂 町 の 発 展 に 大 き な 障 害 と な っ て い ま す 。飛 行 回 数 の 削 減 を は じ め 、

住 宅 防 音 工 事 対 象 区 域 の 拡 大 、 告 示 後 住 宅 の 救 済 な ど 、 町 が 受 け て

い る 障 害 の 解 消 に 向 け 、 関 係 機 関 へ 強 く 要 請 し て い く 必 要 が あ り ま

す 。 ま た 、 公 共 施 設 の 防 音 工 事 の 採 択 に あ た り 、 騒 音 の 状 況 が 採 択

基 準 に 達 せ ず 、 不 採 択 と な る 問 題 が 生 じ て い ま す 。 基 地 が 存 在 す る

以 上 、 飛 行 回 数 な ど 、 運 用 の 変 化 は い つ で も 起 こ り う る た め 、 補 助

採 択 基 準 の 見 直 し を も と め る こ と も 必 要 で す 。  

 平 成 ２ ７ 年 、 町 は Ｃ Ｖ － ２ ２ オ ス プ レ イ の 横 田 基 地 へ の 配 備 に つ

い て 、 外 務 省 お よ び 防 衛 省 か ら 説 明 を 受 け ま し た 。 さ ら な る 具 体 的

な 説 明 や 迅 速 か つ 正 確 な 情 報 提 供 を も と め る と と も に 、 町 民 の 生 活

に 支 障 を き た す こ と が な い よ う 、 引 き 続 き す べ て の 航 空 機 の 飛 行 に

お い て 、 安 全 対 策 と 環 境 へ の 配 慮 を 講 ず る よ う 強 く 要 請 す る 必 要 が

あ り ま す 。  

 一 方 、 横 田 基 地 に は 航 空 自 衛 隊 航 空 総 隊 司 令 部 な ど が 移 駐 し 、 そ

の 態 様 、 運 用 の 変 化 は 頻 繁 に な っ て い ま す 。 町 民 が 不 安 を 感 じ る こ

と の な い よ う 、 正 確 な 情 報 収 集 と 的 確 な 情 報 提 供 に つ と め て い く こ

と が 必 要 で す 。  

 ２ ０ ２ ０ 年 開 催 の 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に

向 け 、 横 田 飛 行 場 の 民 間 利 用 を 促 す 動 き が 見 ら れ ま す 。 経 済 性 や 利

便 性 の み を 追 求 し た 軍 民 共 用 化 に つ い て は 、 町 お よ び 町 民 に 、 騒 音

の 増 加 な ど 今 以 上 の 悪 影 響 が 生 じ な い よ う 、 引 き 続 き 反 対 の 姿 勢 で

対 応 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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【 施 策 】  

（ １ ） 生 活 環 境 の 保 全  

① 正 確 な 情 報 の 収 集 と 提 供  

 町 民 の 生 活 に 与 え る 不 安 を 軽 減 す る た め 、 横 田 基 地 に 関

す る 国 や 米 軍 の 正 確 な 情 報 の 収 集 と 的 確 な 町 民 へ の 提 供 に

つ と め ま す 。  

 

② 航 空 機 騒 音 調 査 の 充 実  

 航 空 機 騒 音 測 定 機 器 を 活 用 し て 騒 音 実 態 の 調 査 を す る と

と も に 、 調 査 デ ー タ を 有 効 活 用 し 、 航 空 機 騒 音 に よ る 被 害

実 態 の 把 握 に つ と め ま す 。  

 

③ 関 係 機 関 へ の 要 請  

 航 空 機 騒 音 を は じ め と す る 町 民 が 受 け る 被 害 の 実 情 を 強

く 訴 え 、 基 地 に 起 因 す る 諸 問 題 の 解 決 に 向 け 、 町 議 会 や 東

京 都 ・ 基 地 周 辺 自 治 体 と 連 携 し 、 関 係 機 関 に そ の 対 策 を 要

請 し て い き ま す 。  

 

（ ２ ） 補 助 事 業 の 拡 充 要 請  

① 補 助 金 ・ 交 付 金 の 拡 充  

 基 地 の 存 在 に よ る さ ま ざ ま な 障 害 と 、 飛 行 直 下 に 市 街 地

が 存 在 す る と い う 瑞 穂 町 の 特 殊 事 情 を 強 く 訴 え 、 生 活 環 境

の 保 全 の た め の 補 助 金 や 交 付 金 の 拡 充 を 、 国 に 要 請 し て い

き ま す 。 ま た 、 国 有 提 供 施 設 等 所 在 市 町 村 助 成 交 付 金 に つ

い て 、 固 定 資 産 税 相 当 額 の 交 付 を 要 請 し ま す 。  

 特 に 、 公 共 施 設 や 住 宅 の 防 音 工 事 に つ い て は 、 常 に 騒 音

被 害 を 受 け て い る 実 情 を 訴 え 、 告 示 後 住 宅 の 救 済 や 対 象 区

域 お よ び 対 象 施 設 の 拡 大 を 要 請 し ま す 。  

 

② 制 度 改 正 へ の 対 応  

 国 の 制 度 改 正 な ど に よ り 、 防 衛 省 補 助 事 業 の 改 正 も 考 え

ら れ る こ と か ら 、 正 確 な 情 報 を 随 時 入 手 し 、 制 度 改 正 へ 円

滑 に 対 応 で き る よ う に つ と め ま す 。  

 

（ ３ ） 軍 民 共 用 化 へ の 対 応  

① 軍 民 共 用 化 反 対  

 横 田 基 地 の 軍 民 共 用 化 は 、 騒 音 被 害 の 増 大 に 加 え 航 空 機

事 故 の 危 険 性 な ど 、 町 民 の 安 全 な 生 活 環 境 に 多 大 な 影 響 を

与 え る こ と が 予 想 さ れ ま す 。 こ れ 以 上 の 不 利 益 が 生 じ る こ

と の な い よ う 、 国 や 関 係 機 関 に 反 対 の 要 請 を 行 い ま す 。  
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３  消 費 生 活  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 消 費 者 が 安 全 で 安 心 し て 豊 か な 消 費 生 活 を 営 む こ と が で き る 社 会

の 実 現 に 向 け 、消 費 者 庁 が 設 置 さ れ て か ら ５ 年 以 上 が 経 過 し ま し た 。

こ の 間 、 消 費 者 行 政 を 推 進 す る 基 本 的 な 枠 組 み が で き つ つ あ る も の

の 、 制 度 の 担 い 手 の 育 成 や 消 費 者 な ど の 認 知 ・ 意 識 の 向 上 な ど 、 い

ま だ 課 題 は 多 く 残 さ れ て い ま す 。  

 消 費 者 を 取 巻 く 環 境 は 、 商 品 や サ ー ビ ス の 多 様 化 ・ 複 雑 化 を 背 景

に 依 然 と し て 消 費 者 と 事 業 者 と の 間 に は 、 情 報 量 や 、 交 渉 力 の 格 差

が 生 じ て い ま す 。 高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 な ど を 狙 っ た 悪 質 商 法 な

ど 消 費 者 被 害 が 後 を 絶 た ず 、 消 費 生 活 の 安 定 ・ 向 上 を 確 保 す る た め

消 費 者 政 策 の さ ら な る 推 進 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

 瑞 穂 町 で は 、 消 費 生 活 相 談 窓 口 を 開 設 し 、 被 害 防 止 を は か っ て い

ま す 。ま た 、被 害 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る よ う 消 費 者 講 座 の 開 催 、

パ ネ ル 展 示 に よ る 消 費 者 展 の 開 催 な ど 消 費 者 情 報 の 提 供 に つ と め 、

消 費 者 の 自 立 へ の 支 援 を 行 っ て い ま す 。  

 今 後 は 、 悩 ん だ と き 相 談 で き る 消 費 生 活 相 談 窓 口 の さ ら な る 周 知

に つ と め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 消 費 生 活 の 向 上  

① 消 費 者 の 自 立 へ の 支 援  

 ト ラ ブ ル や 事 件 、 事 故 に 巻 き 込 ま れ る こ と の な い よ う 、

「 広 報 み ず ほ 」 や ホ ー ム ペ ー ジ な ど を 通 じ て 、 発 生 事 例 お

よ び そ の 対 処 方 法 、 キ ャ ッ チ セ ー ル ス な ど へ の 適 切 な 対 応

方 法 な ど を 紹 介 す る と と も に 、 消 費 生 活 用 品 の 使 用 上 の 注

意 喚 起 な ど 、 消 費 者 の 自 立 に 向 け た 支 援 を す す め ま す 。 ま

た 、 消 費 者 団 体 と 連 携 し た 講 演 会 や 展 示 会 を 開 催 し 、 消 費

者 意 識 の 高 揚 を は か り ま す 。  

 

② 消 費 者 相 談 の 充 実  

 東 京 都 消 費 生 活 総 合 セ ン タ ー 、 警 察 、 福 祉 行 政 関 係 機 関

お よ び 西 多 摩 地 区 市 町 村 な ど と 連 携 を 強 化 す る と と も に 、

消 費 生 活 相 談 窓 口 の 利 用 促 進 を は か り 、 消 費 者 の 相 談 し や

すい体制の整備につとめます。  
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③ 環 境 に 配 慮 し た 消 費 行 動 の 促 進  

 地 球 温 暖 化 や ご み 問 題 な ど に 対 し て 、 適 切 な 消 費 行 動 を

実 践 で き る よ う 、 リ サ イ ク ル や 省 エ ネ ル ギ ー に 必 要 な 情 報

の 提 供 に つ と め る と と も に 、 不 用 品 交 換 登 録 制 度 の 充 実 や

フ リ ー マ ー ケ ッ ト へ の 参 加 促 進 を は か り 、 環 境 に や さ し い

消 費 行 動 を 誘 導 し ま す 。  
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第 ２ 節  地 球 を 守 る 環 境 に や さ し い ま ち  

 

１  循 環 型 社 会  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 地 球 温 暖 化 の 影 響 は 、 我 が 国 だ け で は な く 全 世 界 に お け る 大 き な

課 題 と な っ て い ま す 。 循 環 型 社 会 を 形 成 す る た め に は 、 新 た な 再 資

源 化 の 研 究 を す す め る こ と も 必 要 で す が 、 ３ Ｒ （ リ デ ュ ー ス ・ リ ユ

ー ス ・ リ サ イ ク ル ） の 推 進 に 加 え 、 省 エ ネ ル ギ ー の 促 進 と 新 エ ネ ル

ギ ー の 導 入 が 重 要 で す 。  

 エ コ パ ー ク で の フ リ ー マ ー ケ ッ ト ｢み ず ほ 青 空 市 ｣を 定 期 開 催 し 、

再 使 用 （ リ ユ ー ス ） の 意 識 を 広 げ る 取 組 を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 リ

サ イ ク ル プ ラ ザ は 、 収 集 し た 家 具 な ど の 展 示 販 売 、 リ サ イ ク ル 品 の

実 用 化 に 加 え 、 雨 水 の 利 用 、 屋 上 お よ び 壁 面 の 緑 化 、 太 陽 光 発 電 シ

ス テ ム の 導 入 な ど 、 循 環 型 社 会 形 成 の 拠 点 と し て 機 能 し て い ま す 。  

 リ サ イ ク ル プ ラ ザ の 見 学 や フ リ ー マ ー ケ ッ ト ｢み ず ほ 青 空 市 ｣へ の

来 場 者 が 増 え る よ う 、 普 及 事 業 を 展 開 し て い く こ と が 必 要 で す 。  

 一 方 、 エ ネ ル ギ ー に つ い て は 、 住 宅 用 環 境 配 慮 型 機 器 購 入 費 助 成

制 度 に よ り 、 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 と 環 境 に 対 す る 意 識 の 高 揚 を は か

っ て い ま す 。 今 後 は 制 度 の 見 直 し を 検 討 し 、 家 庭 や 事 業 所 に お け る

新 エ ネ ル ギ ー や 効 率 的 な エ ネ ル ギ ー 供 給 シ ス テ ム の 利 用 を さ ら に 啓

発 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 ま た 、 人 や 物 の 移 動 に 費 や す エ ネ ル ギ ー を 減 少 さ せ 、 Ｃ Ｏ ２ な ど

の 温 室 効 果 ガ ス の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 公 共 交 通 機 関 の 整 備 、 拡

充 を 要 請 し 、 自 動 車 か ら 公 共 交 通 へ の 利 用 転 換 を 促 進 し て い く こ と

も 重 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

レジ袋辞退率  28. 4％  31.0％  
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【 施 策 】  

（ １ ） 環 境 基 本 計 画 の 推 進  

① 環 境 基 本 計 画 の 推 進  

 環 境 基 本 計 画 の 基 本 目 標 「 自 然 と ふ れ あ い 、 安 心 し て 暮

ら せ る ま ち  み ず ほ 」 の 実 現 に 向 け て 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト

の 実 践 に つ と め る と と も に 、 適 切 な 見 直 し を 行 い ま す 。  

 

（ ２ ） 循 環 型 社 会 の 形 成  

① ３ Ｒ 活 動 の 推 進  

 ご み の さ ら な る 再 資 源 化 に 向 け 、 リ サ イ ク ル で き る も の

と で き な い も の の 細 分 化 を は か る と と も に 、 啓 発 活 動 を 推

進 し ま す 。 ま た 、 再 資 源 化 に 有 効 な 新 た な 手 法 に つ い て 研

究 し 、 ３ Ｒ 活 動 の 推 進 を は か り ま す 。  

庁 舎 や 公 共 施 設 に お い て も 、 一 事 業 所 と し て の 責 務 を 果

た す た め 、 ご み の 減 量 と リ サ イ ク ル に つ と め ま す 。  

 

② リ サ イ ク ル プ ラ ザ の 効 率 的 か つ 効 果 的 運 営  

 リ サ イ ク ル プ ラ ザ の 効 率 的 か つ 効 果 的 な 運 営 を は か る た

め 、 計 画 的 修 繕 を 含 め 適 切 な 維 持 管 理 に つ と め ま す 。  

 

③ リ サ イ ク ル 品 の 利 活 用 の 促 進  

 み ず ほ エ コ パ ー ク で 開 催 し て い る 「 み ず ほ 青 空 市 」 を 、

循 環 型 社 会 の 形 成 に 有 効 な 啓 発 活 動 と し て 拡 充 す る と と も

に 、 リ サ イ ク ル プ ラ ザ の 展 示 コ ー ナ ー や 啓 発 コ ー ナ ー を 活

用 し 、製 品 の 再 使 用 、リ サ イ ク ル 品 の 利 活 用 を 促 進 し ま す 。  

 

④ 使 用 済 み 小 型 家 電 回 収  

 リ サ イ ク ル プ ラ ザ で の ピ ッ ク ア ッ プ 回 収 に 加 え 、 新 た な

リ サ イ ク ル ル ー ト と し て 小 型 家 電 ボ ッ ク ス 回 収 を 継 続 し 、

実 施 し ま す 。 引 き 続 き 、 町 の 実 情 に あ っ た 回 収 方 法 を 検 討

し て い き ま す 。  
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（ ３ ） エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用  

① 省 エ ネ ル ギ ー お よ び 新 エ ネ ル ギ ー 導 入 の 促 進  

 家 庭 や 事 業 所 に お け る 省 エ ネ ル ギ ー の 推 進 や 効 率 的 な エ

ネ ル ギ ー 供 給 シ ス テ ム の 活 用 、 新 た な エ ネ ル ギ ー の 導 入 に

つ い て 、「 広 報 み ず ほ 」や ホ ー ム ペ ー ジ な ど に よ り 普 及 啓 発

を 行 い ま す 。 ま た 、 国 、 東 京 都 と 連 携 し 、 家 庭 に お け る 蓄

電 池 な ど 、 環 境 配 慮 型 機 器 の 導 入 を 促 進 し ま す 。  

 

② 公 共 施 設 に お け る 取 組 の 推 進  

 新 庁 舎 を は じ め 、 公 共 施 設 の 建 設 に あ た っ て は 、 自 然 エ

ネ ル ギ ー や 深 夜 電 力 ・ 新 電 力 の 利 用 、 省 エ ネ 効 率 の よ い 機

器 の 導 入 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 街 路 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 へ の

切 り 替 え や 維 持 管 理 を 適 切 に 行 い 、 無 駄 な エ ネ ル ギ ー 消 費

を 防 ぎ ま す 。 あ わ せ て 、 リ サ イ ク ル プ ラ ザ で 啓 発 し ま す 。  

 

（ ４ ） 温 室 効 果 ガ ス の 削 減  

① 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 の 推 進  

 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 に も と づ き 、 町 の 事 務 お よ び 事

業 に 関 し 、 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 や 吸 収 作 用 の 保 全 を 促 進 し

ま す 。  

 

② 公 共 交 通 の 整 備 促 進  

 人 や 物 の 移 動 に 必 要 な エ ネ ル ギ ー の 消 費 抑 制 や Ｃ Ｏ ２ な

ど の 温 室 効 果 ガ ス の 発 生 抑 制 に 効 果 が あ る 公 共 交 通 の 利 用

を 促 進 す る た め 、 Ｊ Ｒ 八 高 線 の 増 発 や バ ス 路 線 の 確 保 、 多

摩 都 市 モ ノ レ ー ル の 延 伸 を 要 望 し て い き ま す 。  
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２  ご み ・ し 尿  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 の １ 人 １ 日 あ た り の ご み 量 は ９ ４ ２ ｇ 、 資 源 化 率 は ３ ２ .

８ ％ で す （ 平 成 ２ ６ 年 度 ）。  

 一 般 ご み の 収 集 に つ い て は 、 戸 別 収 集 の 導 入 に よ っ て 排 出 者 責 任

が よ り 明 確 に な り ま し た が 、 集 合 住 宅 な ど 、 一 部 に ご み 出 し の マ ナ

ー 違 反 が 見 受 け ら れ ま す 。 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 に も と づ き 、 町

民 に 対 す る 意 識 啓 発 と と も に 、 効 率 的 か つ 適 正 な ご み の 減 量 と 分 別

収 集 、 再 資 源 化 の さ ら な る 推 進 を は か る 必 要 が あ り ま す 。  

 ま た 、 子 ど も 会 や 町 内 会 ・ 自 治 会 な ど に よ る 資 源 物 の 集 団 回 収 に

対 し て 奨 励 金 を 交 付 し て い ま す 。 資 源 化 率 の 向 上 を は か る た め 、 町

民 の 理 解 と 協 力 を も と め 、 資 源 物 集 団 回 収 の 拡 充 を 促 進 し て い く 必

要 が あ り ま す 。  

 燃 や せ な い ご み に つ い て は 、 リ サ イ ク ル プ ラ ザ で 中 間 処 理 後 、 東

京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 二 ツ 塚 処 分 場 で 不 燃 物 の 最 終 処 分 と 焼 却 灰

の エ コ セ メ ン ト 化 を 行 っ て い ま す が 、 処 分 能 力 の 延 命 が 大 き な 課 題

で あ る こ と か ら 、 不 燃 物 の 資 源 化 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 ご み

の 排 出 抑 制 へ の 取 り 組 み が 極 め て 重 要 と な っ て い ま す 。  

 し 尿 処 理 に つ い て は 、 し 尿 汲 み 取 り 世 帯 な ど の 把 握 と 、 し 尿 の 効

率 的 な 処 理 を 継 続 す る と と も に 、 公 共 下 水 道 整 備 後 の 速 や か な 接 続

を 促 進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。 し 尿 処 理 施 設 は 、 公 共 下 水 道 の 普

及 に 伴 い 、 し 尿 処 理 量 が 減 少 し て い く 中 で 広 域 的 共 同 処 理 を し て い

く こ と が 重 要 で す 。 ま た 、 受 益 者 負 担 の 適 正 化 の 観 点 か ら 、 し 尿 処

理 手 数 料 の 改 定 を 検 討 す る こ と も 必 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

ごみ排出量（ 1 人 1 日 あたり）  942 .0ｇ  792. 2ｇ  

資源化率  32. 8％  40.0％  
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【 施 策 】  

（ １ ） 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 の 推 進  

① 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 の 推 進  

 西 多 摩 衛 生 組 合 構 成 市 町 が 共 同 で 策 定 す る 一 般 廃 棄 物 処

理 基 本 計 画 に も と づ き 、 一 般 廃 棄 物 の 処 理 を よ り 一 層 適 正

か つ 効 率 的 、 効 果 的 に す す め る と と も に 、 広 域 性 を 重 視 し

た 見 直 し を 行 い ま す 。  

 

（ ２ ） ご み の 減 量 と 再 資 源 化  

① ご み の 減 量  

 ご み の 自 己 処 理 お よ び 過 剰 包 装 の 抑 制 を 促 進 し 、 一 層 の

ご み の 減 量 化 を は か り ま す 。  

 

② 資 源 物 集 団 回 収 の 充 実  

 ご み の 資 源 化 率 を 向 上 さ せ る た め 、 回 収 品 目 の 拡 充 や 奨

励 金 の 適 正 化 な ど 、実 施 団 体 数 や 実 施 回 数 が 増 加 す る よ う 、

資 源 物 集 団 回 収 の 充 実 を は か り ま す 。  

 

③ 分 別 収 集 体 系 の 堅 持  

 も っ と も 適 切 な 分 別 方 法 を 研 究 す る と と も に 、 一 層 の 減

量 化 と 再 資 源 化 を す す め る よ う 、 ご み の 分 別 に 対 す る 意 識

啓 発 に つ と め ま す 。  

 

④ 事 業 系 ご み の 排 出 抑 制  

 大 規 模 事 業 者 に 対 し て は 、 ご み の 減 量 化 計 画 の 提 出 を も

と め る と と も に 、 立 入 調 査 に よ り 減 量 に 対 す る 取 組 や 分 別

状 況 を 確 認 し 、 指 導 を 行 い ま す 。 ま た 、 ご み の 抜 き 打 ち 検

査 な ど を 実 施 し 、 分 別 の 徹 底 を 指 導 し て い き ま す 。  

 

（ ３ ） 最 終 処 分 場 の 延 命  

① 不 燃 ご み （ 埋 立 ご み ） の 減 量 お よ び エ コ セ メ ン ト 化 の 推 進  

 最 終 処 分 場 で あ る 東 京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 二 ツ 塚 処 分

場 の 延 命 化 を は か る た め 、 不 燃 物 の 資 源 化 に つ い て 検 討 し

て い き ま す 。ま た 、焼 却 灰 の エ コ セ メ ン ト 化 を 推 進 し ま す 。  
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（ ４ ） し 尿 等 の 効 率 的 処 理 と 浄 化 槽 の 適 正 管 理  

① 公 共 下 水 道 へ の 接 続 の 促 進  

 し 尿 汲 み 取 り 世 帯 お よ び 浄 化 槽 設 置 世 帯 に つ い て は 、 公

共 下 水 道 の 接 続 を 促 進 し 、 汲 み 取 り 世 帯 の 減 少 お よ び 衛 生

環 境 の 向 上 を は か り ま す 。  

 

② し 尿 等 の 効 率 的 処 理  

 年 々 減 少 し て い る 、 し 尿 汲 み 取 り に つ い て 、 共 同 処 理 を

継 続 す る と と も に 、 浄 化 槽 汚 泥 に つ い て も 共 同 処 理 を す す

め て い き ま す 。 ま た 、 処 理 手 数 料 の 適 正 化 や 効 率 的 な 収 納

方 法 な ど に つ い て 研 究 を 行 っ て い き ま す 。  

 

③ 浄 化 槽 等 の 適 正 管 理  

 浄 化 槽 を 適 正 に 使 用 す る た め 、 保 守 点 検 、 清 掃 、 定 期 点

検 の 実 施 に つ い て 、 啓 発 活 動 に つ と め ま す 。  
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３  環 境 保 全  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 快 適 で 利 便 性 の 高 い 社 会 基 盤 と ラ イ フ ス タ イ ル の 充 実 を も と め 、

都 市 活 動 は 依 然 活 発 で あ り 、 そ れ に 伴 っ て 自 然 の 減 少 や 公 害 へ の 対

策 な ど が 問 題 と な っ て い ま す 。 生 活 環 境 の 中 で 寄 せ ら れ る 苦 情 は 騒

音 、 悪 臭 、 大 気 汚 染 お よ び 水 質 汚 濁 な ど 、 多 岐 に わ た っ て い ま す 。

町 は 東 京 都 と 連 携 す る な ど 、環 境 に 悪 影 響 を お よ ぼ す 発 生 源 に 対 し 、

公 害 防 止 指 導 を 行 っ て い ま す 。 工 場 や 廃 棄 物 の 処 理 施 設 な ど 、 苦 情

発 生 時 に 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 で き る 体 制 を 維 持 す る 必 要 が あ り ま す 。

町 民 の 健 康 と 良 好 な 生 活 環 境 を 守 る た め 、 苦 情 の 発 生 源 の 早 期 把 握

と そ の 解 消 に つ と め て い く こ と が 重 要 で す 。  

 町 内 へ の 産 業 廃 棄 物 処 理 事 業 者 の 進 出 に つ い て は 、「 産 業 廃 棄 物 処

理 施 設 の 設 置 等 の 紛 争 予 防 に 関 す る 条 例 」 に も と づ き 、 関 係 住 民 と

事 業 者 の 間 の 紛 争 の 予 防 お よ び 調 整 を 適 切 に 行 っ て い く 必 要 が あ り

ま す 。  

 み ず ほ エ コ パ ー ク は 、 さ ま ざ ま な 自 然 環 境 が あ ふ れ る 町 民 の 憩 い

の 場 と な っ て い ま す 。 里 山 の 景 観 づ く り を す す め る こ と に よ り 、 多

く の 動 植 物 が 生 息 し て い ま す 。 今 後 も 環 境 学 習 の 拠 点 と し て 、 適 切

な 維 持 管 理 に つ と め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 瑞 穂 町 に は 、 多 く の 生 き も の が 生 息 し て い る 自 然 豊 か な 狭 山 丘 陵

や 、 カ ワ セ ミ や カ ル ガ モ な ど 数 多 く の 野 鳥 が 観 察 さ れ る 狭 山 池 公 園

が あ り ま す 。 町 の 宝 で あ る 自 然 を 守 り 、 生 き も の が 生 息 し や す い 環

境 を 保 全 す る た め に 、 町 民 や 事 業 者 へ 生 物 多 様 性 の 重 要 性 な ど に つ

い て の 啓 発 活 動 を 継 続 し 、 よ り 多 く の 理 解 と 協 力 を も と め て い く 必

要 が あ り ま す 。 特 に 、 ア ラ イ グ マ や ハ ク ビ シ ン な ど 、 外 来 種 の 被 害

が 増 加 し て い る た め 、 生 息 数 を 減 少 さ せ る 必 要 が あ り ま す 。 本 来 の

大 切 な 在 来 種 に つ い て は 、 生 態 系 が 崩 れ 始 め て い る た め 、 在 来 種 の

保 護 ・ 増 殖 に つ と め る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 地 域 固 有 の 自 然 環 境

の 保 全 に つ と め 、 自 然 と の 共 生 社 会 を 構 築 す る こ と が 重 要 で す 。  

 ま た 、 動 物 を 愛 護 す る 気 持 ち や 飼 い 主 の モ ラ ル や マ ナ ー の 向 上 も

大 切 で す 。「 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 法 律 」お よ び「 東 京 都 動 物

の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 」 に も と づ き 、 動 物 の 愛 護 と 飼 育 、 虐

待 防 止 に つ い て 啓 発 す る と と も に 、「 狂 犬 病 予 防 法 」に も と づ き 、飼

い 犬 の 登 録 と 予 防 接 種 率 の 向 上 に つ と め る 必 要 が あ り ま す 。  
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【 施 策 】  

（ １ ） 生 活 環 境 の 保 全  

① 環 境 監 視 体 制 の 充 実  

 公 害 の 未 然 防 止 と 早 期 対 応 を は か る た め 、 環 境 パ ト ロ ー

ル の 巡 回 監 視 を 強 化 す る と と も に 、 大 気 調 査 や 水 質 調 査 な

ど の 環 境 調 査 を 定 期 的 に 実 施 し 、 良 好 な 生 活 環 境 の 保 全 に

つ と め ま す 。  

 

② 産 業 廃 棄 物 処 理 へ の 対 応 強 化  

 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 の 設 置 計 画 が 示 さ れ た 際 に は 、 住 環

境 を 阻 害 し な い よ う 、「 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 の 設 置 等 の 紛 争

予 防 に 関 す る 条 例 」 の 遵 守 を も と め る と と も に 、 苦 情 発 生

時 に 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 で き る 体 制 を 維 持 し ま す 。  

 

③ 発 生 源 対 策 の 強 化  

 東 京 都 と 連 携 し 、 環 境 に 悪 影 響 を お よ ぼ し て い る 発 生 源

へ の 公 害 防 止 指 導 を 行 い ま す 。 ま た 、 家 庭 生 活 に 起 因 す る

公 害 に 対 す る 指 導 や 有 害 物 質 に 関 す る 的 確 な 情 報 提 供 を 行

い 、 環 境 に や さ し い 生 活 ス タ イ ル に つ い て 啓 発 し て い き ま

す 。  

 

（ ２ ） 自 然 環 境 の 保 護  

① 自 然 保 護 と 象 徴 的 植 物 保 全 の 総 合 的 な 推 進  

  在 来 の 自 然 環 境 を 保 全 す る た め 、 外 来 生 物 の 駆 除 と 日 本

固 有 種 の 保 護 、 狭 山 丘 陵 と そ の 周 辺 の 里 山 環 境 の 保 全 ・ 整

備 を す す め ま す 。 ま た 、 ア ン ネ の バ ラ に 代 表 さ れ る 象 徴 的

植 物 や 各 種 記 念 樹 の 植 樹 を 通 し て 、 町 の 個 性 を 引 き 出 す 都

市 景 観 の 形 成 を 総 合 的 に す す め ま す 。  

 

② エ コ パ ー ク の 充 実  

 環 境 学 習 の 拠 点 で あ る エ コ パ ー ク の 里 山 復 元 な ど 、 工 夫

を こ ら し た 環 境 整 備 に つ と め る と と も に 、 自 然 環 境 に 関 す

る 啓 発 活 動 の 充 実 を は か り ま す 。 ま た 、 ド ッ グ ラ ン に つ い

て は 、 利 用 者 の 自 主 的 な 清 掃 活 動 な ど を 支 援 し ま す 。  
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③ 自 然 共 生 社 会 の 構 築  

 動 植 物 の 良 好 な 生 息 空 間 の 保 護 と 、 人 間 と の 共 生 社 会 の

形 成 を め ざ し 、 生 物 多 様 性 へ の 関 心 を 高 め 、 理 解 を 深 め る

よ う 、 啓 発 活 動 に つ と め ま す 。 特 に 、 ア ラ イ グ マ や ハ ク ビ

シ ン な ど の 外 来 生 物 の 減 少 に つ と め る と と も に 、 ニ ホ ン イ

シ ガ メ を は じ め と す る 在 来 生 物 に つ い て 、 環 境 学 習 を か ね

た 、 保 護 ・ 増 殖 に つ と め ま す 。  

 

（ ３ ） 動 物 愛 護 社 会 の 形 成  

① 動 物 愛 護 の 意 識 啓 発  

 「 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 法 律 」 お よ び 「 東 京 都 動

物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 」 に も と づ き 、 動 物 の 愛 護

と 適 切 な 飼 育 、 虐 待 や 飼 育 放 棄 の 防 止 、 モ ラ ル の 向 上 な ど

に つ い て 啓 発 し て い き ま す 。  

 

② 狂 犬 病 の 予 防  

 「 狂 犬 病 予 防 法 」 に も と づ き 、 飼 い 主 へ 飼 い 犬 の 登 録 と

予 防 接 種 の 必 要 性 を 周 知 し 、 接 種 率 の 向 上 に つ と め ま す 。  
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４  環 境 美 化  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 ご み の 散 乱 や 雑 草 の 繁 茂 、 無 秩 序 な 捨 て 看 板 な ど 、 見 苦 し い 景 観

は 町 の イ メ ー ジ ダ ウ ン だ け で は な く 、 非 行 や 犯 罪 を 誘 発 す る 要 因 と

し て も 指 摘 さ れ て い ま す 。  

 ご み を 捨 て な い 意 識 を 啓 発 す る た め に 、 毎 年 ６ 月 に 全 町 一 斉 清 掃

を 実 施 し て い ま す 。 ま た 、 環 境 パ ト ロ ー ル に よ る 巡 回 監 視 に よ り 、

不 法 投 棄 の 防 止 や 空 き 地 の 適 正 管 理 の 指 導 、 路 上 の 広 告 物 な ど の 撤

去 を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 適 切 な 管 理 が 行 わ れ て い な い 空 き 家 に つ

い て は 、 町 民 の 生 活 環 境 に 深 刻 な 影 響 を お よ ぼ す こ と の な い よ う 、

町 と し て 必 要 な 措 置 を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 こ の よ う な 中 、 町 民 の 環 境 美 化 に 対 す る 関 心 は 高 ま り 、 ボ ラ ン テ

ィ ア に よ る ご み 拾 い な ど が 行 わ れ て い ま す が 、 そ の 一 方 で は 、 相 変

わ ら ず の ご み の ポ イ 捨 て 、 タ イ ヤ や 家 電 な ど の 不 法 投 棄 、 空 き 地 の

雑 草 な ど に 関 す る 苦 情 も あ り ま す 。  

 瑞 穂 町 の 美 し い 景 観 を 維 持 し 、 向 上 さ せ る た め に は 、 環 境 美 化 活

動 を 絶 や す こ と な く 拡 充 し て い く こ と が 重 要 で す 。 今 後 も 、 自 主 的

な 美 化 活 動 の 奨 励 と 支 援 を 続 け て い く と と も に 、「 捨 て な い 」、「 見 過

ご さ な い 」 と い う 基 本 的 な 意 識 を 啓 発 す る た め の 工 夫 と 、 多 く の 町

民 、 団 体 の 継 続 的 な 協 力 を も と め て い く こ と が 必 要 で す 。  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 環 境 美 化 の 推 進  

① 美 化 意 識 の 向 上  

 全 町 一 斉 清 掃 や 花 植 え 活 動 を 通 じ て 、 町 の 美 化 お よ び 町

民 の 美 化 意 識 の 高 揚 を は か り ま す 。  

 

② 美 化 活 動 の 奨 励 ・ 支 援  

 清 潔 で 美 し い 公 園 や 河 川 を 保 持 す る た め 、 町 内 会 ・ 自 治

会 な ど に よ る 適 切 な 管 理 を 奨 励 し ま す 。ま た 、町 民 、団 体 、

事 業 者 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 支 援 し ま す 。  
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（ ２ ） 環 境 悪 化 の 抑 制  

① 不 法 投 棄 お よ び 不 適 正 排 出 の 防 止  

 環 境 パ ト ロ ー ル の 巡 回 監 視 や 看 板 の 設 置 、 土 地 所 有 者 へ

の 通 知 、「 広 報 み ず ほ 」な ど に よ る 啓 発 活 動 に よ り 、不 法 投

棄 防 止 対 策 を 推 進 す る と と も に 、 防 犯 パ ト ロ ー ル や 警 察 な

ど と 連 携 し 、 投 棄 者 へ の 警 告 を 行 い 、 不 法 投 棄 の 撲 滅 に つ

と め ま す 。 ま た 、 ポ イ 捨 て や 不 適 正 な 排 出 に よ る ご み の 散

乱 を 防 止 し ま す 。  

 

② 空 き 地 ・ 空 き 家 の 適 正 管 理  

 不 法 投 棄 や 害 虫 の 発 生 、 犯 罪 な ど を 助 長 す る お そ れ の あ

る 、 放 置 さ れ た ま ま の 空 き 地 や 畑 な ど の 所 有 者 に 対 し 、 適

正 管 理 を 指 導 し ま す 。 ま た 、 空 き 家 に つ い て は 対 策 を 強 化

し 、 町 民 の 生 活 環 境 に 深 刻 な 影 響 を お よ ぼ す こ と の な い よ

う 、 所 有 者 へ 適 切 な 管 理 を 働 き か け ま す 。  

 

③ 関 係 機 関 と の 連 携  

 町 内 の 国 道 、 都 道 、 都 立 公 園 な ど へ の 不 法 投 棄 、 不 適 正

排 出 な ど に つ い て は 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 迅 速 に 対 応 し ま

す 。  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 
 

 

快適で美しいみずほ 
 

 

 

 

 

■  第１節  ■  

美しい街並みの住みよいまち 

 

■  第２節  ■  

便利で快適に暮らせるまち 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

89 

第 ５ 章  快 適 で 美 し い み ず ほ  

 

第 １ 節  美 し い 街 並 み の 住 み よ い ま ち  

 

１  土 地 利 用  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 の 土 地 利 用 の 状 況 は 、 Ｊ Ｒ 八 高 線 箱 根 ケ 崎 駅 を 中 心 に 市 街

地 が 広 が っ て い ま す 。  

 商 業 は 、 青 梅 街 道 や 新 青 梅 街 道 な ど の 幹 線 道 路 沿 い に 分 布 し 、 大

型 商 業 施 設 が 元 狭 山 地 区 と 殿 ケ 谷 地 区 に 進 出 し て い ま す 。  

 住 宅 は 、 西 部 土 地 区 画 整 理 事 業 完 了 区 域 以 外 で は 自 然 発 生 的 に 形

成 さ れ て い ま す が 、現 在 、箱 根 ケ 崎 駅 西 土 地 区 画 整 理 事 業 に よ っ て 、

町 の 新 し い 中 心 核 の 形 成 と 住 居 、 商 業 お よ び 工 業 の 調 和 の 取 れ た ま

ち づ く り を 推 進 し て い ま す 。  

 工 業 は 、 長 岡 地 区 南 西 部 や 箱 根 ケ 崎 地 区 西 部 、 元 狭 山 地 区 北 部 に

形 成 さ れ て い る ほ か 、殿 ケ 谷 地 区 で は 優 良 企 業 の 誘 致 が で き る よ う 、

現 在 、 土 地 区 画 整 理 事 業 が 行 わ れ て い ま す 。  

 ま た 、 瑞 穂 町 の 北 部 、 北 西 部 に は ま と ま っ た 優 良 農 地 が あ り 、 狭

山 茶 や 花 卉 、 野 菜 な ど が 生 産 さ れ て い ま す 。 北 東 部 に は 緑 豊 か な 狭

山 丘 陵 が 広 が り 、 町 民 の い こ い の 場 と し て 親 し ま れ て い ま す 。 そ の

一 方 、 南 部 か ら 中 心 部 に か け て は 横 田 基 地 が 存 在 し 、 町 域 の 一 体 的

土 地 利 用 を 阻 害 し て い ま す 。  

 瑞 穂 町 は 豊 か な 自 然 環 境 を 守 り な が ら 、 計 画 的 に 市 街 地 の 形 成 を

誘 導 し て き ま し た が 、 住 環 境 も 量 か ら 質 の 時 代 に 変 化 し つ つ あ り 、

今 後 は だ れ も が 暮 ら し や す い 安 全 性 、 利 便 性 、 快 適 性 を 備 え た ま ち

づ く り な ど 、 時 代 の ニ ー ズ を ふ ま え た 視 点 か ら 、 都 市 計 画 を 検 証 す

べ き 時 期 に き て い ま す 。 都 市 施 設 の 整 備 や 都 市 環 境 の 変 化 、 社 会 経

済 情 勢 な ど の 町 を 取 り 巻 く 状 況 の 変 化 を 見 極 め 、 必 要 に 応 じ て 都 市

計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 見 直 し を 検 討 す る こ と が 重 要 で す 。  

 新 青 梅 街 道 の 拡 幅 に 伴 い 、 適 切 な 土 地 利 用 を は か る た め 、 沿 道 区

域 の 用 途 変 更 お よ び 地 区 計 画 に つ い て 検 討 し 、 関 係 機 関 と の 協 議 、

調 整 な ど を 行 う こ と が 必 要 で す 。  

 地 籍 調 査 は 、平 成 ２ ６ 年 度 末 ま で に 約 ９ ８ .６ ％ が 完 了 し て い ま す 。

地 籍 の 明 確 化 は 、 土 地 所 有 者 の 財 産 保 護 お よ び 境 界 紛 争 の 未 然 防 止

を は か る と と も に 、 震 災 時 な ど に お け る 迅 速 な 現 地 復 旧 や 公 共 事 業

の 円 滑 化 な ど 幅 広 く 活 用 で き る こ と か ら 、 早 期 完 了 を め ざ す 必 要 が

あ り ま す 。  

  墓 地 に つ い て は 、町 民 の 意 識 や 宗 教 的 な 感 情 な ど も あ る こ と か ら 、

長 期 的 か つ 慎 重 に 検 討 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

地籍調査事業進ちょく率  98. 6％  100％  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 推 進  

① 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 推 進  

 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 地 区 別 構 想 お よ び 整 備 方 針 に

も と づ く 計 画 的 な ま ち づ く り を す す め る と と も に 、 町 を 取

り 巻 く 状 況 の 変 化 を 見 極 め 、 必 要 に 応 じ て マ ス タ ー プ ラ ン

の 見 直 し を 検 討 し 、 既 成 市 街 地 を 含 め 良 好 な 道 路 や 緑 地 の

整 備 を す す め 、安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 の 形 成 に つ と め ま す 。 

 

（ ２ ） 都 市 計 画 の 適 正 化  

① 区 域 区 分 の 適 正 化  

 市 街 化 区 域 と 市 街 化 調 整 区 域 に つ い て は 、 周 辺 の 都 市 施

設 な ど の 整 備 状 況 や 人 口 動 態 な ど を 的 確 に 把 握 し な が ら 、

市 街 化 を 促 進 す る 区 域 と 市 街 化 を 抑 制 す べ き 区 域 と の 均 衡

の 取 れ た 、 区 域 区 分 の 適 正 化 を は か り ま す 。  

 

② 用 途 地 域 等 の 適 正 化  

 都 市 と し て の 安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 の 形 成 と 、 豊 か な 自

然 環 境 の 保 全 お よ び 活 用 を は か る た め 、 適 正 な 用 途 地 域 の

指 定 を 行 う と と も に 、 新 た な 地 区 計 画 を 検 討 す る な ど 、 秩

序 あ る 空 間 構 成 と 有 効 な 都 市 機 能 の 配 置 を 誘 導 し ま す 。 ま

た 、 新 青 梅 街 道 の 拡 幅 に 伴 い 、 適 切 な 土 地 利 用 を は か る た

め 、 沿 道 区 域 に お い て は 、 関 係 機 関 と の 協 議 ・ 調 整 等 を 行

い 、 用 途 地 域 等 の 変 更 を め ざ し ま す 。  

 

③ 土 地 利 用 の 適 正 化  

 秩 序 あ る 良 好 な 土 地 利 用 を は か る た め 、 東 京 都 や 周 辺 自

治 体 と 連 携 し 、 瑞 穂 町 宅 地 開 発 等 指 導 要 綱 に も と づ い た 指

導 を 行 う と と も に 、 社 会 経 済 情 勢 や 町 内 に お け る 開 発 の 状

況 に 照 ら し あ わ せ な が ら 、 要 綱 の 見 直 し を 行 い ま す 。  
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（ ３ ） 市 街 地 整 備 の 促 進  

① 箱 根 ケ 崎 駅 東 口 周 辺 の 整 備 促 進  

 東 京 都 に よ る 都 道 １ ６ ６ 号 線 の 整 備 に つ い て 、 早 期 完 成

を 要 請 し て い き ま す 。 ま た 、 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル の 導 入 と

あ わ せ て 、 駅 東 口 周 辺 地 区 の ま ち づ く り を 研 究 し て い き ま

す 。  

 

② 既 成 市 街 地 の 整 備  

 生 活 空 間 と し て 魅 力 あ る 市 街 地 を 形 成 す る た め 、 道 路 や

公 園 な ど を 整 備 し 、 安 全 で 快 適 な 住 環 境 を 創 出 し ま す 。  

 

（ ４ ） 地 籍 の 明 確 化  

① 地 籍 調 査 事 業 の 推 進  

 土 地 所 有 者 の 財 産 保 護 お よ び 境 界 紛 争 の 未 然 防 止 を は か

る と と も に 、 公 共 事 業 の 円 滑 化 、 合 理 的 な 土 地 利 用 、 災 害

復 旧 へ の 迅 速 な 対 応 な ど 、 土 地 利 用 に 関 す る 施 策 の 基 礎 資

料 と な る 地 籍 調 査 事 業 を 推 進 し 、事 業 の 完 了 を め ざ し ま す 。 

 

（ ５ ） 公 共 用 地 の 確 保  

① 公 共 用 地 の 先 行 取 得  

 「 公 有 地 の 拡 大 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 な ど に も と づ き 、

今 後 も 継 続 し て 瑞 穂 町 お よ び 瑞 穂 町 土 地 開 発 公 社 で の 公 共

用 地 の 先 行 取 得 事 業 を 適 正 に 行 っ て い き ま す 。  

 

    ② 町 営 墓 地 の 必 要 性 の 検 討  

      町 営 墓 地 の 必 要 性 に つ い て 、 長 期 的 な 需 要 を 見 極 め な が

ら 慎 重 に 検 討 し て い き ま す 。  
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２  土 地 区 画 整 理  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 土 地 区 画 整 理 事 業 は 、 地 域 の 特 性 を 活 か し な が ら 、 秩 序 あ る 良 好

な 市 街 地 形 成 と 土 地 の 有 効 利 用 を 総 合 的 か つ 一 体 的 に は か る た め の

都 市 計 画 事 業 で す 。  

 現 在 、 瑞 穂 町 で は 箱 根 ケ 崎 駅 西 地 区 と 、 組 合 施 行 の 殿 ケ 谷 地 区 の

２ か 所 で 土 地 区 画 整 理 事 業 が 行 わ れ 、 早 期 完 成 を め ざ す 必 要 が あ り

ま す 。 ま た 、 栗 原 地 区 で は 組 合 設 立 に 向 け た 準 備 会 が 設 立 さ れ 、 事

業 化 に 向 け た 詳 細 な 調 査 を す す め て い ま す 。  

 土 地 区 画 整 理 事 業 の 推 進 に あ た っ て は 、 地 域 住 民 の 理 解 と 協 力 が

不 可 欠 で す 。 地 域 住 民 と 行 政 が 手 を 取 り 合 い な が ら 綿 密 に 計 画 を 作

成 し 、 効 率 的 か つ 円 滑 に 事 業 を 推 進 し 、 よ り よ い 街 づ く り を 行 う こ

と が 重 要 で す 。  

 な お 、 西 平 地 区 に つ い て は 、 現 在 施 行 中 の 土 地 区 画 整 理 事 業 の 進

ち ょ く 状 況 や 社 会 経 済 情 勢 、 地 域 の 要 望 な ど を 勘 案 し な が ら 、 基 盤

整 備 の あ り 方 を 引 き 続 き 研 究 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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【 施 策 】  

（ １ ） 施 行  

① 箱 根 ケ 崎 駅 西 土 地 区 画 整 理 事 業  

 瑞 穂 町 の 中 心 市 街 地 を 形 成 す る 箱 根 ケ 崎 駅 西 地 区 の 土 地

区 画 整 理 事 業 は 、 地 区 計 画 に よ る 良 好 な 環 境 の 整 備 に つ と

め 、 住 居 、 商 業 お よ び 工 業 が 調 和 し た 魅 力 あ る 都 市 空 間 の

創 出 を は か り ま す 。  

 ま た 、 駅 西 口 へ の バ ス 路 線 の 拡 充 を 促 進 す る と と も に 、

Ｊ Ｒ 八 高 線 と あ わ せ 広 域 交 通 の 結 節 点 と な る よ う 、 多 摩 都

市 モ ノ レ ー ル 延 伸 の 早 期 事 業 化 を 促 進 し ま す 。  

 

（ ２ ） 指 導 ・ 助 成  

① 殿 ヶ 谷 土 地 区 画 整 理 事 業  

 組 合 施 行 で あ る 殿 ヶ 谷 土 地 区 画 整 理 事 業 は 、 瑞 穂 町 の 都

市 基 盤 が 充 実 す る た め の 重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。 優 良

企 業 を 誘 導 で き る よ う な 住 居 と 工 業 の 均 衡 の 取 れ た 市 街 地

を 形 成 す る た め に 、 組 合 へ の 指 導 、 助 成 を 行 い ま す 。  

 ま た 、 新 青 梅 街 道 の 拡 幅 再 整 備 が 着 手 さ れ た た め 、 関 係

機 関 と 連 携 し 、 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル 延 伸 の 早 期 事 業 化 を 促

進 し ま す 。  

 

② 栗 原 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業  

 栗 原 地 区 は 道 路 や 公 園 な ど の 都 市 施 設 に 加 え 、 Ｊ Ｒ 八 高

線 の 新 駅 設 置 と 一 体 的 な 基 盤 整 備 を 予 定 し て い ま す 。 組 合

設 立 と 計 画 づ く り へ の 支 援 を 行 う と と も に 、 関 係 機 関 と の

調 整 お よ び 連 携 を 行 い 、 地 域 住 民 の 意 見 を 尊 重 し な が ら 、

事 業 の 早 期 着 手 と 推 進 に つ と め ま す 。  

 

（ ３ ） 研 究  

① 西 平 地 区 の 土 地 区 画 整 理 事 業  

 地 域 住 民 の 意 向 を 尊 重 し な が ら 、 現 在 施 行 中 の 土 地 区 画

整 理 事 業 の 進 ち ょ く 状 況 と 社 会 経 済 情 勢 を ふ ま え 、 基 盤 整

備 の あ り 方 を 研 究 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

  



 

94 

 

３  景 観  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 は 、 狭 山 丘 陵 に よ っ て 、 豊 か な 稜 線 を 醸 し 出 し て い ま す 。

ま た 、残 堀 川 沿 い の 親 水 エ リ ア と 緑 化 空 間 は 潤 い あ る 景 観 を 創 出 し 、

阿 豆 佐 味 天 神 社 な ど の 鎮 守 の 森 も 町 民 に や す ら ぎ を 与 え る 景 観 と な

っ て い ま す 。 さ ら に 耕 心 館 は 、 武 蔵 野 の 旧 家 の た た ず ま い を 残 し た

歴 史 と 文 化 を 感 じ さ せ る 静 的 空 間 と 、 現 代 の 活 動 拠 点 と し て 利 用 す

る 町 民 の 動 的 空 間 が 調 和 し 、 落 ち 着 き と 活 力 あ る 雰 囲 気 を つ く り だ

し て い ま す 。  

良 好 な 景 観 は 、 町 民 が 共 有 す る 貴 重 な 財 産 で す 。 町 民 と 町 が 協 力

し て 、 街 並 み の 整 備 や 緑 地 の 保 全 な ど を は か り 、 地 域 に 秩 序 あ る 美

し い 、 潤 い を 感 じ る 景 観 を 創 り 出 す こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 こ の よ う な 自 然 的 景 観 と 歴 史 的 景 観 の 保 全 に つ と め 、 良 好 な 姿 で

次 代 へ 引 き 継 い で い か な け れ ば な り ま せ ん 。 ま た 、 町 の 特 性 、 歴 史

お よ び 文 化 を 活 か し な が ら 、 新 た な 景 観 資 源 を 発 掘 し 、 町 の 個 性 を

引 き 出 す 都 市 景 観 を 形 成 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 一 方 で 、 捨 て 看 板 や ポ ス タ ー 、 不 法 投 棄 物 な ど 、 町 の 良 好 な 景 観

を 乱 す 要 因 も 存 在 し て い ま す 。「 環 境 美 化 」 の 施 策 と 連 携 し な が ら 、

環 境 パ ト ロ ー ル に よ る 巡 回 監 視 に 加 え 、 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア な ど と

の 協 力 に よ り 、 良 好 な 景 観 を 維 持 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 景 観 に 関 す る 総 合 的 計 画 で あ る 景 観 基 本 計 画 に も と づ き 、 自 然 と

都 市 の 調 和 し た 魅 力 あ る 景 観 を 創 出 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

生垣設置補助制度利用 件数・総延長  
(累計 )  

48 件  
786.2ｍ  

60 件  
1,00 0ｍ  
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【 施 策 】  

（ １ ） 景 観 基 本 計 画 の 推 進  

① 景 観 基 本 計 画 の 推 進  

 景 観 基 本 計 画 に も と づ き 、 瑞 穂 町 の 自 然 的 景 観 と 歴 史 的

景 観 の 保 全 、 都 市 景 観 の 創 出 に つ と め 、 そ れ ぞ れ が 調 和 し

た 美 し い 街 並 み の 形 成 を 推 進 し ま す 。  

 

（ ２ ） 景 観 の 保 全  

① 潤 い の あ る 景 観 の 形 成  

 自 然 的 景 観 を 形 成 し て い る 狭 山 丘 陵 の 六 道 山 公 園 や 狭 山

池 を 源 流 と す る 残 堀 川 沿 い の 親 水 空 間 な ど 、 多 様 性 の あ る

環 境 の 保 全 に つ と め る と と も に 、 周 辺 の 緑 地 整 備 と そ の 活

用 に よ り 、 眺 望 の よ い 、 潤 い の あ る 景 観 を 創 出 し ま す 。  

 

② 風 情 を 感 じ る 景 観 の 形 成  

 落 ち 着 い た 雰 囲 気 を 醸 し 出 し て い る 耕 心 館 な ど の 歴 史 的

建 造 物 の 保 全 に つ と め る と と も に 、 地 域 の 景 観 資 源 と し て

活 用 し 、 風 情 を 感 じ る 景 観 を 創 出 し ま す 。  

 

（ ３ ） 地 域 資 源 を 活 か し た 景 観 の 創 出  

① 都 市 景 観 の 創 出  

 地 域 の 特 性 に あ わ せ た 個 性 的 で 魅 力 あ ふ れ る 景 観 の 形 成

を は か る た め 、地 区 計 画 や 生 垣 設 置 補 助 制 度 の 活 用 の ほ か 、

道 路 や 公 園 な ど へ の 花 植 え 、 公 共 施 設 の 美 化 に つ と め る と

と も に 、 モ ニ ュ メ ン ト な ど 新 た な 景 観 資 源 の 創 出 を は か り

ま す 。 ま た 、 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 を 推 進 す る と と

も に 、 地 域 に お け る 景 観 づ く り 事 業 へ の 支 援 や 、 電 線 の 地

中 化 に つ い て 関 係 機 関 に 要 請 を 行 う な ど 、 良 好 な 都 市 景 観

の 形 成 を は か り ま す 。  
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第 ２ 節  便 利 で 快 適 に 暮 ら せ る ま ち  

 

１  公 共 交 通  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 瑞 穂 町 の 公 共 交 通 は 、 Ｊ Ｒ 八 高 線 と 民 間 お よ び 都 営 バ ス 路 線 が 、

町 民 の 日 常 生 活 の 足 と し て 、 重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。 し か し 、

町 民 意 識 調 査 結 果 で は 、公 共 交 通 に 対 す る 満 足 度 は 依 然 と し て 低 く 、

町 の 将 来 の 姿 と し て も と め る 意 見 も 「 道 路 や 鉄 道 な ど の 交 通 網 の 発

達 し た ま ち 」 が 最 も 多 く な っ て い ま す 。  

 Ｊ Ｒ 八 高 線 に つ い て は 、 箱 根 ケ 崎 新 駅 舎 の 完 成 、 東 京 駅 と の 直 通

電 車 の 新 設 、 川 越 線 と の 直 通 電 車 の 増 便 な ど 、 利 便 性 の 向 上 も 見 ら

れ ま す が 、 単 線 で あ る こ と か ら 大 幅 な 増 便 も な く 、 通 勤 や 通 学 の 交

通 手 段 と し て 十 分 と は い え な い 状 況 で す 。複 線 化 や 新 駅 設 置 も 含 め 、

町 議 会 お よ び 沿 線 自 治 体 と 連 携 し て 、 引 き 続 き 粘 り 強 く 要 請 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。  

 箱 根 ケ 崎 駅 は 、 電 車 と バ ス が 交 わ る 要 所 で す 。 新 た に 西 口 発 着 の

バ ス 路 線 が 開 設 さ れ る な ど 、 東 西 駅 前 広 場 の 整 備 も 完 了 と し た こ と

か ら 、 今 後 も 、 バ ス 路 線 網 や 運 行 本 数 の 充 実 を 要 請 し て い く こ と が

必 要 で す 。  

 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル に つ い て は 、 土 地 区 画 整 理 事 業 の 推 進 、 新 青

梅 街 道 拡 幅 再 整 備 事 業 へ の 着 手 な ど か ら 、 町 民 は 箱 根 ケ 崎 方 面 延 伸

の 早 期 実 現 に 大 き な 期 待 を 寄 せ て い ま す 。 ま た 、 地 域 の 交 通 利 便 性

が 格 段 に 向 上 す る こ と や 土 地 利 用 な ど 、 人 の 交 流 や 地 域 の 発 展 に 大

き く 寄 与 す る も の と な り ま す 。  

 平 成 ２ ７ 年 度 の 交 通 政 策 審 議 会 答 申 に 向 け 、 東 京 都 の 検 討 結 果 で

は 、 整 備 に つ い て 優 先 的 に 検 討 す べ き ５ 路 線 の ひ と つ に 、 箱 根 ケ 崎

方 面 延 伸 が 位 置 づ け ら れ ま し た 。 上 北 台 か ら 箱 根 ケ 崎 間 の 早 期 事 業

化 を 引 き 続 き 要 請 し て い く こ と に 加 え 、 導 入 空 間 沿 線 の 利 活 用 や 、

財 源 の 確 保 な ど 事 業 着 手 に 向 け た 準 備 も 必 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

八高線箱根ケ崎駅電車本数  90 本  95 本  
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【 施 策 】  

（ １ ） 鉄 道 の 充 実  

① Ｊ Ｒ 八 高 線 の 複 線 化 ・ 車 両 基 地 の 整 備 促 進  

 Ｊ Ｒ 八 高 線 の 複 線 化 と 車 両 基 地 の 整 備 に つ い て 、 町 議 会

や 沿 線 自 治 体 な ど と 連 携 し た 要 請 活 動 を 展 開 し 、 輸 送 力 の

増 強 を 促 進 し ま す 。  

 

② Ｊ Ｒ 八 高 線 の 運 行 本 数 増 加 等 の 要 請  

 通 勤 や 通 学 の 足 で あ る Ｊ Ｒ 八 高 線 の 運 行 本 数 の 増 加 、 青

梅 線 や 川 越 線 と の 乗 り 継 ぎ 時 間 の 短 縮 な ど 、 Ｊ Ｒ 八 高 線 利

用 者 の 利 便 性 向 上 の た め 、 町 議 会 や 沿 線 自 治 体 と 連 携 し て

粘 り 強 く 要 請 し ま す 。  

 

③ 新 駅 設 置 の 要 請  

 栗 原 地 区 の 土 地 区 画 整 理 事 業 に あ わ せ た 新 駅 整 備 と 、 武

蔵 野 地 区 へ の 新 駅 設 置 に つ い て 、 引 き 続 き 関 係 機 関 に 要 請

し ま す 。  

 

（ ２ ） バ ス 交 通 の 充 実  

① 運 行 サ ー ビ ス の 充 実  

 運 行 路 線 の 拡 充 や 運 行 本 数 の 増 加 、 運 行 時 間 の 延 長 に 加

え 、 都 営 バ ス の 箱 根 ケ 崎 駅 へ の 乗 り 入 れ 増 な ど 、 引 き 続 き

関 係 機 関 に 要 請 し て い き ま す 。  

 

（ ３ ） 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル の 導 入  

① 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル の 整 備 促 進  

 整 備 効 果 が 高 い こ と が 見 込 ま れ る 路 線 の ひ と つ に 位 置 づ

け ら れ た こ と か ら 、 上 北 台 駅 か ら 箱 根 ケ 崎 ま で の 延 伸 に つ

い て 、 町 議 会 や 関 係 自 治 体 と 連 携 し 、 関 係 機 関 へ 強 く も と

め て い き ま す 。 ま た 、 沿 線 の 利 活 用 や 財 源 の 確 保 な ど 、 事

業 着 手 に 向 け た 準 備 を す す め ま す 。  

 

 

  



 

98 

 

２  住 宅 ・ 公 園  

 

【 現 況 と 課 題 】  

  瑞 穂 町 で は 、 だ れ も が 安 全 に 安 心 し て 居 住 す る こ と が で き る ま ち

づ く り の 実 現 を め ざ し 、 町 の 地 域 特 性 を ふ ま え て 策 定 し た 住 宅 マ ス

タ ー プ ラ ン が あ り ま す 。 近 年 、 高 齢 者 の ひ と り 世 帯 が 増 え て い る な

か 、 町 民 意 識 調 査 結 果 で は 、 ひ と り 暮 ら し の 高 齢 者 へ の 支 援 を 要 望

す る 声 が 多 く 、 高 齢 者 に 配 慮 し た 改 築 や 設 備 整 備 が 必 要 で す 。 今 後

も 、 一 般 住 宅 に お け る バ リ ア フ リ ー 化 、 障 が い の あ る 人 の 居 住 環 境

向 上 に 向 け た 支 援 も 必 要 で す 。  

  町 営 住 宅 に つ い て も 、 入 居 者 の 高 齢 化 が す す ん で い ま す 。 階 段 の

昇 り 降 り の 負 担 を 少 な く す る た め 、入 居 者 住 宅 変 更 募 集 を 随 時 行 い 、

退 去 時 修 繕 時 に は 室 内 を バ リ ア フ リ ー に す る な ど 、高 齢 者 が 安 全 に 、

安 心 し て 生 活 が で き る 取 り 組 み が 必 要 で す 。 ま た 、 町 営 住 宅 は 建 設

か ら 約 ３ ０ 年 が 経 過 し 、 施 設 の 老 朽 化 が す す ん で い ま す 。 長 寿 命 化

に 向 け て 改 修 ・ 修 繕 を は か る た め 、 町 営 住 宅 長 寿 命 化 計 画 を 策 定 し

ま し た 。 今 後 は 計 画 に 沿 っ た 安 全 で 利 用 し や す い 住 環 境 の 整 備 が も

と め ら れ ま す 。  

 住 宅 地 に つ い て は 、 土 地 区 画 整 理 事 業 に よ っ て 宅 地 と 都 市 施 設 の

整 備 を す る と と も に 、 地 区 計 画 制 度 の 活 用 な ど 、 健 全 な 都 市 環 境 の

確 保 を は か っ て い ま す が 、 新 し い 居 住 空 間 と 生 活 環 境 を 創 出 し て い

く 中 で 、 だ れ も が 暮 ら し や す い 安 全 性 、 利 便 性 、 快 適 性 を 備 え た ま

ち づ く り が 基 盤 整 備 と し て も と め ら れ て い ま す 。  

 瑞 穂 町 は 、 東 日 本 大 震 災 な ど の 自 然 災 害 を 受 け 、 耐 震 改 修 促 進 計

画 を 策 定 し 、 耐 震 診 断 お よ び 耐 震 改 修 の 助 成 制 度 を 設 け ま し た 。 引

き 続 き 既 存 住 宅 の 耐 震 化 を 促 進 し 、 居 住 空 間 に お け る 被 害 軽 減 を は

か る 必 要 が あ り ま す 。  

 一 方 、 公 園 や 緑 地 も 、 日 常 生 活 の 中 で 潤 い と や す ら ぎ を 与 え て く

れ る 開 か れ た 空 間 で す 。 住 宅 地 の 中 の 身 近 な と こ ろ に 存 在 す る こ と

に よ り 、地 域 交 流 の 場 や 防 災 拠 点 と し て も 機 能 し ま す 。宅 地 と 公 園・

緑 地 の 一 体 的 な 整 備 を 推 進 し 、 新 た な 町 民 の 人 口 流 入 と 定 住 化 を 促

進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 だ れ も が 安 全 に 利 用 し や す い 公 園 整 備 に つ と め る と と も に 、 世 代

間 を 超 え た 交 流 の 場 と し て の 整 備 や 、 健 康 志 向 を ふ ま え た 健 康 器 具

の 設 置 な ど を 引 き 続 き す す め て い く こ と も 重 要 で す 。  

 狭 山 丘 陵 は 、 都 立 狭 山 自 然 公 園 や 狭 山 近 郊 緑 地 保 全 区 域 に 指 定 さ

れ 、都 立 野 山 北・六 道 山 公 園 の 整 備 が す す ん で い ま す 。学 校 通 り（ 町

道 ２ 号 線 ） に 架 か る 狭 山 懸 橋 が 整 備 さ れ 、 遊 歩 道 の 充 実 が は か ら れ

て い ま す 。 今 後 は 、 西 端 部 の さ や ま 花 多 来 里 の 郷 な ど と の 、 一 体 的

な 整 備 を す す め て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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 市 街 地 の 大 樹 や 屋 敷 林 、 平 地 林 に つ い て は 、 保 存 樹 木 ・ 樹 林 地 制

度 に も と づ き 、 保 存 指 定 を 行 っ て い ま す 。 緑 地 の 減 少 は 地 球 温 暖 化

に つ な が る と と も に 、 生 き も の の 生 態 系 や 水 環 境 に も 影 響 を 与 え る

た め 、 所 有 者 お よ び 関 係 機 関 と の 連 携 、 協 力 に よ っ て 緑 の 保 全 と 創

出 に 取 り 組 む こ と が 重 要 で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

町民の定住意向指数 (町民意識調査 )  51. 1％  55.0％  

公園ボランティア登録者数  
個 人 43 人  

団 体 4（ 158 人 ） 

法 人 4（ 45 人 ） 

個 人 60 人  
団 体 8（ 180 人 ） 
法 人 5（ 65 人 ） 

保存樹林地登録数  
樹 木  35 本  

樹 林 地 37 か 所  
樹 木  40 本  

樹 林 地 40 か 所  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン の 推 進  

① 住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン の 推 進  

 住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン に も と づ き 、 町 内 に お け る 住 宅 お よ

び 住 宅 地 の 供 給 を 推 進 し 、 安 定 し た 生 活 環 境 の 確 保 と 向 上

を 促 進 し ま す 。  

 

（ ２ ） 居 住 環 境 の 整 備  

① 質 と 量 の バ ラ ン ス の 取 れ た 居 住 空 間 の 形 成  

 国 や 東 京 都 と 連 携 し 、 既 存 住 宅 の 耐 震 化 、 防 音 化 、 バ リ

ア フ リ ー 化 を 促 進 す る と と も に 、 地 区 計 画 や 開 発 指 導 に よ

り 優 良 住 宅 地 の 創 出 を は か り 、 質 と 量 の バ ラ ン ス の 取 れ た

居 住 空 間 の 形 成 を め ざ し ま す 。  

 

② 住 居 表 示 の 整 備  

 利 便 性 が よ く 、 安 全 で 安 心 で き る 住 環 境 を 形 成 す る た め

に 、 土 地 区 画 整 理 事 業 の 状 況 と 町 民 ニ ー ズ に あ わ せ 、 わ か

り や す い 住 居 表 示 の 整 備 を 推 進 し て い き ま す 。  
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（ ３ ） 高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 に 配 慮 し た 住 宅 整 備  

① 高 齢 者 に 配 慮 し た 住 宅 の 整 備  

 要 介 護 状 態 に な っ て も 自 宅 で 生 活 が で き る よ う 、 そ れ ぞ

れ の 状 態 に 応 じ た 自 宅 の バ リ ア フ リ ー 化 を 促 進 す る と と も

に 、 高 齢 者 の 生 活 に 配 慮 し た 改 築 や 設 備 整 備 の 支 援 を し ま

す 。 ま た 、 い つ ま で も 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る

住 ま い を 確 保 す る た め 、 高 齢 者 向 け の 優 良 な 住 宅 整 備 の 検

討 を 行 い ま す 。  

 

② 障 が い の あ る 人 に 配 慮 し た 住 宅 の 整 備  

 住 宅 設 備 改 善 費 給 付 事 業 や 日 常 生 活 用 具 給 付 事 業 に よ り 、

手 す り の 取 り 付 け や 段 差 の 解 消 な ど を 促 進 し て い ま す 。 支

給 制 度 の 普 及 推 進 を は か る と と も に 、 制 度 の 拡 充 に 向 け た

検 討 を 行 い ま す 。  

 

（ ４ ） 公 共 住 宅 の 充 実  

① 町 営 住 宅 の 居 住 環 境 の 充 実  

 町 営 住 宅 長 寿 命 化 計 画 に も と づ き 、 屋 上 防 水 工 事 な ど を

計 画 的 に 実 施 し 、 建 物 の 長 寿 命 化 を は か り ま す 。 ま た 、 入

居 者 の 高 齢 化 に 対 応 し 、 継 続 し て 入 居 者 住 宅 変 更 募 集 を 随

時 実 施 し ま す 。  

 

（ ５ ） 計 画 的 な 公 園 整 備  

① 都 市 計 画 公 園 の 整 備  

 都 市 計 画 公 園 ・ 緑 地 の 整 備 方 針 に よ り 重 点 公 園 ・ 緑 地 に

定 め ら れ た 公 園 の 整 備 を 促 進 し ま す 。 ま た 、 都 立 野 山 北 ・

六 道 山 公 園 へ の 遊 歩 道 の 整 備 な ど 、 さ ら な る 推 進 を は か る

よ う 東 京 都 に 要 請 し て い き ま す 。  

 

② い こ い の 場 の 提 供  

 緑 の 基 本 計 画 に も と づ き 、 計 画 的 な 公 園 の 整 備 を す す め

ま す 。 ま た 、 土 地 区 画 整 理 事 業 や 大 規 模 開 発 に あ わ せ 、 公

園 や 緑 地 の 確 保 に つ と め 、 だ れ も が 利 用 し や す い 町 民 の い

こ い の 場 、 交 流 の 場 の 創 出 を は か り ま す 。  
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③ 安 全 か つ 工 夫 を こ ら し た 公 園 整 備  

 遊 具 な ど の 安 全 点 検 や 植 栽 の 定 期 せ ん 定 に つ と め 、 子 ど

も た ち が 安 全 に 、 保 護 者 も 安 心 し て 利 用 で き る 公 園 づ く り

を す す め る と と も に 、 健 康 器 具 や 児 童 遊 具 の 設 置 な ど 、 子

ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 だ れ も が 楽 し め る 公 園 づ く り を す す

め ま す 。  

 

④ 効 率 的 な 維 持 管 理 と 特 色 あ る 公 園 づ く り  

 公 園 は 町 民 に も っ と も 身 近 な コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 で あ る た

め 、 公 園 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 を 普 及 さ せ 、 町 民 が 地 域 の 公 園

を 維 持 管 理 す る と と も に 、 地 域 の ニ ー ズ に 合 っ た 特 色 あ る

公 園 づ く り を 自 ら 行 う こ と が で き る よ う 推 進 し て い き ま す 。 

 

⑤ バ ラ ン ス の 取 れ た 公 園 配 置  

 住 居 と 公 園 の バ ラ ン ス の 取 れ た 適 正 配 置 に つ と め る と と

も に 、 市 街 地 の 空 閑 地 を 利 用 し た ポ ケ ッ ト パ ー ク の 整 備 を

推 進 し ま す 。  

 

（ ６ ） 緑 地 の 保 全  

① 狭 山 丘 陵 の 公 有 地 化  

 豊 富 な 緑 と 自 然 的 景 観 の 保 全 を は か る た め 、 東 京 都 と 連

携 し 、 必 要 に 応 じ て 公 有 地 化 を 推 進 し ま す 。  

 

② 平 地 林 ・ 樹 木 の 保 全  

 保 存 樹 林 ・ 樹 林 地 制 度 お よ び 緑 の 基 本 計 画 に も と づ き 、

保 存 樹 林 地 の 指 定 お よ び 整 備 、 公 有 地 化 の 推 進 、 大 樹 や 屋

敷 林 の 保 存 な ど に つ と め ま す 。  

 

③ さ や ま 花 多 来 里 の 郷 の 管 理 ・ 運 営  

 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 の 拠 点 施 設 で あ る 、 さ や ま

花 多 来 里 の 郷 が 、 瑞 穂 町 の シ ン ボ ル 施 設 と な る よ う 町 内 外

へ 情 報 を 発 信 し ま す 。 ま た 、 ボ ラ ン テ ィ ア と の 協 働 に よ り

管 理 ・ 運 営 を す す め ま す 。  
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３  道 路  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 自 動 車 保 有 率 が 高 い 瑞 穂 町 で は 、 道 路 は 日 常 生 活 に お け る 必 要 不

可 欠 な 都 市 施 設 で あ り 、 安 全 性 、 利 便 性 を 備 え た 道 路 の 整 備 は 、 町

の 重 要 な テ ー マ で す 。  

 新 青 梅 街 道 は 、 圏 央 道 や 国 道 １ ６ 号 と と も に 、 主 要 道 路 ネ ッ ト ワ

ー ク を 形 成 す る 上 で 、 大 切 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。 新 青 梅 街 道 の 拡

幅 再 整 備 は 東 京 都 に よ り 事 業 が す す め ら れ て い ま す が 、 早 期 完 成 に

向 け て 東 京 都 な ど に 整 備 促 進 を 要 請 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 ま た 、 都 道 １ ６ ６ 号 線 の 拡 幅 に つ い て は 、 一 日 も 早 い 交 通 環 境 の

改 善 に 向 け 、 事 業 の 早 期 完 了 を 要 請 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 一 方 、 主 要 道 路 以 外 の 生 活 道 路 も 基 盤 整 備 さ れ た 地 区 以 外 は 、 道

幅 の 狭 い 区 間 が あ り 、 歩 道 と 車 道 の 区 別 の な い 道 路 な ど 、 日 常 生 活

に お け る 歩 行 、 通 行 両 面 で の 危 険 性 が 伺 え ま す 。 特 に 、 圏 央 道 と 中

央 自 動 車 道 の 接 続 や 町 内 外 に お け る 大 型 商 業 施 設 の 立 地 に 伴 い 交 通

量 が 増 加 し て い る た め 、 生 活 道 路 へ の 車 両 進 入 も 増 え て い ま す 。 通

学 路 を は じ め 、 町 民 の 安 全 を 重 視 し た 道 路 の 改 善 を は か っ て い く 必

要 が あ り ま す 。  

 し か し 、 こ れ ら の 問 題 の 解 消 に は 、 沿 道 地 権 者 の 理 解 と 協 力 が 不

可 欠 で す 。 町 民 の 理 解 を 得 な が ら 、 生 活 圏 へ の 進 入 車 両 を 迅 速 に 幹

線 道 路 に 導 く と と も に 、 通 過 車 両 を 適 正 に 分 散 で き る よ う 、 生 活 道

路 と 幹 線 道 路 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

 ま た 、 高 齢 社 会 が す す む 中 、 だ れ も が 利 用 し や す く 、 安 全 で 快 適

な 歩 行 空 間 を 確 保 し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。  

 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 に も と づ き 、 計 画 拠 点 施 設 や 地 域 資

源 を 有 機 的 に 繋 ぐ た め 、 回 廊 ル ー ト の 整 備 を 推 進 す る 必 要 が あ り ま

す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

道路面積  1,4 74 ,0 80 ㎡  1,48 0 , 0 50 ㎡  

道路舗装率  85. 3％  86.3％  
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【 施 策 】  

（ １ ） 幹 線 道 路 の 整 備  

① 都 市 計 画 道 路 の 整 備  

 東 京 に お け る 都 市 計 画 道 路 の 整 備 方 針 （ 第 四 次 事 業 化 計

画 ） に お い て 、 東 京 都 と 区 市 町 が 共 同 で 定 め た 優 先 整 備 路

線 を 中 心 に 、 次 の 都 市 計 画 道 路 の 整 備 を 促 進 し ま す 。  

  福 ３ ・ ４ ・ ４ 号 線  東 京 都 施 行  

  福 ３ ・ ４ ・ 10 号 線  国 土 交 通 省 ・ 東 京 都 施 行  

  福 ３ ・ ４ ・ 21 号 線  東 京 都 施 行  

  福 ３ ・ ４ ・ 26 号 線  瑞 穂 町 施 行  

  福 ３ ・ ５ ・ 17 号 線  東 京 都 施 行  

  福 ３ ・ ５ ・ 23 号 線  瑞 穂 町 施 行  

  福 ３ ・ ５ ・ 24 号 線  瑞 穂 町 施 行  

 

② 土 地 区 画 整 理 事 業 に よ る 整 備 促 進  

 土 地 区 画 整 理 事 業 に よ り 、 次 の 都 市 計 画 道 路 の 整 備 を 促

進 し ま す 。  

 箱 根 ケ 崎 駅 西 土 地 区 画 整 理 事 業  

  福 ３ ・ ４ ・ 30 号 線  

  福 ３ ・ ５ ・ 17 号 線  

 殿 ヶ 谷 土 地 区 画 整 理 事 業  

  福 ３ ・ ５ ・ 22 号 線  

  福 ３ ・ ５ ・ 23 号 線  

 栗 原 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業  

  福 ３ ・ ４ ・ 21 号 線  

  福 ３ ・ ４ ・ 26 号 線  

 

③ 国 や 東 京 都 へ の 整 備 要 請  

 新 青 梅 街 道 の 拡 幅 再 整 備 お よ び 都 道 １ ６ ６ 号 線 の 整 備 に

つ い て は 、 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル 延 伸 の 前 提 条 件 で あ る こ と

か ら 、 早 期 の 完 了 を 要 望 し ま す 。  

 ま た 、 圏 央 道 青 梅 イ ン タ ー チ ェ ン ジ と の ア ク セ ス 機 能 を

重 視 し た 都 市 計 画 道 路 青 ３・４・ 13 号 線 な ど 関 連 道 路 の 事

業 化 、 渋 滞 緩 和 策 と し て 、 第 ３ 次 交 差 点 す い す い プ ラ ン に

位 置 づ け ら れ て い る 交 差 点 へ の 改 良 事 業 の 推 進 、 さ ら に 、

歩 行 者 の 安 全 確 保 と 沿 道 の 快 適 な 環 境 づ く り の た め 、 バ リ

ア フ リ ー 化 や 歩 車 道 分 離 施 設 の 設 置 、 緑 化 の 推 進 な ど に つ

い て 、 国 や 東 京 都 に 要 望 し て い き ま す 。  
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（ ２ ） 町 道 の 整 備 と 適 切 な 維 持 管 理  

① 町 道 の 整 備  

 町 民 の 安 全 で 快 適 な 通 行 を 確 保 す る た め 、 町 道 の 整 備 お

よ び 改 良 に つ と め る と と も に 、 幹 線 道 路 と 生 活 道 路 の ネ ッ

ト ワ ー ク を 形 成 し 、 地 域 内 交 通 の 円 滑 化 を は か り ま す 。 ま

た 、 災 害 時 に 迅 速 か つ 円 滑 な 消 防 活 動 な ど が で き る よ う 、

避 難 道 路 と し て の 機 能 の 確 保 に つ と め ま す 。  

 

② 回 廊 ル ー ト の 整 備  

 水 ・ 緑 と 観 光 を 繋 ぐ 回 廊 計 画 に も と づ き 、 安 全 で 快 適 な

歩 行 空 間 を 確 保 す る た め 、 順 次 、 回 廊 ル ー ト の 特 殊 カ ラ ー

舗 装 を 行 い 、 町 民 や 来 訪 者 が 自 然 環 境 ・ 歴 史 的 資 源 な ど と

ふ れ あ え る よ う わ か り や す い ル ー ト を 整 備 し て い き ま す 。  

 

③ 狭 あ い 道 路 の 解 消  

 「 建 築 基 準 法 」 第 ４ ２ 条 第 ２ 項 に も と づ く セ ッ ト バ ッ ク

部 分 の 公 有 地 化 を 含 め 、 沿 道 の 地 権 者 の 理 解 と 協 力 を も と

め な が ら 、 狭 あ い 道 路 を 改 修 し 、 秩 序 あ る 生 活 道 路 環 境 の

確 保 に つ と め ま す 。  

 

④ 適 切 な 維 持 管 理  

 道 路 の 管 理 体 制 を さ ら に 強 化 し 、 不 良 箇 所 の 早 期 発 見 に

つ と め る と と も に 、 状 況 に 応 じ た 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 を は

か り 、 良 好 な 道 路 機 能 を 維 持 し ま す 。 ま た 、 交 通 安 全 施 設

や 交 差 点 改 良 、 花 や 樹 木 の 植 栽 な ど 、 総 合 的 な 都 市 施 設 と

し て の 道 路 環 境 の 整 備 に つ と め ま す 。  

 

⑤ 法 定 外 公 共 物 （ 里 道 ） の 管 理 お よ び 処 分  

 未 利 用 や 機 能 を 保 っ て い な い 里 道 に つ い て は 、 不 法 占 拠

や 不 法 投 棄 の 原 因 に な り や す い た め 、 適 切 に 管 理 す る と と

も に 、 沿 道 の 地 権 者 か ら の 払 い 下 げ 要 望 に 応 じ て 財 産 処 分

を 検 討 し ま す 。  
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４  上 下 水 道 ・ 河 川  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 下 水 道 は 、 快 適 な 生 活 環 境 の 向 上 を は か る と と も に 、 公 共 用 水 域

の 水 質 の 保 全 を は か る た め の 重 要 な 都 市 施 設 で す 。  

 瑞 穂 町 の 公 共 下 水 道 は 、 汚 水 と 雨 水 を そ れ ぞ れ 別 系 統 で 排 水 す る

分 流 方 式 を 採 用 し て い ま す 。  

 汚 水 に つ い て は 、 市 街 化 区 域 内 の 未 整 備 地 域 と 市 街 化 調 整 区 域 内

の 事 業 認 可 さ れ た 地 域 に つ い て 、 順 次 整 備 を す す め る と と も に 、 殿

ヶ 谷 土 地 区 画 整 理 事 業 地 内 は 事 業 の 進 ち ょ く に あ わ せ て 整 備 を 行 っ

て い ま す 。 汚 水 事 業 の 整 備 率 １ ０ ０ ％ の 早 期 達 成 を め ざ し 、 引 き 続

き 事 業 の 推 進 が 必 要 で す 。 ま た 、 管 渠 の 布 設 後 ３ ０ 年 を 経 過 し た 汚

水 管 の 増 加 、 築 ３ ０ 年 を 経 過 し た 駒 形 汚 水 中 継 ポ ン プ 場 の 施 設 の 老

朽 化 な ど に 対 応 す る た め に 、計 画 的 で 適 切 な 維 持 管 理 に よ る 修 繕 や 、

施 設 の 延 命 化 を は か る 必 要 が あ り ま す 。  

 一 方 、 雨 水 に つ い て は 、 道 路 整 備 や 土 地 区 画 整 理 事 業 の 実 施 に あ

わ せ 、 計 画 的 に 整 備 を す す め て い ま す が 、 近 年 頻 発 し て い る 集 中 豪

雨 や 大 型 台 風 に よ る 洪 水 被 害 へ の 対 策 が 重 要 で す 。  

 下 水 道 事 業 に お い て 財 政 の 安 定 を 持 続 的 に す す め て い く た め 、 下

水 道 施 設 の 適 正 な 維 持 管 理 や 適 切 な 事 業 執 行 を 行 い 、 公 営 企 業 会 計

へ の 移 行 を 見 据 え て 、 収 支 の バ ラ ン ス の と れ た 健 全 な 経 営 を め ざ す

こ と が 重 要 で す 。  

 上 水 道 に つ い て は 、 多 摩 地 区 水 道 事 業 の 都 営 一 元 化 計 画 に よ り 、

東 京 都 が 安 定 し た 給 水 と 業 務 の 効 率 化 を は か り な が ら 、 広 域 的 に 管

理 し て い ま す 。 東 京 都 と 連 携 し 、 災 害 時 な ど に お け る 給 水 体 制 の 確

保 に つ と め る 必 要 が あ り ま す 。  

 瑞 穂 町 に は 、 多 摩 川 の 支 流 の 残 堀 川 と 荒 川 の 支 流 の 不 老 川 の ２ 水

系 が あ り ま す 。  

 残 堀 川 の 改 修 工 事 が 完 了 し 、 水 源 の 狭 山 池 を は じ め 、 河 川 沿 い に

は ポ ケ ッ ト パ ー ク や 公 園 が 整 備 さ れ 、 水 に 親 し む こ と の で き る 空 間

を 創 出 し て い ま す 。 ま た 、 カ ワ セ ミ の 営 巣 ブ ロ ッ ク が 設 置 さ れ る な

ど 、 自 然 環 境 に 配 慮 し た 河 川 づ く り が す す め ら れ ま し た 。  

 不 老 川 は 、 大 雨 や 流 域 の 開 発 な ど に よ る 流 入 量 の 増 加 に よ っ て 、

下 流 域 に 浸 水 被 害 を も た ら し て い ま す が 、 埼 玉 県 流 域 内 の 河 川 改 修

が す す ま な い た め 、 流 域 自 治 体 と 連 携 し な が ら 、 総 合 治 水 対 策 の 促

進 を 埼 玉 県 へ 要 望 す る と と も に 、 流 出 抑 制 対 策 を 講 じ て い く 必 要 が

あ り ま す 。  

 ま た 、 河 川 が 、 い つ ま で も 親 し み の も て る 水 辺 空 間 で あ る と 同 時

に 、 動 植 物 が 生 息 で き る よ う 、 水 辺 環 境 の 形 成 と 水 質 の 浄 化 に つ と

め て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

下水道整備率（汚水事業）  92. 1％  98％  

下水道整備率（雨水事業）  45. 9％  50％  

※ 整 備 率 ＝ 整 備 済 面 積 ／ 認 可 面 積  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 下 水 道 事 業 の 充 実  

① 汚 水 対 策 の 推 進  

 市 街 化 区 域 内 未 整 備 地 区 と 事 業 認 可 済 み の 市 街 化 調 整 区

域 に つ い て 、 順 次 、 管 渠 の 整 備 を す す め る と と も に 、 土 地

区 画 整 理 事 業 の 進 ち ょ く に あ わ せ た 管 渠 の 布 設 を 計 画 的 に

実 施 し ま す 。 ま た 、 市 街 化 調 整 区 域 内 の 整 備 の 拡 大 を は か

り ま す 。あ わ せ て 、供 用 開 始 区 域 内 の 水 洗 化 を 促 進 し ま す 。  

 

② 維 持 管 理 体 制 の 充 実  

 瑞 穂 町 下 水 道 維 持 管 理 計 画 に も と づ き 、 下 水 道 施 設 の 適

切 な 維 持 管 理 に つ と め 、 施 設 の 延 命 化 を は か り な が ら 計 画

的 に 改 築 ・ 更 新 を 行 い ま す 。 ま た 、 瑞 穂 町 下 水 道 Ｂ Ｃ Ｐ 計

画 に も と づ き 、 災 害 時 の 非 常 時 対 応 体 制 を 構 築 し ま す 。  

 

③ 財 政 の 安 定 化  

 財 政 の 安 定 を 持 続 的 に す す め て い く た め 、 下 水 道 施 設 の

適 正 な 維 持 管 理 や 適 切 な 事 業 執 行 を 行 い 、 公 営 企 業 会 計 へ

の 移 行 を 見 据 え て 、 収 支 の バ ラ ン ス の と れ た 健 全 な 下 水 道

経 営 を め ざ し ま す 。  

 

（ ２ ） 雨 水 対 策 の 推 進  

   ① 雨 水 対 策 の 推 進  

雨 水 調 整 池 の 整 備 や 雨 水 貯 留 浸 透 施 設 の 設 置 を す す め る

と と も に 、 土 地 区 画 整 理 事 業 や 新 青 梅 街 道 の 拡 幅 事 業 な ど

ほ か の 事 業 に あ わ せ て 、 雨 水 幹 線 の 整 備 を 促 進 し ま す 。 都

市 基 盤 整 備 の 関 係 部 局 、 防 災 部 局 な ど と 連 携 を は か り 、 総

合 的 な 浸 水 対 策 を 推 進 し ま す 。 な お 、 不 老 川 水 系 に つ い て

は 流 域 自 治 体 と 連 携 し 、 河 川 の 改 修 に つ い て 、 埼 玉 県 に 対

し て 引 き 続 き 要 請 を 行 っ て い き ま す 。  
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（ ３ ） 東 京 都 と 連 携 し た 上 水 道 の 確 保  

① 災 害 時 に お け る 連 携  

 災 害 発 生 時 に 備 え 、 町 民 に 迅 速 か つ 円 滑 に 給 水 で き る よ

う 、 東 京 都 と の 連 携 を 強 化 し ま す 。  

 

② 基 盤 整 備 に お け る 連 携  

 土 地 区 画 整 理 事 業 の 推 進 や 都 市 計 画 道 路 の 整 備 な ど 、 基

盤 整 備 事 業 の 実 施 に あ た っ て は 、 東 京 都 の 水 道 事 業 と 連 携

し 、 一 体 的 な 整 備 と な る よ う に つ と め ま す 。  

 

（ ４ ） 河 川 環 境 の 整 備  

① 水 と 親 し む い こ い の 場 の 創 出  

 町 民 が よ り 身 近 に 感 じ て 利 用 で き る 親 水 性 の あ る 水 辺 空

間 の 創 出 を は か り ま す 。  

 

② 水 路 改 修 事 業 の 推 進  

 必 要 に 応 じ て 、 水 路 の 整 備 を 推 進 し 、 安 全 な 地 域 環 境 の

創 出 を は か り ま す 。  

 

③ 水 質 の 浄 化 と 生 態 系 の 保 護  

 生 態 系 を 守 っ て い く た め に は 、 河 川 の 水 質 浄 化 が 重 要 で

す 。 保 水 や 浸 透 機 能 を も つ 緑 豊 か な 環 境 は き れ い な 水 を 創

り 出 す た め 、 下 水 道 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 水 質 汚 濁 の

防 止 、 環 境 美 化 意 識 の 向 上 を 啓 発 し 、 河 川 の 水 質 浄 化 を は

か り ま す 。  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 
 

 

総合計画を推進するために 
 

 

 

 

 

■  第１節  ■  

連携と協働がささえるまち 

 

■  第２節  ■  

健全な行財政運営の自立したまち 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

111 

第 ６ 章  総 合 計 画 を 推 進 す る た め に  

 

第 １ 節  連 携 と 協 働 が さ さ え る ま ち  

 

１  地 域 協 働  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 協 働 と は 、 町 民 、 Ｎ Ｐ Ｏ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 企 業 、 行 政 な ど 役 割 の

異 な る も の 同 士 が 、 お 互 い の 立 場 を 理 解 し あ い 、 そ れ ぞ れ 協 力 す る

こ と に よ っ て 、 相 乗 効 果 を 得 ら れ る こ と で す 。 単 に 行 政 の 負 担 を 減

ら す と い う も の で は あ り ま せ ん 。  

 瑞 穂 町 は 平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 に 「 協 働 宣 言 」 を 行 い ま し た 。 町 に か

か わ る 多 く の 方 が 、 世 代 や 立 場 の 壁 を 越 え て 協 力 し 合 い 「 自 立 と 協

働 」 の ま ち づ く り を 実 現 す る こ と が 重 要 で す 。 ま た 、 住 民 団 体 の 自

立 化 と 町 職 員 の 意 識 改 革 を は か り 、 既 存 の 活 動 や 新 た な 協 働 に よ る

事 業 を 推 進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 町 民 活 動 は 、 自 助 グ ル ー プ 活 動 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 Ｎ Ｐ Ｏ 活 動

な ど さ ま ざ ま な 主 体 に よ っ て 形 成 さ れ て い ま す 。 社 会 福 祉 協 議 会 内

に は 「 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー み ず ほ 」 が 設 置 さ れ 、 だ れ も が 気 軽 に

相 談 し 、 多 く の 住 民 が 地 域 の 活 動 に 参 加 で き る 環 境 の 整 備 と 、 地 域

問 題 の 解 決 を は か る た め に 、 地 域 団 体 と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 推

進 し て い ま す 。 今 後 は 、 セ ン タ ー の 活 動 が 広 く 町 民 に 認 知 さ れ る よ

う 、 側 面 か ら 支 援 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 町 民 参 画 に 性 別 の 違 い に よ る 差 別 が あ っ て は な り ま せ ん 。 男 女 共

同 参 画 社 会 の 理 念 に も と づ き 、 あ ら ゆ る 町 民 が 互 い を 尊 重 し 、 認 め

合 い な が ら 地 域 社 会 を 形 成 す る こ と が 重 要 で す 。  

 選 挙 は 民 主 主 義 の 根 幹 を な し 、 投 票 は 町 民 が 政 治 に 参 加 し て 意 見

を 反 映 さ せ る 最 大 の 機 会 で す 。 選 挙 に 関 す る 町 民 意 識 調 査 の 結 果 に

も と づ き 、 政 治 や 選 挙 へ の 意 識 醸 成 を 引 き 出 す た め に も 、 イ ベ ン ト

な ど 多 く の 町 民 が 集 ま る 場 所 で の 啓 発 活 動 を 行 う こ と が 重 要 で す 。  

 一 方 で 、 地 方 分 権 に よ り 、 地 方 自 治 体 の 自 主 性 が も と め ら れ る と

同 時 に 、 町 民 の 代 表 で あ る 町 議 会 の 役 割 も 重 要 に な り ま す 。 健 全 な

町 政 運 営 の 一 翼 を 担 い 、 町 と 町 議 会 が そ れ ぞ れ の 機 能 を 果 た す こ と

で 、 よ り よ い ま ち づ く り が で き る こ と が 期 待 さ れ ま す 。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

事務事業評価シートにおける社会貢献
活動団体等との協働事案数  

63 事 案  100 事 案  

審議会等への女性の参画比率  23. 3％  30.0％  

選挙投票率 (衆議院議員選挙 )  
48. 12％  

(平 成 26 年 ) 
55. 0％  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 協 働 の 推 進  

① 協 働 施 策 の 展 開  

 協働のまちづくりの実現に向けて、具体的かつ実践的な取

組について検討し、協働を推進していきます。また、協働し

たまちづくりを実現するため、地域と行政の橋渡しとなる職

員地域情報コーディネーター制度を推進します。  

 

② 行 政 情 報 の 提 供 と 公 開  

 地 域 協 働 が 円 滑 に 実 践 さ れ る よ う 、「 広 報 み ず ほ 」や ホ ー

ム ペ ー ジ 、 生 涯 学 習 ま ち づ く り 出 前 講 座 な ど を 活 用 し 、 行

政 情 報 を 適 時 的 確 に わ か り や す く 提 供 し 、 町 民 と 町 が 情 報

を 共 有 で き る よ う に つ と め ま す 。 ま た 、 行 政 情 報 の 公 開 性

を 高 め 、 町 民 の 町 政 へ の 参 加 を 促 進 し ま す 。  

 

（ ２ ） ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー み ず ほ と の 連 携  

① 社 会 活 動 に 参 加 し や す い 環 境 づ く り  

 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 町 民 が 気 軽 に 社 会 活 動 に 参 加 で

き 、 町 民 同 士 が 助 け 合 う と と も に 、 や り が い の あ る 社 会 活

動 を 継 続 で き る よ う 、 活 動 に 関 す る 相 談 支 援 、 ボ ラ ン テ ィ

ア 登 録 制 度 の 普 及 推 進 、関 連 情 報 の 提 供 を 行 っ て い き ま す 。 
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② ボ ラ ン テ ィ ア ・ Ｎ Ｐ Ｏ の 育 成 と 連 携  

 地 域 の 問 題 を 自 ら 解 決 す る た め に 、 よ り 多 く の 個 人 ボ ラ

ン テ ィ ア や 団 体 、 Ｎ Ｐ Ｏ が 育 成 さ れ 、 活 躍 す る こ と が で き

る よ う 、 養 成 講 座 や 研 修 を 実 施 し ま す 。 ま た 、 ボ ラ ン テ ィ

ア セ ン タ ー と 人 材 お よ び 団 体 間 、 人 材 と 団 体 間 の 情 報 交 換

や 情 報 共 有 を し 、 活 動 連 携 が 促 進 さ れ る よ う 、 ボ ラ ン テ ィ

ア や Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に つ と め ま す 。  

 

③ ボ ラ ン テ ィ ア ・ Ｎ Ｐ Ｏ の 公 的 民 間 力 の 活 用  

 行 政 と の 役 割 を 明 確 に し 、 対 等 な 立 場 で 連 携 で き る 、 強

い 使 命 感 を も っ た ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 や Ｎ Ｐ Ｏ な ど 、 民 間 力

を 積 極 的 に 活 用 し 、 共 通 の 目 標 達 成 を め ざ し ま す 。  

 

（ ３ ） 男 女 共 同 参 画 社 会 の 推 進  

① 男 女 共 同 参 画 社 会 推 進 行 動 計 画 の 推 進  

 第 ５ 次 男 女 共 同 参 画 社 会 推 進 行 動 計 画 の 基 本 理 念 「 男 女

が 共 に つ く る 地 域 社 会 を め ざ し て 」 の 実 現 に 向 け 、 地 域 、

家 庭 、 学 校 お よ び 職 場 な ど に お け る 男 女 共 同 参 画 社 会 形 成

お よ び 女 性 の 活 躍 推 進 の た め の 個 別 施 策 を す す め ま す 。  

 

② 町 民 主 体 の 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成  

 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 は 、 町 民 一 人 ひ と り の 根 本 的 な

意 識 や 考 え 方 に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ ま す 。 町 民 で 構 成 さ

れ る 男 女 共 同 参 画 社 会 推 進 委 員 会 を 中 心 に 啓 発 活 動 を 展 開

す る と と も に 、 学 校 教 育 や 生 涯 学 習 の 場 面 で も 男 女 共 同 参

画 意 識 を 啓 発 し 、 町 民 の 主 体 的 な 活 動 に つ な げ ま す 。  

 

（ ４ ） 選 挙 管 理  

① 選 挙 啓 発 の 推 進  

 身 近 な 問 題 と し て 政 治 や 選 挙 に 関 心 を も つ よ う 、 引 き 続

き イ ベ ン ト な ど 多 く の 町 民 が 集 ま る 場 所 で の 啓 発 活 動 を 行

い ま す 。 ま た 、 １ ８ 歳 に 選 挙 権 年 齢 が 引 き 下 げ ら れ る こ と

に 伴 い 、 新 た な 啓 発 を す す め ま す 。  
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２  広 報 ・ 広 聴  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 多 様 化 す る 町 民 の 価 値 観 や 、 複 雑 化 し て い る 地 域 課 題 に 対 応 す る

た め に 、 町 民 と 町 を 結 ぶ 広 報 ・ 広 聴 活 動 が 重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま

す 。 ま ち づ く り を 地 域 協 働 に よ っ て す す め て い く た め に も 、 瑞 穂 町

の 情 報 を 町 民 に 適 切 に 伝 え る と と も に 、町 民 の 意 向 を 的 確 に 把 握 し 、

互 い の 情 報 を 共 有 し て 、 町 政 に 反 映 さ せ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 ホ ー ム ペ ー ジ 年 間 ア ク セ ス 数 は 増 加 し て い ま す が 、 音 声 読 み 上 げ

機 能 な ど に 加 え 、 翻 訳 機 能 を 充 実 さ せ る ほ か 、 今 後 は 、 ホ ー ム ペ ー

ジ リ ニ ュ ー ア ル や Ｃ Ｍ Ｓ 機 能 の 導 入 に よ り 、 扱 い や す く 即 時 性 の あ

る ホ ー ム ペ ー ジ づ く り に つ と め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 メ ー ル 配 信 登 録 者 数 は 、 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 末 時 点 で ３ ， ４ ６ ５ 人 を

数 え て い ま す 。 引 き 続 き 、 登 録 者 数 の 増 加 を 促 す と と も に 内 容 の 充

実 も 必 要 と な っ て き ま す 。  

 毎 月 、 全 世 帯 に 配 布 し て い る 「 広 報 み ず ほ 」 の 内 容 に つ い て 、 行

政 情 報 に 限 ら ず 、 情 報 特 派 員 の レ ポ ー ト な ど を 掲 載 し 、 親 し み や す

く 読 み や す い 紙 面 づ く り を め ざ す こ と が 重 要 で す 。  

 多 様 な メ デ ィ ア の 普 及 に 加 え 、 年 齢 や 社 会 的 か か わ り 合 い 方 の 違

い な ど に よ り 、 情 報 を 取 得 す る 手 段 が 異 な っ て き て い ま す 。 新 た な

情 報 発 信 ツ ー ル を 検 討 す る こ と や 、 情 報 の 内 容 に よ っ て 通 信 手 段 を

選 択 す る こ と も も と め ら れ ま す 。  

 広 聴 に つ い て は 、「 町 長 へ の 手 紙 」、「 各 課 へ の お 問 合 せ 」お よ び 窓

口 対 応 で 町 民 か ら の 意 見 や 要 望 を 受 け 付 け 、 回 答 し て い ま す 。 町 民

が 気 軽 に 意 見 を 寄 せ ら れ る シ ス テ ム の 充 実 と 、 提 案 が 行 政 施 策 に 反

映 さ れ た 成 果 を 公 表 す る こ と も 大 切 な こ と で す 。  

 

【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

ホームページ年間アクセス数  158 ,8 59 件  200, 0 0 0 件  

メール配信システム登録者数  3,4 65 人  5,00 0 人  
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【 施 策 】  

（ １ ） 町 民 に わ か り や す い 広 報 活 動 の 推 進  

① 広 報 み ず ほ ・ 情 報 冊 子 の 充 実  

 町 民 の 視 点 に 立 っ た 読 み や す く 親 し み や す い 「 広 報 み ず

ほ 」の 作 成 と 、「 町 勢 要 覧 」や「 暮 ら し の 便 利 帳 」な ど の 情

報 冊 子 を 適 宜 発 行 し 、 町 民 に 身 近 で 必 要 な 情 報 の 提 供 に つ

と め ま す 。  

 

② ホ ー ム ペ ー ジ の 充 実  

 だ れ も が 利 用 し や す い ホ ー ム ペ ー ジ の 作 成 と 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト の 即 時 性 を 活 か し た 情 報 提 供 に つ と め ま す 。 ま た 、

検 索 性 、 デ ザ イ ン 性 お よ び 双 方 向 性 の 向 上 を は か る た め ホ

ー ム ペ ー ジ の リ ニ ュ ー ア ル を 行 い ま す 。  

 

③ メ ー ル 配 信 シ ス テ ム の 充 実  

 メ ー ル 配 信 シ ス テ ム に よ る 適 時 的 確 な 情 報 提 供 と 、 シ ス

テ ム の 普 及 お よ び Ｐ Ｒ に つ と め 、 登 録 者 数 の 増 加 を 促 し ま

す 。  

 

④ 多 様 な メ デ ィ ア を 活 用 し た 情 報 提 供  

 Ｃ Ａ Ｔ Ｖ や 新 聞 社 、 コ ミ ュ ニ テ ィ Ｆ Ｍ な ど を 活 用 し た 広

報 活 動 を 推 進 し ま す 。ま た 、Ｃ Ａ Ｔ Ｖ の 視 聴 区 域 拡 大 な ど 、

情 報 通 信 基 盤 の 整 備 に つ い て 、事 業 者 に 要 請 し て い き ま す 。 

 

（ ２ ） 町 民 の 声 を 町 政 に 活 か す 広 聴 活 動 の 充 実  

① 広 聴 活 動 の 充 実  

 町 民 の 声 を 町 政 に 反 映 さ せ る た め 、「 町 長 へ の 手 紙 」や「 各

課 へ の お 問 合 せ 」 の 利 用 を 促 進 す る と と も に 、 そ れ ら の 意

見 を 反 映 さ せ た 成 果 を 広 く 公 表 す る 仕 組 み を 検 討 す る な ど 、

さ ら な る 広 聴 活 動 の 充 実 を は か り ま す 。  
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第 ２ 節  健 全 な 行 財 政 運 営 の 自 立 し た ま ち  

 

１  行 財 政 運 営  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 少 子 高 齢 化 や 町 民 の 価 値 観・ラ イ フ ス タ イ ル が 変 化 し て い る な か 、

国 制 度 の 複 雑 化 な ど 、 社 会 情 勢 が め ま ぐ る し く 変 化 し て い く 中 で 、

地 方 自 治 体 の 役 割 は こ れ ま で 以 上 に 増 大 し 、 地 域 に お け る さ ま ざ ま

な 社 会 的 課 題 を 、 自 ら の 判 断 と 責 任 に お い て 解 決 し 、 質 の 高 い サ ー

ビ ス を 提 供 す る こ と が も と め ら れ て い ま す 。  

 瑞 穂 町 で は 、 行 政 改 革 大 綱 に も と づ き 財 政 の 効 率 的 か つ 効 果 的 な

運 営 に つ と め て い ま す 。 課 税 対 象 を 的 確 に と ら え 、 適 正 な 課 税 に つ

と め る と と も に 、 徴 収 体 制 を 一 層 強 化 し て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま

た 、 国 や 東 京 都 の 新 制 度 創 設 な ど の 動 向 を 注 視 し 、 新 た な 補 助 金 の

有 効 活 用 を は か る な ど 、 財 源 の 確 保 に つ と め る 必 要 が あ り ま す 。  

 一 方 、 質 の よ い 公 共 サ ー ビ ス の 安 定 供 給 と 都 市 基 盤 整 備 な ど 、 町

の 目 標 達 成 の た め に は 歳 出 抑 制 も 必 要 で す 。 行 政 評 価 シ ス テ ム の Ｐ

Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 基 本 に 、 事 業 の ス ク ラ ッ プ ・ ア ン ド ・ ビ ル ド に 視

点 を あ て 、 施 策 の 新 陳 代 謝 を は か り 、 真 に 必 要 な 施 策 を 展 開 す る こ

と が 重 要 で す 。  

 業 務 の 多 様 化 に 限 ら れ た 職 員 数 で 対 応 す る た め 、 事 務 処 理 の 効 率

化 を は か る と と も に 、 職 員 の 資 質 の 向 上 も も と め ら れ ま す 。 そ の た

め に は 、 職 員 が 自 己 啓 発 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い く こ と が 重 要 で あ

り 、 能 力 を 発 揮 し や す い 職 場 環 境 の 整 備 も 必 要 で す 。 ま た 、 横 断 的

な 組 織 体 制 を 構 築 す る と と も に 、 よ り 機 能 的 な 組 織 と な る よ う 引 き

続 き 見 直 し が 必 要 と な り ま す 。  

 既 存 の 公 共 施 設 等 が こ れ か ら 更 新 時 期 を 迎 え ま す 。 瑞 穂 町 の 財 政

状 況 は 厳 し い 状 況 が 続 く 中 、 町 民 ニ ー ズ や 少 子 化 な ど に よ り 、 公 共

施 設 等 の 利 用 需 要 が 変 化 し て い く こ と が 見 込 ま れ ま す 。 今 後 、 公 共

施 設 等 の 全 体 を 把 握 し 、 長 期 的 視 点 を も っ て 更 新 ・ 統 廃 合 ・ 長 寿 命

化 を は か る 必 要 が あ り ま す 。  

 庁 舎 に つ い て は 、 平 成 ２ ４ 年 度 に 実 施 し た 耐 震 診 断 の 結 果 、 昭 和

３ ５ 年 建 築 部 分 の 耐 震 性 能 が 著 し く 低 下 し て い た こ と か ら 、 仮 庁 舎

建 設 等 に よ り 事 務 室 を 安 全 な 建 物 に す べ て 移 転 し ま し た 。 現 在 は 、

分 散 し た 庁 舎 で 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 状 況 で あ り 、 来 庁 者 に

不 便 を き た さ ぬ よ う 配 慮 が 必 要 で す 。 ま た 切 迫 性 が 高 い と さ れ て い

る 首 都 直 下 地 震 や 東 海 地 震 に 備 え 、 防 災 拠 点 と し て 安 全 性 の 高 い 庁

舎 を 早 期 に 建 設 す る こ と が 必 要 で す 。  
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【 数 値 目 標 】  

項 目  現 状 値  平 成 32 年 度  

町民の住みよさ指数 (町民意識調査 )  40. 5％  50.0％  

町政全体の満足度 (町民意識調査 )  31. 2％  35.0％  

町税収納率  95. 5％  97.0％  

経常収支比率  90. 0％  80％ 台 を 確 保  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 行 政 管 理 機 能 の 強 化  

① 行 政 評 価 シ ス テ ム の 効 果 的 運 用  

 行 政 評 価 シ ス テ ム の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ る 検 証 を 徹 底

し 、 効 果 予 測 と 成 果 確 認 に よ り 事 業 の 適 正 化 と 見 直 し を す

す め る と と も に 、 長 期 総 合 計 画 と の 連 動 化 を す す め 、 施 策

評 価 へ と つ な げ て い く よ う 、 効 果 的 な 運 用 を は か り ま す 。  

 

② 行 政 評 価 委 員 会 の 運 営  

 行 政 評 価 の 客 観 性 を 維 持 し 、 長 期 総 合 計 画 の 実 効 性 の 確

保 お よ び 効 率 的 な 行 政 運 営 を 担 う た め 、 町 民 の 代 表 で 構 成

さ れ る 行 政 評 価 委 員 会 を 組 織 し 、 調 査 お よ び 審 議 を 行 い ま

す 。 ま た 、 下 部 組 織 と し て 設 置 さ れ て い る 分 科 会 に よ り 、

行 政 改 革 の 推 進 お よ び 補 助 金 の 適 正 化 な ど に つ い て 審 議 を

行 い ま す 。  

 

③ 事 務 ・ 権 限 移 譲 へ の 対 応  

 地 方 分 権 に 伴 う 事 務 や 権 限 の 移 譲 に 的 確 に 対 応 す る と と

も に 、 事 務 処 理 特 例 制 度 を 活 用 す る な ど 、 行 政 サ ー ビ ス の

向 上 を は か り ま す 。  

 

④ 施 策 連 携 に よ る 効 果 的 な 行 政 運 営  

 総 合 計 画 に お け る 基 本 目 標 、 ま ち づ く り の 方 針 、 分 野 の

枠 に と ら わ れ ず 、個 々 の 施 策 が よ り 効 果 的 に 機 能 す る よ う 、

連 携 に つ と め ま す 。  
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（ ２ ） 継 続 的 な 行 政 改 革 の 推 進  

① 行 政 改 革 大 綱 の 推 進  

 第 ５ 次 行 政 改 革 大 綱 と そ の 具 体 的 取 組 を 位 置 づ け た 実 施

細 目 を 推 進 し 、 行 政 サ ー ビ ス の 向 上 と 効 率 的 な 行 財 政 運 営

に つ と め ま す 。  

 

② 利 用 者 本 位 の 行 政 サ ー ビ ス の 向 上  

 だ れ も が 利 用 し や す い 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 を め ざ し 、 町

民 が 身 近 に サ ー ビ ス を 受 け ら れ る よ う 、 必 要 な 調 査 や 研 究

を す す め ま す 。  

 

③ 民 間 活 力 の 導 入 に よ る 効 率 的 か つ 効 果 的 な 運 営  

 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 効 果 を 検 証 し な が ら 、 今 後 の 管 理

運 営 手 法 を 検 討 し ま す 。 ま た 、 行 政 サ ー ビ ス の 向 上 と 施 設

の 効 率 的 か つ 効 果 的 運 営 を ふ ま え 、 新 た な 施 設 へ の 民 間 活

力 の 導 入 を 推 進 し ま す 。  

 

（ ３ ） 行 政 サ ー ビ ス の 情 報 化  

① 情 報 化 の 推 進  

 行 政 サ ー ビ ス の 向 上 お よ び 迅 速 化 を は か る と と も に 、 情

報 の 電 子 化 や 各 行 政 分 野 に お け る 情 報 技 術 の 活 用 を 推 進 し 、

行 政 事 務 の 簡 素 化 、 効 率 化 を は か り ま す 。  
 

② 電 算 シ ス テ ム 共 同 運 営 の 推 進  

 住 民 情 報 系 シ ス テ ム の 共 同 運 営 を 推 進 す る た め 、 西 多 摩

郡 ４ 町 村 で 取 り 組 み 、 運 営 コ ス ト の 削 減 を は か り ま す 。  
 

③ 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強 化  

 「 個 人 情 報 保 護 条 例 」 に も と づ き 、 個 人 情 報 を 適 正 に 管

理 す る と と も に 、情 報 セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー を 指 針 と し て 、

電 子 情 報 を 保 護 す る た め の 安 全 性 を 確 保 し ま す 。  

 

④ 情 報 ・ 文 書 の 適 切 な 管 理  

 フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム の 維 持 管 理 を 徹 底 す る と と も に 、

歴 史 的 公 文 書 の 保 存 環 境 を 整 備 し 、 適 切 な 情 報 と 文 書 の 管

理 に つ と め ま す 。  
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⑤ 社 会 保 障 ・ 税 番 号 制 度 （ マ イ ナ ン バ ー 制 度 ） へ の 対 応  

 マイナンバー制度の運用について、的確に対応するととも

に、個人番号カードの多目的利用など必要な調査・研究をし、

行政サービスの向上につとめます。  

 

（ ４ ） 安 定 し た 財 源 の 確 保  

① 財 源 の 確 保  

 課 税 対 象 を 的 確 に と ら え 、 適 正 な 課 税 に つ と め る と と も

に 、 効 率 的 で 利 便 性 の 高 い 「 ｅ Ｌ Ｔ Ａ Ｘ 」 に よ る 電 子 申 告

を 推 進 し ま す 。 ま た 、 土 地 区 画 整 理 事 業 の 進 ち ょ く に あ わ

せ 「 み な す 課 税 」 を す す め 、 安 定 的 な 固 定 資 産 税 お よ び 都

市 計 画 税 の 確 保 に つ と め ま す 。  

 さ ら に 、 印 刷 物 な ど へ の 広 告 料 や 公 有 財 産 の 処 分 な ど 、

新 た な 財 源 の 確 保 に つ と め ま す 。  

 

② 町 税 収 納 率 の 向 上  

 ク レ ジ ッ ト カ ー ド で の 納 付 、 マ ル チ ペ イ メ ン ト ネ ッ ト ワ

ー ク シ ス テ ム に よ る 納 付 な ど 、 よ り 納 税 し や す い 環 境 整 備

の 研 究 を す す め ま す 。 口 座 振 替 の 推 進 や 積 極 的 な 滞 納 整 理

に よ り 収 納 率 の 向 上 を は か り ま す 。  

 

③ 国 や 東 京 都 か ら の 補 助 金 な ど の 確 保  

 補 助 制 度 の 改 正 や 新 規 補 助 制 度 の 創 設 な ど 、 国 や 東 京 都

の 動 向 を 注 視 し 、 補 助 金 な ど の 確 保 に つ と め る と と も に 、

関 係 機 関 を 通 じ て 地 方 財 源 の 確 保 を 要 望 し て い き ま す 。  

 

（ ５ ） 効 果 的 な 財 政 運 営  

① 効 果 的 な 財 源 配 分  

 長 期 総 合 計 画 お よ び 行 政 評 価 シ ス テ ム と 予 算 編 成 を 連 動

さ せ 、 効 果 予 測 と 成 果 確 認 を ふ ま え た 適 正 な 予 算 規 模 を 算

出 す る と と も に 、 重 点 事 業 に 優 先 配 分 す る な ど 、 限 ら れ た

財 源 を 効 果 的 に 配 分 し ま す 。  

 

② コ ス ト 意 識 の 徹 底  

 行 政 改 革 大 綱 に も と づ き 、常 に 費 用 と 効 果 を 念 頭 に お き 、

最 小 の 経 費 で 最 大 の 効 果 が 得 ら れ る よ う 、 行 政 サ ー ビ ス の

向 上 と コ ス ト の 節 減 に つ と め ま す 。  
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③ 長 期 財 政 計 画 の 運 用 と 見 直 し  

 効 果 的 か つ 弾 力 的 な 財 政 運 営 に つ と め る と と も に 、 国 の

制 度 改 正 や 社 会 経 済 情 勢 の 動 向 に 対 応 し 、 計 画 の 見 直 し を

行 い ま す 。  

 

④ 公 共 施 設 等 の 総 合 的 な 管 理  

 今 後 の 公 共 施 設 等 の あ り 方 に つ い て 、 長 期 的 視 点 を も っ

て 公 共 施 設 等 の 更 新 、 統 廃 合 、 長 寿 命 化 な ど を 計 画 的 に 行

い ま す 。 瑞 穂 町 に 即 し た 管 理 計 画 を 策 定 し 、 財 政 負 担 の 平

準 化 、 軽 減 を は か り ま す 。  

 

（ ６ ） 機 能 的 な 組 織 ・ 人 事 管 理  

① 機 能 的 な 組 織 づ く り  

 国 の 制 度 改 正 に 加 え 、 新 た な 行 政 課 題 や 複 雑 化 す る 事 務

事 業 な ど へ の 円 滑 な 対 応 と 、 町 民 が わ か り や す く 利 用 し や

す い 組 織 の 形 成 を め ざ し 、 柔 軟 で 機 能 的 な 組 織 整 備 お よ び

対 応 に つ と め ま す 。  

 

② 適 正 な 人 事 管 理  

 能 率 的 か つ 適 正 な 行 政 運 営 を 確 保 す る た め 、 人 事 考 課 制

度 の さ ら な る 運 用 と 、 業 績 お よ び 能 力 評 価 に も と づ く 人 事

制 度 の 確 立 を は か る と と も に 、 職 員 の 任 用 や 勤 務 形 態 の 多

様 化 に 取 り 組 む な ど 、 適 正 な 人 事 管 理 に つ と め ま す 。  

 

③ 職 員 の 能 力 開 発  

 人 材 育 成 基 本 方 針 に も と づ き 、 職 員 の 個 々 の 能 力 を 最 大

限 発 揮 で き る よ う 、 研 修 制 度 を 充 実 し 、 政 策 形 成 能 力 や 課

題 解 決 能 力 な ど の 向 上 を は か り ま す 。 ま た 、 職 員 自 ら が 能

力 開 発 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 支 援 す る と と も に 、 自

己 啓 発 し や す い 環 境 づ く り に つ と め ま す 。  

 

④ 職 場 環 境 の 整 備  

 職 員 の 能 力 が 十 分 発 揮 で き る よ う 、 職 場 環 境 の 整 備 と 心

身 の 健 康 管 理 に つ と め る と と も に 、 次 世 代 育 成 支 援 特 定 事

業 主 行 動 計 画 に も と づ き 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推

進 を は か り ま す 。  
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（ ７ ） 庁 舎 の 管 理  

① 新 庁 舎 建 設 事 業 の 推 進  

 旧 庁 舎 移 転 計 画 に よ り 、 庁 舎 が 分 散 し た 状 況 で 行 政 サ ー

ビ ス を 提 供 し て い ま す が 、 案 内 表 示 の 充 実 な ど に よ り 来 庁

者 に 配 慮 し ま す 。  

庁 舎 建 設 に つ い て は 、 平 成 ２ ７ 年 ５ 月 に 策 定 し た 新 庁 舎

建 設 基 本 計 画 に も と づ き 、 利 便 性 、 快 適 性 を 備 え 、 環 境 に

配 慮 す る と と も に 、 防 災 機 能 、 防 災 本 部 機 能 を 充 実 さ せ た

機 能 的 な 庁 舎 を 早 期 に 建 設 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

122 

 

２  広 域 行 政  

 

【 現 況 と 課 題 】  

 地 方 分 権 に よ る 自 治 体 の 自 立 化 が も と め ら れ て い る 中 、 事 務 の 内

容 に よ っ て は 複 数 の 自 治 体 で 共 同 運 営 す る こ と に よ り 、 サ ー ビ ス の

向 上 と 経 費 の 削 減 が 可 能 と な る 場 合 が あ り ま す 。  

 瑞 穂 町 で は 、西 多 摩 衛 生 組 合 、東 京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 、羽 村 ・

瑞 穂 地 区 学 校 給 食 組 合 、 瑞 穂 斎 場 組 合 、 福 生 病 院 組 合 と い っ た 一 部

事 務 組 合 を 設 立 し 、 市 町 域 や 都 県 域 を 越 え た 複 数 の 自 治 体 に よ る 共

同 運 営 に よ っ て 、 町 民 の ニ ー ズ や 社 会 環 境 の 変 化 に 対 応 し て き ま し

た 。  

 ま た 、 西 多 摩 地 域 の ８ 市 町 村 で 構 成 す る 西 多 摩 地 域 広 域 行 政 圏 協

議 会 で は 、 西 多 摩 の 広 域 的 な 計 画 の 調 整 を 行 う と と も に 、 図 書 館 や

消 費 生 活 相 談 窓 口 の 広 域 利 用 な ど を 行 っ て き ま し た 。  

 一 部 事 務 組 合 や 協 議 会 な ど の 組 織 さ れ た 広 域 連 携 以 外 に も 、 青 梅

市 、 福 生 市 、 羽 村 市 と の 戸 籍 の 広 域 交 付 と い っ た 個 別 事 務 の 共 同 処

理 も 行 っ て い ま す 。  

 今 後 も 、 事 務 の 効 率 化 を は か る た め に 、 瑞 穂 町 の 独 自 性 を 活 か し

つ つ 、 広 域 連 携 に よ る 効 果 を 検 証 し な が ら 、 共 同 処 理 を 推 進 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 公 共 交 通 や 都 市 基 盤 整 備 と い っ た 広 範 囲

に わ た り 、 瑞 穂 町 だ け で は 解 決 で き な い 課 題 に つ い て も 、 近 隣 の 関

係 自 治 体 と 連 携 し て 、 要 望 活 動 を 行 っ て い く こ と も 重 要 で す 。  

 

【 施 策 】  

（ １ ） 一 部 事 務 組 合 事 業 の 推 進  

① 構 成 自 治 体 と の 連 携 の 堅 持  

 一 部 事 務 組 合 構 成 自 治 体 と の 連 携 を 堅 持 し 、 共 通 の 課 題

解 決 を は か り ま す 。  

 

② 瑞 穂 斎 場 の 利 便 性 の 向 上  

 瑞 穂 斎 場 に つ い て 、 周 辺 環 境 に 配 慮 し た 利 用 し や す い 施

設 と な る よ う に 、 構 成 市 と 連 携 し 組 合 に 働 き か け ま す 。  

 な お 、 瑞 穂 町 の 単 独 事 業 と し て 、 霊 柩 の 搬 送 に 要 す る 経

費 を 助 成 し ま す 。  
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（ ２ ） 西 多 摩 地 域 広 域 行 政 圏 協 議 会 に よ る 連 携  

① 広 域 行 政 圏 計 画 の 推 進  

 西 多 摩 地 域 広 域 行 政 圏 計 画 に 位 置 づ け ら れ て い る 瑞 穂 町

の 施 策 を 推 進 し 、 西 多 摩 地 域 に お け る 瑞 穂 町 の 役 割 を 果 た

し ま す 。  

 

② 政 策 の 共 同 研 究  

 構 成 自 治 体 の 共 通 課 題 を 広 域 的 に と ら え 、 課 題 解 決 に 必

要 な 広 域 的 政 策 を 共 同 で 研 究 す る と と も に 、 そ の 実 現 を め

ざ し ま す 。  

 

（ ３ ） 広 域 的 行 政 課 題 へ の 効 果 的 な 対 応  

① 公 共 交 通 整 備 に 関 す る 広 域 連 携  

 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル や Ｊ Ｒ 八 高 線 、 都 営 バ ス な ど は 、 町

内 だ け で は な く 広 域 的 な 路 線 網 を 有 し て い る た め 、 近 隣 自

治 体 や 沿 線 自 治 体 と 連 携 し 、 要 望 活 動 や 実 現 に 向 け た 活 動

を 効 果 的 に 推 進 し て い き ま す 。  

 

② 新 た な 行 政 課 題 へ の 対 応  

 新 た な 行 政 課 題 へ の 対 応 や さ ら な る 事 務 の 効 率 化 に 向 け

て 、 新 た な 広 域 連 携 化 を は か る と と も に 、 社 会 情 勢 な ど の

変 化 に よ る 多 様 な 課 題 な ど に つ い て は 、 国 や 東 京 都 の 動 向

を 注 視 し 、 情 報 収 集 と 研 究 に つ と め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


